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計画策定にあたって 

棚倉町は、棚倉城の城下町として長い歴史と伝

統に育まれてきました。国の史跡である棚倉城跡

には堀や土塁、石垣が残るほか、町内には多くの

文化財や民俗芸能、祭りが受け継がれ、歴史情緒

を感じられるまちです。また、本町は八溝山をは

じめとした豊かな自然に囲まれ、四季折々に魅力

的な表情があります。このように歴史や伝統と美

しい自然風土が融合し、着実に発展を続けてまい

りました。 

平成 26年（2014）度には、第 6次棚倉町振興計画を策定し、地方創生の動き

や人口減少に対応するため、まちづくりの方向性を「自立と協働」の視点で進め

つつ、本町の特色を生かし、「住民が主役のまち」「安心で優しいまち」「誇りと

愛着のもてるまち」を基本理念として、目指す将来像「人を・心を・時をつなぐ 

たなぐらまち ～ほっとするわたしのふるさと～」の実現に向け、各種施策を展

開しています。 

 しかし、本町においても少子高齢化や人口減少などにより民俗芸能の担い手

や後継者が減少しており、活動自体の運営が困難になりつつあります。同時に、

本町の歴史を今に伝える貴重な建造物も年々減少しており、地域における人々

の活動や歴史上価値の高い建造物が、今まさに失われようとしています。 

このため本町では、町内に存在する多くの文化財やその周辺環境まで含めて

総合的に保存・活用し、文化財を生かした地域の活性化を図るため、平成 30年

（2018）度に「棚倉町歴史文化基本構想」を策定し、さらに、歴史を生かしたま

ちづくりを推進するため、「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法

律」に基づき「棚倉町歴史的風致維持向上計画」を策定いたしました。 

本計画を通して、これまで大切に受け継がれてきた多くの歴史的建造物と、古

くから継承してきた歴史や伝統を後世に残していくため、本計画を推進してま

いります。 

結びに、本計画の策定に際し、ご尽力いただきました「棚倉町歴史的風致維持

向上計画推進協議会」委員の皆様をはじめ、貴重なご意見やご助言、資料のご提

供をいただきました皆様に対し、深く感謝を申し上げます。 

 

令和 2年 6月  棚倉町長 湯 座 一 平 
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序章 

1 計画策定の背景と目的 

 棚倉町は福島県の南部、東北地方の南端で関東圏に近い位置にある。また福島

県は東部の阿
あ

武
ぶ

隈
くま

高地と中央の奥羽山脈によって東から浜
はま

通
どお

り・中
なか

通
どお

り・会
あい

津
づ

に

三分することができるが、本町は県の中央部である中通りに位置している。町の

東部には阿武隈山系のなだらかな丘陵地、北部には阿武隈川の支流・社
やしろ

川
がわ

沿い

に平地、南西部には八
や

溝
みぞ

山系の山岳地帯が広がるとともに、八溝山を源とする久
く

慈
じ

川
がわ

沿いに平坦な農耕地が広がる自然豊かな町である。 

本町の歴史は古く、縄文時代中期から後期の遺物が数多く出土した高渡
たかはた

遺跡

などいくつかの遺跡があり、弥生時代の遺跡として「棚倉式土器」が出土した崖
がけ

ノ
の

上
うえ

遺跡が有名である。また、石
せっ

棺
かん

から人骨や骨
こつ

鏃
ぞく

が出土した胡
ご

麻
ま

沢
ざわ

古墳のほ

か、塚
つか

原
はら

古墳群、 堤
つつみ

古墳群など古墳時代の遺跡も残されている。 

平安時代の遺跡としては、東北における古代仏教の一拠点であったと考えら

れる山林寺院跡｢流
ながれ

廃
はい

寺
じ

跡
あと

｣が発見されており、平成 26 年（2014）3 月 18 日に

国の史跡に指定された。この流廃寺跡からは、全国でも珍しい金
きん

銀
ぎん

象
ぞう

嵌
がん

鉄
てっ

剣
けん

が出

土している。 

中世になると、山々を中心に修行を重ねる修
しゅ

験
げん

道
どう

の人々による宗教文化が形

成され、馬
ば

場
ば

都
つ

々
つ

古
こ

別
わけ

神
じん

社
じゃ

や八
や

槻
つき

都
つ

々
つ

古
こ

別
わけ

神
じん

社
じゃ

などが中心となり、東北における

一大宗教拠点となっていった。その一方で戦国時代には、伊達氏、佐竹氏、白
しら

河
かわ

結
ゆう

城
き

氏が勢力を競い合い、町内には赤
あか

館
だて

城
じょう

、中
なか

丸
まる

館
だて

、寺
てら

山
やま

城
じょう

（寺
てら

山
やま

館
だて

）などの

山城や館の跡が残されている。 

その後、江戸時代には立
たち

花
ばな

宗
むね

茂
しげ

を初代藩主に棚倉藩が立藩し、多くの藩主がこ

の地を治めた。棚倉城は第 2 代藩主丹
に

羽
わ

長
なが

重
しげ

の時代に幕府より命を受けて築城

が始まった。続く第 3 代藩主内
ない

藤
とう

信
のぶ

照
てる

の時代には棚倉城の造営が引き続き行わ

れるとともに城下町の整備が進められた。幕末の戊辰戦争において棚倉城は落

城したが、現在も町の中心部に水堀や土塁などが残り、平成 31 年（2019）2 月

26 日に「棚
たな

倉
ぐら

城
じょう

跡
あと

」として国の史跡に指定された。 

このように、本町には幅広い時代の文化財や建造物が多数存在しているとと

もに、国指定の重要無形民俗文化財である「都
つ

々
つ

古
こ

別
わけ

神
じん

社
じゃ

の御
お

田
た

植
うえ

」や福島県指

定の重要無形民俗文化財である「お枡
ます

明
みょう

神
じん

の枡
ます

送
おく

り行事」、数百年の歴史がある

「宇
う

迦
が

神
じん

社
じゃ

例
れい

大
たい

祭
さい

」などの歴史ある活動が現代まで継承されている。 

しかし、こうした歴史的資産は開発・災害等による消滅の危機があるだけでな
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く、維持管理に多大な費用や手間がかかることによる建造物老朽化の進行、高齢

化及び人口減少に起因する担い手不足、歴史的価値の認識低下などの原因によ

り、喪失してしまう状況が全国的に広がっており、本町においても例外ではない。 

このような状況において、国では平成 20 年（2008）に「地域における歴史的

風致の維持及び向上に関する法律」（以下「歴史まちづくり法」という。）を制定

し、歴史的風致の維持・向上を図るためのまちづくりを推進する地域の取組を積

極的に支援している。なお、歴史的風致とは、歴史まちづくり法において「地域

におけるその固有の歴史及び伝統を反映した人々の活動とその活動が行われる

歴史上価値の高い建造物及びその周辺の市街地とが一体となって形成してきた

良好な市街地の環境」と定義されており、ハードとしての建造物と、ソフトとし

ての人々の活動を合わせた概念である。 

 本町では、これまで「流廃寺跡保存活用計画」の策定や、「町まるごとミュー

ジアム」事業を展開するなど、歴史と文化を生かしたまちづくりを進め、平成 31

年（2019）3 月には「棚倉町歴史文化基本構想」を策定した。本計画では、「棚

倉町歴史文化基本構想」を踏まえながら、町が悠久の昔から承継してきた歴史的

風致の維持・向上を図るとともに、町民が「たなぐら」の歴史価値・魅力・個性

を再発見することのきっかけづくりに寄与し、さらには地域の歴史資源を生か

した観光振興や商業の活性化を図ることにより、町全体の活性化を目指してい

く。また、国からの認定により、歴史的風致の残る町として全国での認知度を高

め、「たなぐら」の歴史を生かしたまちづくりを一層推進させることを目的とす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
歴史的風致の概念図 
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2 計画期間 

 本計画の期間は、令和 2 年（2020）度～令和 11 年（2029）度までの 10 年間と

する。 

 

3 計画の策定体制 

 本計画の策定にあたり、これまで庁内研修会や歴まち計画庁内検討会議を開

き、策定に向けた準備を行ってきた。そして、平成 31 年（2019）度に庁内組織

である「棚倉町歴史まちづくり庁内推進委員会」及び作業部会の「棚倉町歴史ま

ちづくり庁内ワーキンググループ」を組織し、事務局及び庁内組織を中心に、課

題の整理や事業検討を行い、素案を作成した。また、歴史まちづくり法第 11 条

に基づく法定協議会である「棚倉町歴史的風致維持向上計画推進協議会」におい

て、協議・検討を行い、計画案を作成した。さらに、計画の作成過程において「棚

倉町文化財保護審議会」への報告やパブリックコメント等による町民意見の聴

取を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

棚倉町歴史まちづくり庁内推進委員会   棚倉町歴史的風致維持向上計画推進協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 
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【棚倉町歴史的風致維持向上計画推進協議会構成】 

種別 所属・役職 氏名 備考 

学
識
経
験
者 

都留文科大学非常勤講師 菊池 健策 ◎会長 

東京藝術大学大学院非常勤講師 小林 直弘  

東北芸術工科大学教授 北野 博司  

国士館大学准教授 西村 亮彦  

法政大学兼任講師 伊藤  登  

町
内
関
係
団
体
等 

棚倉町文化財保護審議会長 菅原 海淳 ○副会長 

棚倉町商工会長 立石  誠  

棚倉町行政区長連合会長 須藤  洋  

初雁温知会棚倉支部長 山田 芳則  

馬場都々古別神社宮司 角田 和弘  

八槻都々古別神社神職 八槻 浩子  

蓮家寺住職 福井 宏道  

行
政
関
係 

福島県土木部まちづくり推進課長  

福島県教育庁文化財課長  

福島県県南建設事務所長  

棚倉町副町長  

※オブザーバーとして国土交通省東北地方整備局建政部都市調整官が参加 

 

【棚倉町歴史まちづくり庁内推進委員会構成】 

区分 役職  区分 役職 

庁
内
推
進
委
員
会 

◎地域創生課長 

庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ 

地域創生課企画調整係長 

総務課長 地域創生課歴史観光係長 

産業振興課長 総務課財政係長 

整備課長 産業振興課商工係長 

○生涯学習課長 産業振興課農林係長 

上記ほか関係課室局 整備課都市計画係長 

整備課整備維持係長 

 生涯学習課生涯学習係長 

上記ほか関係係 

◎…委員長、○…副委員長 
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4 計画策定の経緯 

平成 29 年 12 月 1 日 第 1回庁内研修会 

平成 30 年 5 月 8 日 歴まち計画庁内検討会議 

平成 30 年 6 月 18 日 歴まち計画庁内検討会議 

平成 30 年 7 月 20 日 歴まち計画庁内検討会議 

平成30年 11月 20日 第 2回庁内研修会 

令和元年 6 月 26 日 
第 1 回棚倉町歴史的風致維持向上計画推

進協議会 

令和元年 11 月 7 日 
第 2 回棚倉町歴史的風致維持向上計画推

進協議会 

令和 2 年 1 月 28 日 
第 3 回棚倉町歴史的風致維持向上計画推

進協議会 
令和2年2月 19日～ 
     3 月 19日 

パブリックコメントの実施 

令和 2 年 2 月 28 日 棚倉町議会説明 

令和 2 年 3 月 3 日 棚倉町文化財保護審議会へ報告 

令和 2 年 3 月 23 日 庁議 

令和 2 年 3 月 31 日 認定申請 

令和 2 年 6 月 24 日 認定 

令和 5 年 3 月 31 日 軽微な変更届出 

※棚倉町歴史まちづくり庁内推進委員会は平成 31 年 4 月に設置し、令和元年 5

月 24 日に第 1回を開催以降、認定までに全 6回開催。 

※棚倉町歴史まちづくり庁内ワーキンググループは令和元年 7月 11 日に第 1回

を開催以降、認定までに全 2回開催。 
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第 1 章 歴史的風致形成の背景 

1 自然的環境 

(1) 位置 

棚倉町は、福島県中通りの南部、北緯 37度 01分、東経 140度 22分に位置し、

県庁所在地である福島市から南へ約 94 ㎞、東京からは約 200 ㎞の距離にある。

町域は東西 19.6㎞、南北 17.4㎞、総面積は 159.93㎢であり、東は福島県鮫
さめ

川
がわ

村
むら

・浅
あさ

川
かわ

町
まち

、西は栃木県那
な

須
す

町
まち

・大
おお

田
た

原
わら

市
し

、南は福島県塙
はなわ

町
まち

、矢
や

祭
まつり

町
まち

、茨城県

大
だい

子
ご

町
まち

、北は福島県白
しら

河
かわ

市
し

と接している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

棚倉町の位置図 

（国土地理院白地図一部加工） 
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(2) 地形・地質 

棚倉町の東部は阿
あ

武
ぶ

隈
くま

高地に連なり、西部は八
や

溝
みぞ

山地に囲まれ、中央に久
く

慈
じ

川
がわ

が流れ、市街地は久慈川谷低地（八
や

溝
みぞ

地
ち

溝
こう

帯
たい

）に形成されている。また、本町に

は、東北、西南日本の地質を二分する破
は

砕
さい

帯
たい

があり、この破砕帯を「棚
たな

倉
ぐら

破
は

砕
さい

帯
たい

（棚
たな

倉
ぐら

断
だん

層
そう

）」といい、東北最大の構造線に一致すると言われている。 

なお、本町の特徴として、福島県中通りとしては珍しく、阿武隈水系ではなく

久慈川水系に含まれており、地域的なまとまりとしては茨城県に近い様相を呈

する。 

次に、本町の地質をみると、市街地がある久慈川谷低地の西側にある八溝山地

は、古
こ

生
せい

層
そう

（砂岩、礫
れき

岩等）をはじめ、花
か

崗
こう

岩
がん

や結
けっ

晶
しょう

片
へん

岩
がん

などから成り、東側

は阿武隈山地から供給された花崗岩類や変成岩類に由来する砕
さい

屑
せつ

物質で構成さ

れている。これらに挟まれて、新第三紀層からなる丘陵地と第四紀の沖
ちゅう

積
せき

層
そう

に

覆われた谷底平野が広がっている。 

棚倉町の地形図 

（国土地理院地理院タイル（標高タイル）一部加工） 
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(3) 河川 

 棚倉町を流れる主要河川には一級河川の久慈川及び一級河川の阿武隈川水系

社
やしろ

川
がわ

がある。久慈川は町の西部に位置する八溝山を源流とし、久慈川が町内を

西から南へ流れたあとに、さらに南流し茨城県に入り、大子町や常陸
ひ た ち

大
おお

宮
みや

市
し

を経

て太平洋に注いでいる。また、社川は本町の北部を西から東に横断し、浅川町、

石
いし

川
かわ

町
まち

を経て阿武隈川に合流している。なお、社川には玉
たま

野
の

堰
ぜき

という堰が設けら

れており、社川の水は玉野堰東側の福井地区、玉野地区、一色地区に引く「玉
たま

野
の

堀
ぼり

」、棚倉城跡に引く「棚倉堀（現在の八
はち

幡
まん

川
がわ

～桧木
ひ の き

川
がわ

～根
ね

子
こ

屋
や

川
がわ

）」、社川下流

の浅川町に引く「浅
あさ

川
かわ

樋
とい

（現在の社川本
ほん

川
せん

）」の三方に分かれている（三
さん

方
ぽう

分
ぶん

水
すい

）。

三方分水は、分
ぶん

水
すい

嶺
れい

をまたいで引水する全国的にも珍しい構造をとっており、社

棚倉町の地質図 

（20万分の 1日本シームレス地質図（産総研地質調査総合センター

（https://www.gsj.jp/HomePageJP.html））一部加工） 
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川の水は八幡川、桧木川、根子屋川、大
おお

草
くさ

川
がわ

を経て、久慈川に流れている。 

町内には他に大
おお

竹
たけ

川
がわ

、近
ちか

津
つ

川
がわ

などの河川が流れ、町の農業をはじめとした産業

の発展や動植物の生育環境の保全などに寄与している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 気象 

 棚倉町の属する福島県東
ひがし

白
しら

川
かわ

地方の気候は、おおむね太平洋型気候であり、

過去 10 年間（平成 21 年～平成 30 年（2009～2018））の年平均気温は約 12℃、

年間平均降水量は約 1,377mmである。気象は、北関東地域に類似し、積雪量も極

めて少なく、四季を通じて比較的温暖である。また、台風の被害もほとんどみら

れず、山間地にありながら生活・生産環境としては恵まれた気象条件のもとにあ

る。 

 

棚倉町の主な河川図 
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年平均気温 12.2℃ 

10年間の月別平均気温（平成 21年～平成 30年（2009～2018）） 

 （資料：気象庁データ） 

10年間の月別平均降水量（平成 21年～平成 30年（2009～2018）） 

                             （資料：気象庁データ） 

年間平均降水量 1376.7㎜ 
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2 社会的環境 

(1) 町の沿革 

 棚倉町は、明治 11年（1878）に「郡
ぐん

区
く

町
ちょう

村
そん

編
へん

制
せい

法
ほう

」が制定されてから 7年後

の明治 18年（1885）2月に、伊
い

野
の

上
かみ

村
むら

・伊
い

野
の

下
しも

村
むら

の 2か村が合併して誕生した。 

その後、現在の棚倉町域では、明治 21年（1888）の「市制・町村制」公布に

より、明治 22 年（1889）4 月 1 日に 35 か村が近
ちか

津
つ

村
むら

、山
やま

岡
おか

村
むら

、高
たか

野
の

村
むら

、社
やしろ

川
がわ

村
むら

の 4か村に新設合併され、1町、4か村で町政や村政が開始された。 

 昭和期に入ると、昭和 28年（1953）に施行された「町
ちょう

村
そん

合
がっ

併
ぺい

促
そく

進
しん

法
ほう

」に基づ

き、昭和 30年（1955）1月 1日に 1町、4か村が合併し、現在まで続く新制「棚

倉町」が発足した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編入・合併の経過 

明治18年 明治22年 明治25年 明治43年 昭和30年～

伊野上村

伊野下村

関口村

寺山村

八槻村

流村

下山本村

中山本村

北山本村

上手沢村

下手沢村

塚原村

山田村

岡田村

瀬ヶ野村

小爪村

祝部内村

富岡村

山際村

福岡村

強梨村

大梅村

漆草村

戸中村

檜木村

花園村

仁公儀村

上台村

板橋村

玉野村

一色村

福井村

堤村

逆川村

天王内村

金沢内村

小菅生村

社川村

近津村

棚倉町 棚倉町

棚倉町

山岡村

高野村

棚倉町

近津村

山岡村

高野村

社川村

棚倉町

近津村

山岡村

高野村

棚倉町

社川村
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(2) 土地利用 

 棚倉町における平成 31 年（2019）1 月 1 日時点の土地利用状況は、町域の総

面積 15,993.00ha（159.93㎢）に対して、田が 1,249.23ha、畑が 677.83ha、山

林が 11, 807.46ha、宅地が 457.23ha、雑種地が 455.96haなどとなっており、総

面積の約 12％が農用地であり、約 74％を山林が占めている。また、町の中央部

を中心に 3,602.00haが都市計画区域に指定されている。 

 

 

 

 

 

 

明治 43年（1910）の旧町村範囲図 

土地利用状況の割合 
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(3) 人口 

 棚倉町の人口は、昭和 30年（1955）の町村合併時には 19,443人であったが、

その後年々減少し、昭和 50年（1975）には、16,059人へと減少した。その後は、

企業誘致等の影響により平成 2年（1990）には 16,606人に一時増加傾向となっ

たが、平成 7年（1995）以降減少の一途をたどっており、平成 27年（2015）に

は 14,295人まで減少している。 

 一方で、世帯数の推移をみると、平成 12年（2000）をピークに減少傾向にあ

り、平成 22年（2010）では 4,708世帯であった。しかし平成 27年（2015）には

4,742世帯と増加に転じた。 

 

棚倉町の土地利用状況図 
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また、総人口の年齢 3 区分の傾向は、年少人口（14 歳以下）と生産年齢人口

（15～64歳）は減少傾向にあるが、老年人口（65歳以上）については増加して

おり、少子高齢化が進行していることがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総人口と世帯数の推移 

年齢 3区分人口比率 

（資料：国勢調査） 

（資料：国勢調査） 
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(4) 交通 

① 道路網 

 棚倉町は古くから東北への玄関口としての役割を持つ土地であり、交通の要

衝として栄えてきた。現在の本町の基幹道路としては、茨城県水戸市を起点に本

町を南北に通り、福島県会
あい

津
づ

若
わか

松
まつ

市を終点とする国道 118号と、新潟県新潟市を

起点に本町を北西から南東に抜け、福島県いわき市を終点とする国道 289 号が

ある。この 2 つの国道が他地域から本町の中心までを繋ぎ、町民の生活に欠か

せない重要な道路となっている。また、平成 21年（2009）には棚倉バイパスが

全線開通し、バイパスを中心に大型の店舗が建ち、交通量は増大した。 

 その他にも主要地方道である黒磯・棚倉線や棚倉・矢吹線などが通っており、

県内外の土地と本町を結んでいる。 

 

② 公共交通網 

 現在の棚倉町の公共交通は、鉄道と路線バスが運行している。鉄道においては、

JR 水戸駅と JR 郡山駅を結ぶ JR水
すい

郡
ぐん

線が町を南北に縦断しており、町内には北

側から「磐
いわ

城
き

棚
たな

倉
くら

駅」、「中
なか

豊
とよ

駅」、「近
ちか

津
つ

駅」の 3駅が存在する。水郡線は、現在

では主に本町から福島県郡
こおり

山
やま

市
し

や石
いし

川
かわ

町
まち

に通う学生をはじめ、東白川郡内の学

生の通学に利用されている。 

 また、路線バスでは、白河市と棚倉町を結ぶ重要なバス路線として町民に利用

されている、JRバス関東白
はく

棚
ほう

線が運行している。白棚線は昭和 19年（1944）ま

では鉄道として運行されていたが、太平洋戦争に伴う金属供出でレールが撤去

されたあと、バス路線として整備され、JR バス関東白棚線となり今日に至って

いる。白棚線の主な利用者は水郡線と同様に学生であり、本町だけでなく東白川

郡内の学生の通学の足として重宝されている路線である。 

 町内には他に、東白川郡内の町村と本町及び白河市を結ぶ福島交通バス路線

が 4 路線と、鮫川村営バスが 1 路線運行しており、東白川地方の交通の要衝と

なっている。 
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(5) 産業 

① 産業別就業人口 

棚倉町における就業者人口は、昭和 30 年（1955）には 8,225 人であったが、

平成 27 年（2015）には 7,479 人となり、60 年間で 746 人、率にして 9.1%減少

している。 

昭和 30年（1955）に 65.3％を占めていた第 1次産業の就業人口は、総就業人

口の減少率を上回る状況で減少し、平成 27年（2015）は 10.2％となった。また、

平成 7年（1995）以降の第 2次産業就業人口比率が減少傾向にある一方で、第 3

次産業の就業人口比率は増加しており、第 1 次産業や第 2 次産業から第 3 次産

棚倉町の交通網図 
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業へシフトしていることが見受けられる。 

しかし、平成 27 年（2015）の福島県の第 1 次産業就業人口比率は 6.8％であ

り、同じく第 2 次産業就業人口比率が 30.6％であることと比べると、依然とし

て第 1次産業、第 2次産業就業者が多いという点が本町の特徴である。これは、

古くから本町の主要な産業である稲作を中心とした農業従事者が多いことや、

紙加工関連工場をはじめとした大規模工場が複数立地していることから製造業

従事者が多いことをあらわしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 農業 

 棚倉町の農業は水稲が主な商品

作物であり、平成 27年（2015）経

営耕地面積（1,218ha）の 81.3％が

水田耕作面積となっている。水稲

のほかには、施設栽培ではいちご

やトマト、露地栽培では、きゅうり

やこんにゃくの作付けが多い。 

 農家数については、昭和 40 年

（1965）の 1,601戸から平成 27年

（2015）には 955 戸まで減少して

産業別就業人口比率の推移 

 

町内のいちご栽培の様子 

（資料：国勢調査） 
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いるとともに、経営耕地面積についても昭和 40年（1965）の 1,624haから平成

27 年（2015）には 1,218ha となっており、農家数、経営耕地面積ともに減少し

ている。 

 このような状況のなかで、平成 15年（2003）にブルーベリーを作付けし、自

ら加工をする団体が結成され、収穫から商品の開発及び製造、販売といった農産

物の 6次化に積極的に取り組んでいる。なお、このブルーベリーの加工品は、棚

倉町のブランド認証産品の第 1 号に認証されており、棚倉ブランドとして県内

外に情報発信されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農家数と経営耕地面積の推移 （資料：農林業センサス） 

ブルーベリーの加工品 
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③ 商工業 

棚倉町は東北地方の南端に位置し、首都圏から 200 ㎞圏内であるという立地

の良さから、紙加工関連や自動車関連の大規模な工場が進出している。ほかにも、

様々な分野の工場が立地しており、製造業が本町の商工業をけん引している。福

島県がまとめた平成 28年（2016）度福島県市町村民経済計算によると、本町の

市町村内総生産 60,174 百万円のうち、22,734 百万円、約 37.8％を製造業が占

めている。 

 

 

棚倉町の製造業は、昭和 60年（1985）には、101事業所、製造品出荷額 36,177

百万円であったが、平成 29年（2017）は 48 事業所、製造品出荷額 85,752百万

円となっており、約 30年のあいだに事業所数は半減しているが、製造品出荷額

は 2倍以上増加している。本町では、昭和 60年（1985）以降、自動車関連事業

所の工場増設や紙加工関連工場の進出により製造品出荷額が堅調に伸びてきた

棚倉町内総生産の業種別割合 

（資料：福島県市町村民経済計算） 
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が、東日本大震災の影響により平成 23年（2011）には製造品出荷額が 61,690百

万円まで落ち込んだ。しかし、窯
よう

業
ぎょう

・土石製品製造業の出荷額が伸びており、

平成 26年（2014）には 171,957百万円となった。その後、情報通信機械器具製

造業の工場の撤退などがあり、前述の平成 29年（2017）の製造品出荷額となっ

た。 

 

また、棚倉町の卸売業及び小売業を営む事業所数は、昭和 57年（1982）には、

481事業所、年間商品販売額が 19,647百万円であったが、平成 9年（1997） に

は、305事業所、年間商品販売額が 27,152百万円と年間商品販売額が増加した。 

しかし、それ以降事業所数、年間商品販売額が年々減少し、平成 26年（2014） 

には、172 事業所、年間商品販売額が 20,611 百万円となっている。平成 21 年

（2009）に町内を通る国道 118 号及び 289 号の棚倉バイパスが全線開通して以

降、町内への大型店舗の出店や近隣市町村における大型ショッピングセンター

開業が増加したことに加え、自営業者の高齢化や後継者不足などにより中心市

街地の空洞化が進んでいる状況にある。 

 

 

（資料：工業統計調査） 

製造業の事業所数と製造品出荷額の推移

（資料：工業統計調査） 
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④ 観光 

棚倉町の観光スポットとしては棚
たな

倉
ぐら

城
じょう

跡
あと

をはじめ、馬
ば

場
ば

都
つ

々
つ

古
こ

別
わけ

神
じん

社
じゃ

や八
や

槻
つき

都
つ

々
つ

古
こ

別
わけ

神
じん

社
じゃ

、山
やま

本
もと

不
ふ

動
どう

尊
そん

など豊かな自然と古くからの歴史が織りなす観光地

が多い。さらに、春には亀
かめ

ヶ
が

城
じょう

公
こう

園
えん

や赤
あか

館
だて

公
こう

園
えん

、花
はな

園
ぞの

のしだれ桜など多くの人

が花見を行う桜の名所もあり、秋には山本不動尊や八
や

溝
みぞ

山
さん

、馬場都々古別神社な

ど紅葉を楽しむ名所も多い。 

他にも本町には、平成 2年（1990）に開業した第 3セクター方式のリゾート型

多目的宿泊施設ルネサンス棚倉があり、総面積 24ha の土地に 14 面のテニスコ

ートや屋内プール、ジム設備などのスポーツ設備のほか、クアハウス、会議室、

宴会場などを備え、開業以降、学生合宿や事業所の研修など団体客を中心に多く

の人に利用されている。 

なお、福島県がまとめた観光客入込状況調査によると、棚倉町の観光入込客数

は、東日本大震災とそれに伴う東京電力福島第一原子力発電所事故による風評

被害等により、平成 22年（2010）の 597,872人に対し、平成 23年（2011）には

290,715人で対前年比 307,157人、率にして 51.4％減少した。その後は、風評払

拭のイベント等の実施や農産物直売所の開業、リゾート型多目的宿泊施設ルネ

サンス棚倉の施設改修等により、平成 30年（2018）には 555,944 人となり、ほ

ぼ東日本大震災前の水準まで戻りつつある。 

卸売業及び小売業の事業所数と年間商品販売額の推移  

（資料：商業統計調査、経済センサス） 
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調 査 集 計 地 点 

みりょく満点物語 

※農産物直売所 
山本不動尊 ルネサンス棚倉 十万石棚倉城まつり 

256,067人 145,500人 139,377人 15,000人 

平成 30年（2018）における主要施設、行事の観光客数 

 

 

また、本町の主要な宿泊施設であるルネサンス棚倉の宿泊者数は、平成 21年

（2009）度には 35,936人であったが、観光入込客数と同じく、東日本大震災と

それに伴う東京電力福島第一原子力発電所事故による風評被害等により、主に

教育旅行による宿泊者が減少し、平成 25年（2013）度には 17,311人となった。

しかし、その後は徐々に宿泊者が増加し、平成 30年（2018）度には 23,537人ま

で回復している。 

 

 

 

 

棚倉町の観光入込客数の推移 

（資料：福島県観光客入込状況調査） 

（資料：福島県観光客入込状況調査） 



24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルネサンス棚倉宿泊者数の推移 
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3 歴史的環境 

(1) 歴史 

① 年表 

和暦 西暦 東白川・棚倉の歴史 

 

 

 

 

養老 2年 

神亀年間 

天平 9年 

大同 2年 

弘仁 2年 

 

 

文治 5年 

 

元亀年間 

 

天正 3年 

天正 18年 

慶長 8年 

慶長 11年 

元和 8年 

寛永 2年 

寛永 4年 

寛文 5年 

寛文 12年 

延宝 2年 

宝永 2年 

宝永 4年 

享保 13年 

 

 

 

6世紀前半 

718 

724～729 

737 

807 

811 

 

9～10世紀 

1189 

 

1570～1573 

 

1575 

1590 

1603 

1606 

1622 

1625 

1627 

1665 

1672 

1674 

1705 

1707 

1728 

高
たか

渡
はた

遺跡（縄文時代中期～後期の集落跡） 

崖ノ上遺跡（縄文時代後期～弥生時代中期の遺跡） 

松
まつ

並
なみ

平
だいら

遺跡（縄文時代～平安時代の集落跡） 

胡
ご

麻
ま

沢
ざわ

古墳（古墳時代後期の古墳） 

陸
む

奥
つ

国
のくに

より石
いわ

城
き

国
のくに

が分置 

宇
う

迦
が

神社創建 

常
じょう

隆
りゅう

寺
じ

建立 

馬場都々古別神社創建、山本不動尊開山 

東山道と東海道を結ぶ連絡路として官道が開通し、長

有・高野に駅が設置される 

流廃寺建立 

源義経重臣鈴
すず

木
き

三
さぶ

郎
ろう

重
しげ

家
いえ

、「紀
き

州
しゅう

熊
くま

野
の

花
はな

園
ぞの

大
だい

権
ごん

現
げん

」の

石仏を彦六に与える 

白河結
ゆう

城
き

家家臣深
ふか

谷
や

伊
い

豆
ず

守
のかみ

、 斑
まだら

目
め

能
の

登
と

守
のかみ

、寺山城

（寺山館）城代を務める 

佐竹氏、白河結城氏と戦い赤館を領有 

豊臣秀吉の奥州仕置により赤館以南、佐竹領となる 

蓮
れん

家
げ

寺
じ

開山 

立
たち

花
ばな

宗
むね

茂
しげ

入封 

丹
に

羽
わ

長
なが

重
しげ

入封 

丹羽長重、棚倉城の築城に取り掛かる 

内
ない

藤
とう

信
のぶ

照
てる

、近江国（滋賀県）より棚倉城主となる 

内
ない

藤
とう

信
のぶ

良
よし

、棚倉城主となる 

大火で 448戸が焼ける 

内
ない

藤
とう

弌
かず

信
のぶ

が棚倉城主となる 

太
おお

田
た

資
すけ

晴
はる

、駿河国田中（静岡県）より棚倉城主となる 

太田資晴、長
ちょう

久
きゅう

寺
じ

建立 

松
まつ

平
だいら

武
たけ

元
ちか

、上野国館林（群馬県）より棚倉城主となる 
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和暦 西暦 東白川・棚倉の歴史 

延享 3年 

 

寛延 2年 

安永 4年 

寛政 10年 

文化 9年 

文化 14年 

文政 3年 

文政 7年 

 

天保 7年 

嘉永 7年 

文久 2年 

元治元年 

 

慶応 2年 

慶応 4年 

 

明治 2年 

明治 4年 

明治 6年 

明治 9年 

明治 12年 

明治 18年 

 

明治 22年 

 

明治 23年 

明治 33年 

大正 2年 

大正 10年 

1746 

 

1749 

1776 

1798 

1812 

1817 

1820 

1824 

 

1836 

1854 

1862 

1864 

 

1866 

1868 

 

1869 

1871 

1873 

1876 

1879 

1885 

 

1889 

 

1890 

1900 

1913 

1921 

小
お

笠
がさ

原
わら

長
なが

恭
ゆき

、遠江国掛川（静岡県）より棚倉城主とな

る 

戸塚騒動がおこり、棚倉より出兵 

小
お

笠
がさ

原
わら

長
なが

堯
たか

、棚倉城主となる 

浅川騒動がおこり、棚倉より出兵 

小
お

笠
がさ

原
わら

長
なが

昌
まさ

、棚倉城主となる 

井
いの

上
うえ

正
まさ

甫
もと

、遠江国浜松（静岡県）より棚倉城主となる 

井
いの

上
うえ

正
まさ

春
はる

、棚倉城主となる 

常陸
ひ た ち

大
おお

津
つ

浜
はま

に英国船が上陸、棚倉藩は陣屋を設け警備

を行う 

松
まつ

平
だいら

康
やす

爵
たか

、石見国浜田（島根県）より棚倉城主となる 

松
まつ

平
だいら

康
やす

圭
かど

、棚倉城主となる 

松
まつ

平
だいら

康
やす

泰
ひろ

、棚倉城主となる 

天狗党鎮圧のため、棚倉藩の江戸屋敷より派兵 

松
まつ

平
だいら

康
やす

英
ひで

、棚倉城主となる 

阿
あ

部
べ

正
まさ

静
きよ

、棚倉城主となる 

棚倉藩、奥
おう

羽
う

越
えつ

列
れっ

藩
ぱん

同
どう

盟
めい

に加わり戊辰戦争に参加 

新政府軍の攻撃に遭い、棚倉城落城 

阿
あ

部
べ

正
まさ

功
こと

が藩知事となり、藩校修
しゅう

道
どう

館
かん

を設置 

棚倉県ができる（後に平
たいら

県
けん

に編入） 

棚倉小学校開校 

福島県に編入される 

磐城国白川郡が東白川郡となる 

伊野上村、伊野下村が合併し初めて「棚倉町」の名称

が生まれる 

町村制施行（棚倉町・社川村・高野村・近津村・山岡

村の 1町 4か村） 

東白川郡庁舎が棚倉城跡に移転 

東
とう

北
ほく

白
びゃく

毫
ごう

学
がく

院
いん

が設立される 

白棚鉄道敷設 

棚倉町に電話が開通する 
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和暦 西暦 東白川・棚倉の歴史 

昭和 9年 

昭和 20年 

昭和 30年 

 

昭和 32年 

昭和 43年 

昭和 47年 

昭和 58年 

昭和 61年 

平成 2年 

平成 3年 

平成 6年 

 

平成 7年 

平成 14年 

平成 16年 

 

平成 18年 

平成 20年 

 

平成 23年 

 

平成 24年 

平成 25年 

平成 26年 

 

 

平成 30年 

平成 31年 

令和元年 

1934 

1945 

1955 

 

1957 

1968 

1972 

1983 

1986 

1990 

1991 

1994 

 

1995 

2002 

2004 

 

2006 

2008 

 

2011 

 

2012 

2013 

2014 

 

 

2018 

2019 

2019 

水郡線全線開通 

堀
ほり

川
かわ

愛
あい

生
せい

園
えん

が創設される（戦災孤児救済活動の一環） 

棚倉町・社川村・高野村・近津村・山岡村が合併、新

制「棚倉町」となる 

国鉄バス白棚高速線開通 

上水道の給水開始 

埼玉県川越市と友好都市盟約を締結 

町史編纂
さん

事業が完了 

ギリシャ・スパルタ市と国際友好都市議定書調印 

ルネサンス棚倉オープン 

スパルタ市民公式訪問 

オーストラリア・レイクマコーリー市と国際友好都市

議定書調印 

町文化センター倉
くら

美
び

館
かん

オープン 

レイクマコーリー市と国際姉妹都市議定書調印 

八槻都々古別神社「都
つ

々
つ

古
こ

別
わけ

神
じん

社
じゃ

の御
お

田
た

植
うえ

」国の重要

無形民俗文化財に指定 

「阿
あ

部
べ

正
まさ

備
かた

茶室」町指定有形文化財に指定 

「八槻都々古別神社大
だい

般
はん

若
にゃ

経
きょう

」県指定重要文化財に

指定 

東日本大震災が発生 

スパルタ市へ招待訪問 

神奈川県横浜市鶴見区と友好交流協定締結 

「八
や

槻
つき

家
け

住
じゅう

宅
たく

」県指定重要文化財に指定 

「流廃寺跡」国の史跡に指定 

馬場都々古別神社「都々古別神社本殿」国の重要文化

財に指定 

棚倉町歴史的建造物八槻家住宅公開 

「棚倉城跡」国の史跡に指定 

「八槻都々古別神社本殿・随身門」県指定重要文化財

に指定 



28 

 

 

<コラム> 東「白川」と西「白河」 

棚倉町は矢
や

祭
まつり

町
まち

、塙
はなわ

町
まち

、鮫
さめ

川
がわ

村
むら

とともに 4町村で東「白川」郡を形成してい

るが、福島県内にはもう一つの「しらかわ」郡が存在する。それは、本町の北側

に位置する矢
や

吹
ぶき

町
まち

、泉
いずみ

崎
ざき

村
むら

、中
なか

島
じま

村
むら

と、本町の北西に位置する西
にし

郷
ごう

村
むら

の 4町村

で形成される西「白河」郡である。 

2つの「しらかわ」の形成は承平年間（931～938）に陸奥国白河郡（現在の白

河市、東白川郡、西白河郡）から高野郡（現在の東白川郡）が分立したことに由

来する。その後、寛文年間（1661～1673）に高野郡を廃し、白河郡に戻されたが、

元禄年間（1688～1704）に旧高野郡域を「白河」と区別するために「白川」郡と

された。そして、明治 12年（1879）1月に郡区町村編制法が福島県で施行され、

「白川」郡を東白川郡、「白河」郡が西白河郡となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の東白川郡と西白河郡の範囲図 

…東白川郡の範囲 

…西白河郡の範囲 
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② 古代 

棚倉町を西から南へ流れる久慈川は、奥久慈の最高峰である八溝山（標高

1,022ｍ）を源流とし、その流れは遠く常陸（茨城県）を通り、太平洋へと至る。 

この久慈川沿いを中心として、本町には原始・古代より多くの遺跡が確認でき、

古くから人々が生活していたことがうかがえる。縄文時代の遺跡には中期から

後期の遺物が数多く出土した高渡遺跡などいくつかの遺跡があり、弥生時代の

遺跡では標式土器の「棚倉式土器」が出土した崖ノ上遺跡が有名である。また、

古墳時代については石棺から人骨や骨鏃が出土した胡麻沢古墳のほか、塚原古

墳群、堤古墳群などがある。 

 奈良・平安時代になると、遺跡のほかにも古文書や

古記録によって人々の生活を知ることができる。この

時期の代表的な遺跡には、大規模な集落跡である松並

平遺跡や、東北における古代仏教の一拠点である流廃

寺跡が挙げられる。また、弘仁 2年（811）に本町を含

む東白川郡に長
なが

有
あり

・高
たか

野
の

の 2駅が設置され、常陸国か

ら陸奥国に至る官
かん

道
どう

が設けられる。これにより、既に

存在していた久慈川の水上交通に加えて陸上交通が

整備され、交通量の増大がもたらされた。 

平安時代の中期に編纂された辞典である『倭
わ

名
みょう

類
るい

聚
じゅ

抄
しょう

』によれば、当時は本町を含む東白川郡一帯が

「高野郡」という行政区分で呼ばれていたことが分かる。また、この時代に本町

は「入野（伊野とも）」と呼ばれていた。さらに歴史書である『続
しょく

日
に

本
ほん

後
こう

紀
き

』や

古代における法典集の『延
えん

喜
ぎ

式
しき

』を紐解くと、このころに都々古別神社（現在の

馬場・八槻都々古別神社）が成立したとされ、当時は、非常に高い格式を有し、

その勢力は大変大きく、神事などの費用にあてるための神領として、鎌倉時代ま

で高野郡全域を直接支配するほどであった。 

 

 

 

 

 

 

棚倉式土器 
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③ 中世 

中世になると、山林を中心に修行を重ねる修験者による独特な宗教文化（修験

道）が形成される。修験道は、山林に入り修行を積むことで呪力を体得すること

を目的とした神仏習合の民間宗教で、馬場・八槻都々古別神社などが中心となり、

東北における一大宗教拠点となっていった。一方で政治の面では、白河結城氏が

高野郡の地を治めるようになる。白河結城氏は平安時代末期の奥州合戦の功績

から白河郡を恩賞として賜って以後、鎌倉幕府との関係を密にしながら支配体

制を固めていた有力氏族である。その支配は長きに及び、戦国時代になると常陸

国より侵攻してきた佐竹氏などの有力氏族との激しい戦闘が繰り広げられた。

古代の遺跡等の分布図 
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このようななかで、本町の山々では地域支配や軍事・生活の拠点として、赤館城

や寺山城（寺山館）といった山城や館が次々と築かれた。 

 

④ 近世 

江戸幕府の成立後の慶長 11年（1606）

に、立花宗茂が赤館城主として初代藩主

となり当地を治めることとなる。宗茂は、

馬場・八槻都々古別神社の朱印状取得に

尽力している。 

元和 8 年（1622）に、新たに藩主とな

った丹羽長重は寛永 2 年（1625）に棚倉

城を築城した。長重は、周囲の地形より

高い久慈川の河
か

岸
がん

段
だん

丘
きゅう

に立地していた

馬場都々古別神社の境内に着目し、神社

を西側の現在の社地に遷宮して新たに城

を築いた。この理由として、天然の要塞のような地形が城を造るにあたり絶好の

場所であったことに加え、古代から続く都々古別神社が宗教権威として民衆に

まで大きな影響力を持っていたことを利用したとも考えられている。 

また、内藤家の藩主時代（1627～1705）には、城下町の整備も進み、水戸市か

ら本町を通り矢
や

吹
ぶき

町
まち

（奥
おう

州
しゅう

街道の矢
や

吹
ぶき

宿
じゅく

）まで結び、江戸から水戸、奥羽を繋

ぐ脇街道として機能した水戸街道や、水戸街道から分岐し棚倉城下と棚倉藩の

飛び地である平
ひら

潟
かた

（茨城県北
きた

茨
いばら

城
き

市
し

）を結び、物資の運搬等に大きな役割を果

たした平潟街道をはじめ、岩城街道、伊王野道等が通る交通の要衝としての地位

を確立した。寛永 6年（1629）に紫
し

衣
え

事件（天皇が高僧へ与えた紫衣（紫色の法

服）着用の 勅
ちょっ

許
きょ

を江戸幕府が無効とし、これに抗議した僧侶を処罰した事件）

が発生すると、京都大
だい

徳
とく

寺
じ

の住職を務めた玉
ぎょく

室
しつ

宗
そう

珀
はく

は流罪となり、棚倉藩預か

りの身となった。当時の第 3 代藩主内藤信照は赤館城跡の南麓にあった光
こう

徳
とく

寺
じ

境内に庵
いおり

を設け、手厚く世話を行い、親睦を深めたとされている。 

以後、棚倉藩の統治は内藤家、太田家、越
お

智
ち

松
まつ

平
だいら

家、小
お

笠
がさ

原
わら

家、井上家、松

井松平家と続き、最後は阿部家であった。歴代藩主は、領内の神社仏閣を手厚く

庇
ひ

護
ご

しており、内藤信照は光徳寺を建立、太田資晴は長久寺へ棚倉城の南門を寄

進、松平康爵は山本不動尊へ石灯籠を寄進している。 

棚倉城跡 
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⑤ 近代 

(ア) 戊辰戦争と明治維新 

慶応 2 年（1866）、白河藩主の阿部正静が第 17 代棚倉藩主となる。慶応 4 年

（1868）、棚倉藩は奥羽越列藩同盟の一員として戊辰戦争に参加する。白河城の

攻防戦において、棚倉藩は阿
あ

部
べ

内
ない

膳
ぜん

が率いる「十六ささげ隊」などが活躍するも

白河城は落城する。 

白河城が落城すると新政府軍は攻撃目標を棚倉城に定め、板垣退助が率いる

薩摩藩・長州藩・土佐藩・忍
おし

藩・大
おお

垣
がき

藩らの兵約 800人が棚倉城へと進軍した。

一方、城には前白河藩主阿
あ

部
べ

正
まさ

外
と

が率いるわずかな手勢がいるのみであり、仙台

藩・三春藩等に支援要請を行ったが援兵を得ることはできなかった。そして、新

政府軍が城下を包囲し、落城必至と考えた藩兵は、新政府軍の拠点になることの

ないよう、城に火を放ち逃亡し、総指揮にあたった正外も自己の所領へ退いた

（棚倉城の本丸御殿を含む城内の建物は、このときにほとんど燃え落ちてしま

ったといわれている）。その後、新政府軍は城下に進駐し、板垣は蓮家寺を本拠

棚倉町の街道図 
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として民政にあたった。 

明治時代に入り、戦乱後の当地域は少しずつ復興を遂げる。明治 2 年（1869）、

版籍奉還が行われると阿部正功が藩知事となり、明治 4年（1871）、廃藩置県が

行われると棚倉藩は廃止され棚倉県として新たに行政機構が整えられた。その

後は、明治 4 年（1871）平
たいら

県（後に磐
いわ

前
さき

県に改称）に編入、明治 9 年（1876）

には福島県、磐前県、若
わか

松
まつ

県が合併し、現在の福島県が成立、明治 22年（1889）

町政開始と行政機構が整理され、東白川郡域の中心として機能していくことと

なった。 

明治 2年（1869）9月 2日、当時の棚倉藩知事であった阿部正功は、戊辰戦争

後に藩士等の子弟を教育することを目的として、旧白河藩校と同名の藩校修道

館を設置した。修道館は分校（郷校）が 5箇所あり、生徒の概数は寄宿生 20名、

通学者 200 名、分校 150 名であった。教科書と諸規則は白河藩校時代と同じで

あると伝わる。毎月一度、試験を行い、学力により一等から四等まで級別に区分

していた。明治 4 年（1871）10 月、平県の管轄となったときに廃校となるが、

その後、明治 5年（1872）の学制発布と同時に、修道館の講堂跡を校舎として修

道小学校が開校し、明治 6 年（1873）に棚倉小学校と改称し、現在に至ってい

る。 

 

(イ) 棚倉町の近代化 

東白川郡の中心となった棚倉町は、

郡役所が置かれたほか、水戸方面と白

河、会津、二本松方面を結ぶ交通の要衝

であったことから、近隣町村に比べて

近代化が進んだ地域と言える。産業面

では、明治 21年（1888）に棚倉製糸会

社、明治 34年（1901）には上
うわ

台
だい

葡
ぶ

萄
どう

酒
しゅ

醸
じょう

造
ぞう

株式会社が発足したが、赤字経営

が続き大正年間（1912～1926）には廃業

している。また、瀬
せ

ヶ
が

野
の

地区と小
こ

爪
づめ

地区の炭鉱において石炭の採掘が行われてお

り、第 2次世界大戦直後まで採掘がなされていた。金融面では、明治 12年（1879）

に棚倉協同株式会社、明治 23年（1890）に棚倉銀行が創立されており、前者は

現在の東邦銀行につながるものである。 

磐城棚倉駅 
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交通の面では、大正 5年（1916）に、白河駅（福島県白河市）と磐城棚倉駅を

結ぶ、私鉄白棚軽便鉄道（後の JRバス関東白棚線）が営業を開始した。しかし、

昭和 7年（1932）に国鉄水郡南線（後の水郡線）が水戸駅（茨城県水戸市）から

磐城棚倉駅まで敷設され、貨物輸送に水郡南線が利用されることが増えると、白

棚線の貨物収入は減収し、白棚線の経営は悪化の一途をたどった。そして、昭和

13年（1938）に政府借上げ、昭和 19年（1944）には太平洋戦争の戦況悪化に伴

う日本軍への金属供出によってレール撤去となった。現在、白棚線の軌道跡は JR

バス関東白棚線の一部専用道路となっている。 

 

⑥ 現代 

満州事変以後、町内でも戦時体制が強化され物資統制などが進むなか、昭和 15

年（1940）の大火により、町内の約 200戸が焼失した。また、戦後は進駐軍によ

る農地改革により、経済界の再編成が行われ、昭和 20 年代は棚倉簡易裁判所、

東白川地方事務所、棚倉税務署などの行政機能を整えていく。 

昭和 30 年（1955）1 月には、棚倉町、社川村、高野村、近津村、山岡村を合

併し新制「棚倉町」が発足した。 

昭和 40年代になると上水道の給水が開始されるとともに、小中学校の新改築、

中央公民館の新設、学校給食センターの完成などインフラや教育施設の整備が

進められていった。さらに、昭和 50年（1975）、中学校跡地を運動場として整備

し、町総合体育館が完成する。また、昭和 58年（1983）に町史編纂事業が完了

した。平成 2年（1990）には、リゾート型多目的宿泊施設であるルネサンス棚倉

がオープンし、平成 7年（1995）に町文化センター倉美館が開館している。 

また、平成 26年（2014）に平安時代の山林寺院である流廃寺跡が国の史跡に

指定されるとともに、中世の建造物である馬場都々古別神社の本殿が国の重要

文化財に指定されたことを契機に、歴史と文化を生かしたまちづくりを推進し

ている。このようななかで、「町まるごとミュージアム」事業の展開、「新棚倉藩

物語宣言」などを通して、歴史や地域の遺産を保存・継承・再生し、文化の向上、

郷土愛の醸成、地域の活性化を図る取り組みを積極的に行っている。 
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(2) 関わりのある人物 

① 立
たち

花
ばな

宗
むね

茂
しげ

（1569～1642） 

豊臣秀吉の九州攻めで手柄をたて、筑後国柳川藩（福

岡県）の藩主となった。関ヶ原の戦いでは豊臣方につい

たことで、徳川家康の処分により領地や地位を失うが、

慶長 9年（1604）に処分が解かれ、2年後に棚倉藩の初め

ての藩主となった。宗茂は赤館城主かつ棚倉藩の藩主と

して、馬場・八槻都々古別神社の朱印状取得に尽力した。

そして、元和 6年（1620）に柳川藩へ 20年ぶりに返り咲

くこととなる。 

 

 

② 佐
さ

竹
たけ

義
よし

宣
のぶ

（1570～1633） 

当主になり早々、小田原攻めに参加した功により、

豊臣秀吉から常陸国や下野
しもつけ

国
のくに

の正式な支配権を認

められた。天正 19年（1591）には本拠であった太田

城から水戸城に移り、常陸における支配をより堅固

なものにする。棚倉では、文禄 3年（1594）に秀吉の

命によって馬場都々古別神社の本殿を建立した。慶

長 5 年（1600）の関ヶ原の戦いにより領地を没収さ

れ、2年後に出羽国秋田（秋田県）へと転封となった。 

 

ルネサンス棚倉 町文化センター倉美館 

佐竹義宣 

（秋田県秋田市天徳寺所蔵・

秋田市立佐竹史料館提供） 

 

 立花宗茂 

（福岡県柳川市福厳寺所

蔵・柳川古文書館提供） 
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③ 丹
に

羽
わ

長
なが

重
しげ

（1571～1637） 

丹羽家は有力な戦国大名であり、長重は織田信長

の家臣であった丹羽長
なが

秀
ひで

の長子として元亀 2 年

（1571）に生まれた。関ヶ原の戦いでは豊臣方に属し

たため領地を取り上げられたが、慶長 8 年（1603）

常陸国古
ふっ

渡
と

（茨城県）で 1 万石の大名に復活、その

後常陸国江
え

戸
ど

崎
さき

（茨城県）で 2万石、元和 8年（1622）

には 5万石で棚倉藩主となる。幕府の命により、近

津明神を現在の馬場に移し、その旧境内地に寛永 2

年（1925）に棚倉城の築城を開始した。しかし、棚

倉城の完成を見ずして隣地白河へ転封となり、棚倉城の造営は内藤家に引き継

がれることとなる。 

 

④ 高
たか

橋
はし

元
もと

種
たね

（1571～1614） 

 高橋元種は日向
ひゅうが

国
のくに

延
のべ

岡
おか

（宮崎県）の戦国武将で豊臣秀

吉の九州攻めの際に降伏して付き従い、後に朝鮮出兵な

どで活躍した。関ヶ原の戦いでは徳川家康が率いる東軍

に味方し、江戸時代に入ってからも引き続き延岡を支配

した。 

しかし、慶長 18年（1613）に罪人として幕府から追わ

れていた水
みず

間
ま

勘
かん

兵
べ

衛
え

を匿ったことを理由に幕府から藩主

を辞めさせられ、領地も没収されてしまう。そして、棚

倉藩預かりとなった元種は、長男の左
さ

京
きょう

と共に延岡を

離れ、遠く離れた棚倉の地にやってきた。棚倉において最後を過ごした元種の墓

は本町の流
ながれ

地区の墓地に佇んでいる。 

 

⑤ 内
ない

藤
とう

信
のぶ

照
てる

（1592～1665） 

丹羽長重にかわり、寛永 4年（1627）近江国（滋賀県）より 5万石で第 3代棚

倉藩主となる。内藤家は戦国時代から徳川家に仕えてきた譜代大名であり、内藤

家は 3代にわたり棚倉を統治した。寛永 6年（1629）、京都大徳寺の高僧である

玉室宗珀和尚が紫衣事件に関わり棚倉藩預かりの身となった際に、信照は赤館

南麓にあった光徳寺内に庵
いおり

を建て丁重に和尚の世話をしている。 

丹羽長重 

（福島県二本松市大隣寺所蔵・

二本松市教育委員会提供） 

高橋元種の墓 
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また、信照は城下町の整備に力を入れ

た。城下町には商品の問屋や荷物を運ぶ

馬の駅が開設され、棚倉藩は東白川郡域

における経済の中心地として発展して

いく。他にも神社仏閣の保護にも尽力

し、蓮家寺へ銅鐘の寄進をしている。 

慶安 3年（1650）から承応元年（1652）

まで大坂城代にも就くが、寛文5年（1665）

江戸にて、74歳で死去した。 

 

⑥ 松
まつ

平
だいら

康
やす

英
ひで

（1830～1904） 

外国奉行や神奈川奉行、遣欧使節団の副使を経て、元

治元年（1864）に第 16代棚倉藩主となる。慶応元年（1865）

には老中職を勤める。慶応 2年（1866）天狗党の乱で常

陸国に兵を出した功績から 2万石加増で 8万 400余石と

なり、天狗党員の処刑も行う。また、同年 6月には白河

城主になるよう命令があったが、同年 10月中止となり、

武蔵国川越（埼玉県）城主となる。このとき禄高 8万 443

石となる。 

 

 

⑦ 西
さい

郷
ごう

頼
たの

母
も

（1830～1903） 

会津藩主松
まつ

平
だいら

容
かた

保
もり

のもとで家臣の最高職である家老

を務める。文久 2 年（1862）容保が京都の治安維持にあ

たる京都守護職に推されると、頼母は容保が尊王攘夷派

といった幕府に反抗する勢力との矢面に立たされる危険

性があると考えて、必死に反対したと言われ、家臣のなか

で一貫して会津藩を守ろうと奮闘した人物である。しか

しながら会津は朝敵として新政府軍の目の敵となり、戊

辰戦争によって会津は大きな被害を受ける。明治維新後、

頼母は保
ほ

科
しな

近
ちか

悳
のり

と改名し東北や関東の神社の神職を歴任

する。その 1つが本町の馬場都々古別神社である。明治 8

松平康英 

（棚倉町教育委員会提供） 

内藤信照が寄進した銅鐘（蓮家寺） 

西郷頼母 

（会津武家屋敷提供） 
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年（1875）から数年間にわたり宮司を務め、在職中に近悳は『縁
えん

起
ぎ

備
び

考
こう

』という

本を記している。 

 

⑧ 板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

（1837～1919） 

板垣退助は土佐藩出身の政治家で、日本初の政党であ

る自由党を結成した。また、民撰議院設立建白書を提出

し、国会開設を訴えた自由民権運動を展開するなど、日

本における数々の政治の礎を築いた。幕末期には板垣退

助は新政府軍の主要メンバーとして戊辰戦争に参加し

た。東北での戦いでは、慶応 4 年（1868）6 月に白河を

拠点とした新政府軍を率いて棚倉城を攻めた。棚倉城落

城後、新政府軍は城下に進駐し、板垣は新
あら

町
まち

地区の蓮家

寺を陣としてしばらく民政にあたった。 

 

 

 

⑨ 稲
いな

垣
がき

千
ち

頴
かい

（1847～1913） 

稲垣千頴は、唱歌「蛍の光」の作詞者として知られる。

千頴は棚倉藩を第 13 代棚倉藩主松平康爵が治めていた弘

化 4 年（1847）、家臣稲
いな

垣
がき

半
はん

太
だ

夫
ゆう

の次男として棚倉に生ま

れる。松平家が城下に開いた青
せい

藍
らん

塾
じゅく

で漢学等を学び、慶

応 2 年（1866）松平家の川越転封に伴い川越藩校長
ちょう

善
ぜん

館
かん

の教師として赴任した。その後も国学者の平
ひら

田
た

篤
あつ

胤
たね

が開い

た気
い

吹
ぶき

舎
のや

の塾頭を務めるなど頭角を現し、明治 16 年

（1883）には東京師範学校（現在の筑波大学）の教諭とな

る。また、『和文読本』、『本朝文範』といった和文や国学

の教科書編集にも尽力した。 

「蛍の光」の原曲は英米で年越しの際に歌われるスコ

ットランド民謡であるが、維新後の西洋音楽教育の導入

にあたり、当初から卒業式で歌われるものを目指して歌

詞を書き上げた。明治 16年（1883）に初めて演奏されて以後、「蛍の光」は日本

の卒業式にとって欠かすことのできない唱歌である。 

板垣退助 

（国立国会図書館 

ウェブサイトより） 

稲垣千頴 

（『「蛍の光」と稲垣千頴

－国民的唱歌と作詞者の

数奇な運命－』より） 
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⑩ 阿
あ

部
べ

正
まさ

静
きよ

（1850～1878） 

4代にわたり棚倉を治めた松平家に代わり、白河か

ら移ってきた阿部正静が慶応 2年（1866）6月 19日、

10万石で第 17代棚倉藩主となる。慶応 4年（1868）、

棚倉藩は戊辰戦争で奥羽越列藩同盟に参加し白河城

を中心に新政府軍と戦う。 

このとき、活躍したのが十六ささげ隊である。藩士

阿部内膳を総指揮とする 16 人の少数精鋭部隊で、夜

闇に乗じて敵を襲う戦法を得意とし「仙台烏に十六さ

さげ なけりゃ官軍高枕」と謡われるほど新政府軍

（官軍）から恐れられた。部隊の名前の由来には諸説

あり、1つは白河地方で古くから栽培されていた「十六

ささげ」という豆からとったと言われている。また彼

らが「十六ささげ」の実やさやと同じ色（実が赤茶色、

さやが薄緑色）の鎧兜と旗印に弓や槍をかまえ、勇猛果敢に戦い「身を捧げる」

ことから名づけられたという説もある。最後まで正静は東北諸藩に援軍を求む

べく各地を奔走するが、彼が棚倉を離れていた同年 6月に棚倉城は落城し、244

年にわたる棚倉城の歴史は終わりを告げる。 

 

⑪ 田
た

山
やま

花
か

袋
たい

（1871～1930） 

 田山花袋は『蒲
ふ

団
とん

』、『田舎
い な か

教師
きょうし

』などで知られる、

明治～昭和期に活躍した小説家である。花袋がまだ貧

しい文学書生だった明治 23年（1890）、当時の棚倉や

周辺地域行政の長である東白川郡長を務めていた義

兄から縁談をすすめられ、棚倉を訪れた。縁談は実ら

なかったものの、棚倉滞在中に花袋は棚倉の様々な場

所に足を運び、その間に見聞きした名称や旧跡等を和

歌に詠んだ『棚
たな

倉
ぐら

百
ひゃく

勝
しょう

詠
えい

歌
か

集
しゅう

』という作品を残して

いる。 

 

 

 

田山花袋 

（棚倉町教育委員会提供） 

 

阿部正静 

（国立国会図書館ウェ

ブサイトより） 
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⑫ 勝
かつ

田
た

蕉
しょう

琴
きん

（1879～1963） 

勝田蕉琴は本町出身の日本画家である。焦琴は明治

32 年（1899）に東京美術学校（現在の東京藝術大学）

にて日本画を教えていた橋
はし

本
もと

雅
が

邦
ほう

に師事し、画家とし

ての技量を高めていった。美術学校卒業後は、インドに

渡って見聞を深め、帰国後はさらに自身の絵画を確立

させ、日本画家としての確固とした地位を確立してい

った。また、福島県で活動する画家たちを集め福
ふく

陽
よう

美
び

術
じゅつ

会
かい

を結成して東京や福島県内で展覧会を行うなど、

福島県における美術界の発展に尽力した。 

蕉琴の作品は、滑らかな色使いや絵の細部まで実に

こと細やかに描かれることが特徴で、特に花鳥画など

生き物を描くことを得意としていた。出身地である棚倉でも、宇迦神社の絵馬や

山本不動尊鐘楼の天井画などを手掛けており、作品を目にすることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勝田蕉琴 

（棚倉町教育委員会提供） 
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4 文化財等の分布状況 

 棚倉町には、令和 2 年（2020）3 月現在、合計 36 件の指定等文化財がある。

その内訳は、国指定の文化財が 8件、国認定の重要美術品が 2件、県指定の文化

財が 17件、町指定の文化財が 9件となっている。このほかに、記録作成等の措

置を講ずべき無形の民俗文化財（以下、「記録選択」という。）に、「都々古別神

社の御田植」と「お枡廻しの習俗」の 2件が選択されている。なお、記録選択の

うち、「都々古別神社の御田植」は国の重要無形民俗文化財にも指定されいる。 

 また、「お枡廻しの習俗」は旧陸奥国高野郡が現在の茨城県の北部まで含んで

いるため、福島県と茨城県の県境を越えた地域で選択されている。 

棚倉町指定等文化財件数一覧 

※国指定等のうち、（）内数字は「重要美術品等ノ保存ニ関スル法律」によって認定された

重要美術品の件数 

 

棚倉町の記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財一覧 

区  分 種  別 名  称 

国 
民俗芸能 都々古別神社の御田植 

風俗慣習 お枡廻しの習俗 

 

 

文化財の種類 国指定等 県指定 町指定 計 

有形文化財 

建造物 1 2 2 5 

彫刻 1(1)  4 5 

工芸品 5(1) 5  10 

書跡・典籍  3  3 

古文書  1  1 

考古資料  1  1 

民俗文化財 
有形の民俗文化財  1  1 

無形の民俗文化財 1 2 1 4 

記念物 

遺跡 2   2 

動物・植物・地質

鉱物 

 2 2 4 

計 10 17 9 36 
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棚倉町の指定等文化財一覧 

№ 区分 指定等類型 名   称 所在地 

1 国 重要文化財(建造物) 都々古別神社本殿 棚倉地域 馬場 

2 国 重要文化財(工芸品) 長
なが

覆
ふく

輪
りん

太
た

刀
ち

 中
なか

身
み

無
む

銘
めい

 1口 棚倉地域 馬場 

3 国 重要文化財(工芸品) 長覆輪太刀 中身無銘 1口 棚倉地域 馬場 

4 国 重要文化財(工芸品) 
赤
あか

絲
いと

威
おどし

鎧
よろい

残
ざん

闕
けつ

 附
つけたり

 二
に

十
じゅう

五
ご

間
けん

四
し

方
ほう

白
じろの

星
ほし

兜
かぶと

鉢
ばち

 1括 
棚倉地域 馬場 

5 国 重要文化財(工芸品) 銅鉢 4口 近津地域 八槻 

6 国 
重要無形 

民俗文化財 
都々古別神社の御田植 近津地域 八槻 

7 国 史跡 流廃寺跡 近津地域 流 

8 国 史跡 棚倉城跡 棚倉地域 城跡 

9 国 重要美術品(工芸品) 銅鐘 1口 棚倉地域 新町 

10 国 重要美術品(彫刻) 木造十一面観音立像 1躯 近津地域 八槻 

11 県 重要文化財(建造物) 
八槻家住宅 旧主屋及び書院

棟･表門･脇門 4棟 
近津地域 八槻 

12 県 重要文化財(建造物) 
八槻都々古別神社本殿・随身

門 
近津地域 八槻 

13 県 重要文化財(工芸品) 銅製釣燈籠 2箇 近津地域 八槻 

14 県 重要文化財(工芸品) 
八槻都々古別神社御

み

正
しょう

体
たい

 

3面 
近津地域 八槻 

15 県 重要文化財(工芸品) 銅鉢 1口 近津地域 八槻 

16 県 重要文化財(工芸品) 
馬場都都古別神社御正体 

4面 
棚倉地域 馬場 

17 県 重要文化財(工芸品) 鉾形祭具 3本 棚倉地域 馬場 

18 県 重要文化財(書跡) 聖
しょう

護
ご

院
いん

道
どう

興
こう

筆
ひつ

短
たん

冊
ざく

 1幅 近津地域 八槻 

19 県 重要文化財(書跡) 八槻文書 242点 近津地域 八槻 

20 県 重要文化財(典籍) 
大
だい

般
はん

若
にゃ

経
きょう

 経
きょう

櫃
びつ

 附
つけたり

 

経
きょう

箱
ばこ

 600帖 3合 60口 
近津地域 八槻 
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№ 区分 指定等類型 名   称 所在地 

21 県 重要文化財(古文書) 
馬場都々古別神社文書等  

22点 
棚倉地域 馬場 

22 県 
重要文化財 

(考古資料) 

流廃寺跡出土金銀象嵌鉄剣  

1口 
近津地域 流 

23 県 
重要有形 

民俗文化財 

八槻都々古別神社の古面  

17口 
近津地域 八槻 

24 県 
重要無形 

民俗文化財 
八槻都々古別神社の神楽 近津地域 八槻 

25 県 
重要無形 

民俗文化財 
お枡明神の枡送り行事 

社川地域（福井､

玉野、一色）､浅

川町簑
みの

輪
わ

 

26 県 天然記念物 棚倉城跡の大ケヤキ 棚倉地域 城跡 

27 県 天然記念物 二
ふた

柱
はしら

神社のスギ 近津地域 寺山 

28 町 有形文化財(建造物) 蓮家寺山門 棚倉地域 新町 

29 町 有形文化財(建造物) 阿部正備茶室 棚倉地域 城跡 

30 町 有形文化財(彫刻) 銅造十一面観音菩薩坐像 近津地域 八槻 

31 町 有形文化財(彫刻) 銅造観音菩薩立像 近津地域 八槻 

32 町 有形文化財(彫刻) 銅造地蔵菩薩立像 棚倉地域 古町 

33 町 有形文化財(彫刻) 木造大黒天立像 棚倉地域 馬場 

34 町 無形民俗文化財 お桝明神遷座の行事 

社川地域（福井､

玉野、一色）､浅

川町簑輪 

35 町 天然記念物 希望の桜 社川地域 逆川 

36 町 天然記念物 花園の高
こう

野
や

槇
まき

 棚倉地域 花園 
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【棚倉町の文化財分布状況】 

【ア拡大図】 
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【ウ拡大図】 
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【イ拡大図】 
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(1) 主な国指定文化財       

※各文化財の名称は国による指定の名称 

① 都
つ

々
つ

古
こ

別
わけ

神
じん

社
じゃ

本
ほん

殿
でん

（重要文化財） 

馬場都々古別神社は随身門の扁額に

残されているように陸奥一宮として崇

敬されてきた古社で、およそ 1900年前、

日本武尊
やまとたけるのみこと

が東北地方鎮撫のおりに、

農業神の味
あじ

耜
すき

高
たか

彦
ひこ

根
ね

命
のみこと

を地主神とし

て、建
たて

鉾
ほこ

山
やま

（白河市表郷）に鉾を祀った

ことが始まりとされる。大同 2年（807）

に坂
さかの

上
うえの

田
た

村
むら

麻
ま

呂
ろ

が現在の棚倉城跡に奉

遷して社殿を造り、併せて日本武尊を祀ったとも伝えている。 

本殿は、文禄 3年（1594）に当時の領主であった佐竹義宣が豊臣秀吉の命で造

営したものと見られ、寛永 2年（1625）に第 2代棚倉藩主の丹羽長重が、幕命に

より棚倉城を築城するに際して、現在の地に遷宮した。細部や技法には中世的な

要素が残っており、中世から近世への転換期における様式や技法を知るうえで、

貴重な存在であるとして国の重要文化財に指定されている。 

 

 

② 長
なが

覆
ふく

輪
りん

太刀
た ち

 中
なか

身
み

無
む

銘
めい

（重要文化財） 

 馬場都々古別神社に伝わる、鎌倉時代に作

られたとされる太刀である。長さが 95.5 ㎝

と非常に長いのが特徴で、実用品としてでは

なく、奉納用に作られたものと考えられる。 

 長覆輪とは、鞘
さや

全体に覆輪と呼ばれる縁取

りを加えたものを指す。また取手の部分にあ

たる柄
つか

には萩や雀が彫られるとともに、側板

には鳩と枝葉が彫られている。 

 

 

 

 

馬場都々古別神社本殿 

長覆輪太刀 
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③ 赤
あか

絲
いと

威
おどし

鎧
よろい

残
ざん

闕
けつ

 附
つけたり

 二
に

十
じゅう

五
ご

間
けん

四
し

方
ほう

白
じろの

星
ほし

兜
かぶと

鉢
ばち

（重要文化財） 

 馬場都々古別神社に伝わる、鎌倉時代の作と

される大鎧の一部である。大鎧は馬上で弓を射

るために作られた非常に重厚な鎧のことで、兜

を含めると重さ 25 ㎏以上にもなる。鎧は札
さね

と

呼ばれる、革や鉄で作られた小さな板を横につ

ないだ札
さね

板
いた

を作り、それをさらに上下につない

だもので構成されている。それぞれの札板を繋

ぐことを威
おどし

といい、赤
あか

絲
いと

威
おどし

とは赤い緒を使っ

て札板をつないでいることを表している。 

 この鎧の特徴は、数種類の威や、大きさの合わない甲冑部材が使われている点

である。これは、大鎧が長期間にわたり、修理や改造を繰り返して使われていた

ことを示している。 

 

④ 都
つ

々
つ

古
こ

別
わけ

神
じん

社
じゃ

の御
お

田
た

植
うえ

（重要無形民俗文化財） 

都々古別神社の御田植は、棚倉町の南部、八槻地区にある八槻都々古別神社の

拝殿で、毎年旧暦正月 6 日に演じられている。豊作を願って、神楽などととも

に、稲作の作業過程を、せりふのやりとりと簡単な所作で、模擬的に演じるもの

である。 

御田植当日になると、拝殿正面奥に御田植の道具をのせた机を据え、向かって

左側に楽
がく

人
じん

と呼ばれる演じ手たちが座り、右手側に宮司や氏
うじ

子
こ

総
そう

代
だい

などが座り、

中央で御田植が演じられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤絲威鎧残闕 

御田植の様子 
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⑤ 棚
たな

倉
ぐら

城
じょう

跡
あと

（史跡） 

江戸時代前期に築城された城で

あり、八溝山を源流とする久慈川

が作りだした河岸段丘上の平坦地

に所在する。元和 8年（1622）に第

2代棚倉藩主となった丹羽長重が、

寛永 2年（1625）より築城を開始し

たものであるが、長重が寛永 4 年

（1627）白河へ移封となり、代わっ

て棚倉藩主となった内藤信照によ

って、城の造営や城下町の整備が

進められた。その後、城主は徳川譜

代・親藩の家柄が入れ替わり、幕末

の戊辰戦争では新政府軍と戦い落

城した。 

本丸土塁上には二
に

重
じゅう

隅
すみ

櫓
やぐら

4棟、

一
いち

重
じゅう

櫓
やぐら

1棟が建てられ、各櫓間を

連結する多
た

門
もん

櫓
やぐら

は東北地方の城

郭では随一の規模であった。 

棚倉城の本丸御殿を含む城内の

建物は落城の際に焼失してしまっ

たため現在は見ることができないが、棚倉町教育委員会が実施した発掘調査に

より、多門櫓の礎石や、戊辰戦争時と思われる焼土や被熱した土壁材が出土して

いる。江戸時代前期における江戸幕府の奥羽政策と、寛永期の築城形態の有り様

を理解するうえで貴重な近世城郭遺構である。 

 

⑥ 流
ながれ

廃
はい

寺
じ

跡
あと

（史跡） 

丘陵上に立地する山林寺院跡である。9 世紀後半に創建され、10 世紀中ごろ

に広範囲に及ぶ火災により廃絶したと考えられている。平成 4年（1992）から実

施された発掘調査の結果、ほぼ一本の尾根筋に沿って並列する 13箇所の人工的

な平坦地と 9棟の礎
そ

石
せき

建物跡等が極めて良好な状態で検出された。 

棚倉城の復元模型 

多門櫓の礎石 
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 検出された建物には、伽
が

藍
らん

の中心を

構成すると考えられる大規模な建物

と、小規模な建物があるが、いずれも

それぞれ独立した平坦地や緩斜面に建

てられている。これらの平坦地を結ぶ

通路や階段が検出されたことにより、

伽藍内の導線を復元することができ、

平安時代における仏教を考えるうえで

全国的に貴重な遺跡である。 

 

(2) 主な県指定文化財 

※各文化財の名称は県による指定の名称 

① 八
や

槻
つき

家
け

住
じゅう

宅
たく

 旧
きゅう

主
おも

屋
や

及
およ

び書
しょ

院
いん

棟
とう

・ 表
おもて

門
もん

・脇
わき

門
もん

（福島県指定重要文化財） 

八槻家住宅は、代々八槻都々古別神社の宮司を務める八槻家の住宅である。周

囲に土塁や堀を設けた中世の館の跡が残り、古くから八槻家がこの場所を拠点

としていたことがわかる。建築年代は旧主屋が 18 世紀中ごろ、書院棟が 19 世

紀初頭の普請と推定されている。屋敷は北・東境に堀跡を残すほか、南前方にも

土塁や板塀を残し、表門・脇門を開くなど、古式をよく留めている。 

 

 

② 八
や

槻
つき

都
つ

々
つ

古
こ

別
わけ

神
じん

社
じゃ

本
ほん

殿
でん

・随
ずい

身
しん

門
もん

（福島県指定重要文化財） 

八槻都々古別神社は、随身門の扁額に残されているように奥州一宮の近津明

神として敬われてきた古社である。祭神は馬場都々古別神社と同じく、農業の神

である味
あじ

耜
すき

高
たか

彦
ひこ

根
ね

命
のみこと

と日本武尊であり、武神としての性格も併せ持っていた

とされている。本殿は『近津明神別当大善院由緒書』から享保年間（1716～1736）

流廃寺跡 

 

書院棟内部 主屋と書院棟 
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に造営されたと考えられ、形式は

三
さん

間
げん

社
しゃ

流
ながれ

造
づくり

を基調としながら

も、奥行きを通常より長くとる独

創性も見られ、県内の神社建築の

なかでも江戸時代中期を代表する

貴重な建造物である。随身門も本

殿と同様、享保年間（1716～1736）

の建築と考えられ、組物の周辺に

華やかな彫刻が施されていること

が特徴である。 

 

③ 聖
しょう

護
ご

院
いん

道
どう

興
こう

筆
ひつ

短
たん

冊
ざく

（福島県指定重要文化財） 

室町時代以降、日本における修験道は本

山派と当山派に分かれ対立していた。こう

したなかで八槻都々古別神社が属した修

験道本山派の総本山である京都聖護院の

住職を務める道興は、自ら率いる本山派の

組織強化のため、東国の本山派寺院等を巡

る旅に出発する。その過程を記した『廻
かい

国
こく

雑
ざっ

記
き

』では、白河を訪れた道興が八槻別当

を訪ね、歌を詠んだことがわかる。この歌（ 梓
あずさ

弓
ゆみ

）を記したものが八槻都々古

別神社に伝わる短冊である。 

 

④ 八
や

槻
つき

文
もん

書
じょ

（福島県指定重要文化財） 

八槻都々古別神社の運営などに

関する古文書群「八槻文書」は室

町から江戸時代に至る年代の 242

点が県指定重要文化財となってい

る。指定文書には天正 18年（1590）

に豊臣秀吉から八槻別当に宛てら

れた朱印状や、徳川光圀による八

槻別当と贈答のやりとりの礼状といった権力者に関わる古文書も所蔵している。 

八槻都々古別神社随身門 

聖護院道興筆短冊 

八槻文書 
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⑤ 馬
ば

場
ば

都
つ

々
つ

古
こ

別
わけ

神
じん

社
じゃ

文
もん

書
じょ

等
とう

（福島県指定重要文化財） 

馬場都々古別神社文書等は、馬場都々古別

神社に伝わる中世末期から江戸時代末にわ

たって書かれた古文書 22点を指す。元亀 2年

（1571）に書き改められた神社の由来につい

ての縁起や、文禄 3年（1594）の佐竹義宣に

よる社殿の造営に関する文書、寛永元年

（1624）に棚倉城主丹羽長重が自身の領地を

神社に寄進したといった内容の文書がある。 

 

⑥ 流
ながれ

廃
はい

寺
じ

跡
あと

出
しゅつ

土
ど

金
きん

銀
ぎん

象
ぞう

嵌
がん

鉄
てっ

剣
けん

（福島県指定重要文化財） 

調査で発見された刀身に梵字と炎状の文様を交互に配す

る金銀象嵌鉄剣は、不動明王像所持の剣か、僧や修験者が

所持した剣と考えられ、明治時代に採集された銅
どう

製
せい

三
さん

鈷
こ

杵
しょ

とともに、流廃寺が密教的な性格を有していたことを示す

遺物として注目される。 

 

 

⑦ お
お

枡
ます

明
みょう

神
じん

の枡
ます

送
おく

り 行
ぎょう

事
じ

（福島県指定重要無形民俗文化財） 

お枡明神の枡送り行事は、棚倉町社川地域の福井・玉野・一色地区及び浅川町

簑
みの

輪
わ

地区の 4 地区において行われる祭りである。3 年ごとに当番の地区を定め、

御神体とされる枡を前回の当番であった地区から遷すもので、御神体の枡は遷

されるつど、地区内の神社に御
お

仮
かり

屋
や

とよばれる高床式の建物を設けて納められ

る。農作物の豊作を祈願して行われるもので、古い農耕儀礼の形を残していると

言われている。 

御仮屋 枡送りの様子 

馬場都々古別神社文書等 

 

金銀象嵌鉄剣 
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(3) 主な町指定文化財 

※各文化財の名称は町による指定の名称 

① 蓮
れん

家
げ

寺
じ

山
さん

門
もん

（有形文化財） 

慶長 8 年（1603）、蓮
はす

池
いけ

主人
も ん ど

、糟
かす

屋
や

弥
や

兵
へ

衛
え

が阿弥陀寺を建立し、後に両人の名

をとり蓮家寺と名づけられた（名前をと

る際に糟屋弥兵衛の屋は家に変化し

た）。第 3 代棚倉藩主内藤信照からの手

厚い庇
ひ

護
ご

もあり、慶安元年（1648）には

江戸幕府第 3 代将軍徳川家光より御朱

印状を拝受するなど城下を代表する寺院

として繁栄した。寛文 12年（1672）の棚倉大火で全焼したが、将軍の命により、

優れた霊験を数多くなした伝説的な僧として知られる祐
ゆう

天
てん

上
しょう

人
にん

が復興に尽力

し、元禄年間（1688～1704）に本堂が、安永 6年（1777）に山門が完成。山門は

彫刻が美しい 2層の姿を有していることなどから、町指定文化財となっている。 

 

② 阿
あ

部
べ

正
まさ

備
かた

茶
ちゃ

室
しつ

（有形文化財） 

 阿部正備は肥前国大村藩（長崎県）2 万

7,900 石余の城主大
おお

村
むら

豊
ぶ

前
ぜん

守
のかみ

純
すみ

昌
よし

の次男と

して文政 6 年（1823）に生まれ、天保 9 年

（1838）5月に白河藩主阿
あ

部
べ

正
まさ

瞭
あきら

の養子とな

り、同年 6 月には白河藩主となった。嘉永 6

年（1848）に藩主を退いてからは「養浩」と

称し、慶応 2年（1866）に阿部家が棚倉に転

封した際に、第 17 代棚倉藩主阿部正静に従

い棚倉に転居した。 

当茶室は、阿部正備が愛用したもので、明

治維新後に町内の商家が譲り受け、自宅の離

れとして使用してきたものを平成 22年（2010）に町へ寄贈され、棚倉城跡の東

側に移築しており、棚倉藩主ゆかりの建造物として大変貴重な文化財である。 

 

 

蓮家寺山門 

阿部正備茶室 
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(4) 主な未指定文化財 

① 赤
あか

館
だて

城
じょう

跡
あと

 

赤館城は、棚倉地域の北部、赤館山の

山頂に築かれた山城である。城が築かれ

た正確な時期は不明であるが、建武年中

（1334～1338）に赤館氏が居したと伝わ

っている。康暦元年（1379）から文明 11

年（1479）の歴史を記した『鎌倉大草紙』

（成立年不詳）によれば応永年間（1394

～1428）には白河結城氏庶流の居城であ

ったとされている。永禄 3年（1560）には

北進政策をとる佐竹氏に対するため白河結城氏による普請が行われ、赤館氏に

代わり上
か

遠
とお

野
の

盛
もり

秀
ひで

が城代として置かれたが、天正 3年（1575）に佐竹氏によって

攻略された。以降は佐竹氏による南郷支配の拠点、また陸奥侵攻の前線基地とし

て機能した。佐竹氏が秋田へ移封したあとは立花宗茂が城主となる。その後、棚

倉城が築城され政治の拠点が平野部に移ると、赤館城はその役目を終え、廃城と

なった。 

 

② 寺
てら

山
やま

城
じょう

跡
あと

（寺
てら

山
やま

館
だて

跡
あと

） 

 流
ながれ

字豊
とよ

山
やま

地区に所在する山城跡で、

別名蛇
じゃ

頭
がしら

館
だて

とも呼称されている。山の

中腹に数多くの平坦面（曲
くる

輪
わ

）や大規模

な堀、土塁の跡が良く残っている山城跡

である。詳細な築城時期は不明である

が、白河結城氏によって築かれたものと

言われており、元亀年間（1570～1573）

には白河結城氏の家臣深
ふか

谷
や

伊
い

豆
ず

守
のかみ

と斑
まだら

目
め

能
の

登
と

守
のかみ

の両将がこの城を預かり、以後約 10年間治めていたとある。城の西側

下には南北に久慈川が流れ、天然の要害を形成しており、佐竹氏が城を奪取して

以降は、赤館城攻略の前線基地としての役割を果たしていた。その後、天正 18

年（1590）に豊臣秀吉の命により破却された。 

 

赤館城跡遠景 

寺山城跡遠景 
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③ 中
なか

丸
まる

館
だて

跡
あと

 

 中丸館は平地に築かれた室町時代の館跡

である。築かれた年代は不明であるが『白河

古事考』によれば文亀年間（1501～1504）ご

ろに仲
なか

丸
まる

左
さ

京
きょう

太
た

夫
ゆう

や白河結城氏家臣の上
か

遠
とお

野
の

盛
もり

秀
ひで

の居城であったとされている。館

内には北側の一番平、南側の二番平と呼ば

れる曲輪があり、それを囲むように長大な

空堀・土塁がめぐらされている。土塁の一部

は幅広で、櫓台の役割を果たしたと考えら

れる。 

 

④ 長
ちょう

久
きゅう

寺
じ

 

宝永 4年（1707）、第 6代棚倉藩

主太田資晴が母の本成院の菩提

供養と、当地域に法華の道場を開

く為、身
み

延
のぶ

山
さん

久
く

遠
おん

寺
じ

33世遠
えん

沾
てい

日
にち

亨
こう

を開山に迎え建立した。山門は建

立と同年に棚倉城の南門を移築

したもので、現在、棚倉城の建築

物として唯一残る遺構である。本

堂内に安置されている十一面観

音像は神仏習合時代に馬場都々古

別神社の観音堂に安置されていたものと伝わっている。山門の両側の仁王像、向

拝の臥竜、獅子、獏の彫刻と共に、明治期の廃仏毀釈のおり、打ち捨てられてい

たものを町民が哀れに思い、当寺に持ち込んだという、町民の優しさが垣間見え

るエピソードが残っている。 

境内には小笠原騒動に関わった小笠原栄七郎の墓（墓石では英七郎と刻まれ

ている）や、明治から昭和期に活躍した小説家である田山花袋の歌碑があり、「長

久寺暁鐘」と題して、「ほのぼのとあけゆく山に音すなり 麓の寺のあかつきの

鐘」と棚倉の朝焼けを詠んでいる。 

 

長久寺の山門 

中丸館跡 
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⑤ 一
いっ

色
しき

薬
やく

師
し

堂
どう

 

一色薬師堂は一色地区の集落に近

い田園地帯のなか、鬱
うっ

蒼
そう

とした林に

囲まれながら建っている。お堂の造

りは鎌倉時代に中国からもたらされ

た禅
ぜん

宗
しゅう

様
よう

という建築様式を基調と

しており、組
くみ

物
もの

廻
まわ

りに装飾要素を効

果的に配している。建物の規模は正

面、側面ともに約 5.7ｍの方三間堂で

あり、堂内には小造りの薬師如来像

が 3体安置されている。 

薬師堂の建築年は不明であるが、平成 25年（2013）度に実施した「棚倉町の

歴史的建造物の調査研究」において、建築細部に 18世紀後期の特徴がみられる

ほか、寛政 5年（1793）に寄進された石製の宝珠が残されていることから、この

ころに建てられたものと考えられており、古くから地区の信仰を集めていたこ

とがわかる。規模や形式がよく整っており、細部も充実した造りで江戸時代後期

の貴重な仏堂である。 

 

(5) 棚倉町の食文化 

 棚倉町は東北への玄関口として古代から多くの人とものを受け入れてきた。

本町の名前の由来の一つに、「伊野（古代の当地方の名称）に倉を設け穀を蓄え、

春、開きわかつ。土民之を伊野の種倉（たねぐら）という」という伝説がある。 

 この伝説は、本町の地名が穀物の種を納める倉があったことに由来している

ことを伝えるものであり、阿武隈川水系の社川と久慈川を利用した稲作が早期

に始められ、その恵みによって地域が成り立っていたことが想像できる。稲作が

盛んに行われていたことは、民俗芸能の「都々古別神社の御田植」や「お枡明神

の枡送り行事」が伝承されていることからも裏付けられる。 

 江戸時代においても温暖な気候と豊かな水を利用した稲作栽培が中心であり、

藩の産業として高麗人参や梨などの栽培も奨励されたが、定着していない。それ

は、藩主が頻繁に交代するという特殊性に由来しているとも考えられる。 

 また、昔から集落の冠婚葬祭や年中行事で作られてきた郷土料理は、女性が中

心となり、その由来や技術が伝承されてきた。しかし現在では、生活様式の変化、

一色薬師堂 
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過疎化、高齢化により、その伝承が途絶えつつある。 

 一方では、特色ある食文化を地域活性化に繋げようとする動きも見られる。そ

れは、江戸時代の古文書に記載された食膳を復元した取り組みである。安永 7年

（1773）8 月 22 日夕方の献立であるが、本膳が白米、刺し身、坪（あわび、ま

つたけ、すりしょうが）、焼き魚等で、二の膳が汁、天ぷら等。これらの膳の内

容から藩の中級以上の武家、または豪商といわれるような商人が食していた膳

と推測され、来客用の特別料理とみられている。復元を担当した食文化研究家の

永山久夫氏は、「食に対する関心の高さ、財政的な豊かさを感じる」と評してい

る。当時、藩領には平潟港（茨城県北茨城市）があり、海産物も容易に手に入っ

たようである。 

 また、江戸時代の武家の「事始め・針供養」に食されていた郷土食に「おこと

汁」がある。 

 

① おこと汁 

江戸時代から「事始め・針供養」の日である 2月 8日と 12月 8日の日に、食

材が多く入ったおこと汁が作られている。おこと汁は、現代では食されることは

少なくなったが、棚倉城の城下町であった地区を中心に一部の町民に食されて

おり、棚倉町独自の郷土食である。（下記の材料・調味料は町内の半田家で食さ

れている調理例） 

 

≪材料≫ 

小豆、するめ、干ししいたけ、凍み豆腐、 

かんぴょう、こんにゃく、人参、ごぼう、

里芋 

 

≪調味料≫ 

花かつおだし汁、味噌、酒、砂糖 

 

 

 

 

 

おこと汁 半田家の調理例 
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② こんにゃく 

棚倉町の主な産業は農業であり、

社川や久慈川の沿岸を中枢として

川の沿岸に発達してきた。本町の

主な産物には、水稲・いちごなどと

共にこんにゃくがある。なお、町内

の耕種農業産出額においては、米

が最も多く 9 億 6,000 万円、次い

でいちごが 8,000万円、こんにゃく

はトマト、きゅうりに次いで 5番目

に多い 2,000万円となっている（農林水産省大臣官房統計部の平成 29年市町村

別農業産出額（推計）より）。元々、本町を含む東白川郡地方は自然条件に恵ま

れておらず、多くの人が産業の育成・振興に励んできた。江戸時代の安政期（1855

～1860）に第 14代棚倉藩主となった松平康圭は、本町の殖産興業に努めた。ま

た、明治 30年（1897）に発行された『東
ひがし

白
しら

川
かわ

郡
ぐん

沿
えん

革
かく

私
し

考
こう

』にも、こんにゃくが

「本
ほん

郡
ぐん

益
ますます

産
さん

出
しゅつ

遠
えん

近
きん

に輸出し国産の随一となる。」とあり、古くから盛んに生産

されていたことがわかっている。 

町内のこんにゃく生産の様子 
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第 2章 棚倉町の維持向上すべき歴史的風致 

「歴史的風致」とは、歴史まちづくり法第 1条において、「地域におけるその

固有の歴史及び伝統を反映した人々の活動と、その活動が行われる歴史上価値

の高い建造物及びその周辺の市街地とが一体となって形成してきた良好な市街

地の環境」と定義されている。 

 

棚倉町における歴史的風致は次のとおりである。 

各歴史的風致の位置及び範囲図 

歴史的風致の概念図 



59 

1 棚倉城跡と城下のまつり、行楽にみる歴史的風致

(1) はじめに 

東北の南端に位

置し、関東地方と

接する本町は、古

くから交通の要衝

であり、重要な拠

点であった。奈良

時代には常陸
ひ た ち

国
のくに

から陸
む

奥
つ

国
のくに

に至

る官道が久慈川沿

いに設けられ、平

安時代の中期に編

纂
さん

された『和
わ

名
みょう

類
るい

聚
じゅ

抄
しょう

』では、東白

川郡一帯が高野郡

と呼ばれていた。

中世になると白
しら

河
かわ

結
ゆう

城
き

氏が高野郡を

治めるようにな

り、戦国時代には、

白河結城氏や伊達

氏、佐竹氏、蘆
あし

名
な

氏が領地を巡り、激しい争いを繰り広げた。この時期に町内で

は、赤館城などの山城が築かれた。江戸時代には、丹
に

羽
わ

長
なが

重
しげ

が現在の棚倉城を築

城し、山城は役目を終え、棚倉城を中心とした城下町が形成された。棚倉城には

約 240 年のあいだに 8家 16 代の城主が居城したが、幕末の戊辰戦争で棚倉城は

落城し、本丸御殿を含む城内の建物の多くが焼失した。明治期には棚倉城跡に東

白川郡立農
のう

蚕
さん

学校が建造され、昭和期には、運動場や公園になり、町民の憩いの

場として、現在も利用されている。 

棚倉城の城下町は、内藤家が藩主の時代に整備が進められたのち、寛文 12 年

（1672）などいく度かの大火があり、町内の多くの建物が消失しているが、大規

模な地形改変がなかったため、現在も江戸時代の町割りを変わらずに見ること 

棚倉城跡周辺の見取図 
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ができる。江戸時代の絵図では、現在の北
きた

町
ちょう

・南
みなみ

町
ちょう

を武家地（上記絵図の緑

色部分）とし、古
ふる

町
まち

・新町
あらまち

・鉄
てっ

炮
ぽう

町
まち

・鷹
たか

匠
じょう

町
まち

を町人地（上記絵図のオレンジ色

部分）と記載しており、武家地には、侍屋敷と足軽町の 2 種類があった。城外

（外堀の外側）の侍屋敷は、石垣で固めている城の西側を除いて、城の北部と北

東部、そして城の南部と東部に配置され、足軽町は、城南の侍屋敷の南側に設け

られていた。町人地のうち古町は、棚倉城の築城以前は近津明神（現在の馬場

奥州棚倉城図（日本古城絵図）一部加工 

水戸街道 

伊王野道 

鍵の手 

食い違い 

赤
館
城
跡 

宇
迦
神
社 

蓮
家
寺 

馬
場
都
々
古
別
神
社 

棚
倉
城 

南 

町 

鉄
炮
町 

古 

町 
新 

町 

北 
町 

鷹
匠
町 
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都々古別神社）の社地であり、その門前に町が展開したものと考えられる。一方、

新町は、戦国期に佐竹氏が地域支配の拠点とした赤館城の城下だったと伝えら

れ、古町・新町ともに中世からの町場が引き続き形成されている。また、絵図か

らは、水戸街道、伊王野道等が通る交通の要衝であったことが読み取れる。この

街道の形状や町割りの形状が現在も残っており、「鍵の手（クランク状の道路）」

「食い違い（わざとずらして交差させた道路交差点）」といった城下町の特徴的

な構造を見ることができる。城下町の町割りでは、間口が狭く、奥行きがある土

地の形状が残されている。また、城下の寺社についても、絵図には、現在も残る

蓮家寺や宇迦神社などが現在と同じ場所に記されており、江戸時代から寺社の

場所が変わっていないことがうかがえる。 

このように、城下町には、江戸時代から続く神社仏閣や街道沿いの町割りが現

在も残り、城下町の市街地環境を形成している。そのうちの一つである宇迦神社

で行われる例大祭は、棚倉秋まつりと呼ばれており、毎年 10 月に開催され、屋

台が城下町を練り歩き、お囃
はや

子
し

と屋台を曳く引手の掛け声で城下町は活気にあ

ふれる。 

 

(2) 赤館城と棚倉城の歴史 

① 赤館城の歴史 

赤館城は、棚倉城下町北側の赤館山

にある山城で、棚倉城から北に約 1.3

㎞に位置する。 

 赤館城が築城された時期について

は、明確にはなっていないが、建武年

間（1334～1338）には、すでに赤館城

が築かれていたと伝わる。文明年間

（1469～1487）には、赤
あか

館
だて

源
げん

七
しち

郎
ろう

が在

城しており、このころから地域におけ

る有力な拠点であった。戦国時代には、伊達氏や白河結城氏、蘆名氏、佐竹氏に

よる領地争いにより領主が目まぐるしく変わった。天正 17 年(1589)より翌天正

18 年（1590）には、会津領を攻撃し、さらに南下を目指した伊達氏と、南奥に

拠点を持ち、赤館で伊達氏を食い止めようとした佐竹氏が対峙し、両軍の攻防戦

が行われた。慶長 7年（1602）、佐竹義宣が秋田に移ると、同 11 年（1606）に立

赤館城跡から棚倉城下の眺め 

（棚倉町観光協会提供） 
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花宗茂が入封し、赤館城に居城して棚倉藩の初代藩主となった。元和 8年(1622)

に立花宗茂が柳川藩（現在の福岡県柳川市）に返り咲くことになり、丹羽長重が

入封した。その後、棚倉城の築城に伴い赤館城は廃城となり、役目を終えた。 

 また、赤館城跡の南麓には、寛永 6年（1629）に紫
し

衣
え

事件で流罪となった玉
ぎょく

室
しつ

宗
そう

珀
はく

が居住した 庵
いおり

があったとされ、流罪を解かれて京都に戻る寛永9年（1632）

まで住んだといわれている。 

   

② 赤館城から棚倉城へ 

赤館城の変遷をみると 2 つの役割を果たしてきたことがわかる。第 1 には関

東と東北の境界、久慈川沿いの交通路上に位置することから軍事的な拠点とし

ての役割、第 2 には高野郡を中心とする政治・経済の拠点としての役割である。

中世の高野郡では、卓越した在地領主が登場せず、寺社や修験などの宗教勢力を

基盤とした地域権力が成長した。中世後期、佐竹氏の時代には、赤館城の南麓に

後世の新町につながる町場が形成された。経済や流通を担う町場が赤館城の城

下として形成されはじめ、その後町場の展開は維持継承され、棚倉城の城下町の

形成に続いていったことがうかがえる。 

 

③ 棚倉城の歴史 

立花宗茂の移封のあと、丹羽長重が、元和 8 年（1622）に入封し、寛永元年

（1624）に赤館城の普請を幕府に願い出るが、山城の赤館城は立地条件が悪く、

幕府からもっと適切な場所がないか確認し上申せよと指示され、現在の棚倉城

跡、当時は近津明神（現在の馬場都々古別神社）の社地であった場所が選定され

た。それは、平城を築城するにふさわしい面積が得られ、同時に「神霊の鎮まる

場所」であって、さらに、城の西側が急な崖になっていて、敵の攻撃から城を守

りやすい土地であったということもあり、現在の地が選ばれたと考えられる。 

翌寛永 2年（1625）から棚倉城の築城に取りかかった丹羽長重であったが、築

城途中の寛永 4年（1627）に会津藩蒲
が

生
もう

氏の改易に伴い、そのうち十万石を領地

として、白河藩への移封を命じられる。丹羽長重に代わって棚倉藩へ近江国より

内藤信照が入封し、内藤家により引き続き棚倉城の造営や城下町の整備が行わ

れた。 

内藤家ののち宝永 2年（1705）には太田家、その後も享保 13 年（1728）に越
お

智
ち

松
まつ

平
だいら

家、延享 3 年（1746）に小
お

笠
がさ

原
わら

家、文化 14 年（1817）に井上家、天保 7
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年（1836）に松井松平家、慶応 2年（1866）に阿部家と 6家 12 代の城主が目ま

ぐるしく移り替わった。幕末の慶応 4年（1868）5 月に棚倉藩は奥羽越列藩同盟

に加わり、新政府軍に落とされた白河城奪還のために出兵するも敗れ、棚倉城も

6月24日の新政府軍の攻撃により落城し、落城の際に藩兵によって火が放たれ、

城はほとんど燃え落ちてしまったといわれている。落城後、棚倉城は一旦黒
くろ

羽
ばね

藩

の預かりとなるが、同年阿部家が新政府に恭順の意を表し、阿
あ

部
べ

正
まさ

功
こと

が藩主とな

り、翌年城跡には、鎮護神社や藩校修
しゅう

道
どう

館
かん

が設置された。 

明治 4年(1871)の廃藩置県を迎え、棚倉藩は幕を閉じる。その後、明治 20 年

（1887）には、追手門の場所に東白川郡会議事堂が建造され、同 40 年（1907）

には、本丸内に東白川郡立農蚕学校が建設されるが、農蚕学校は大正8年（1919）

に全焼し、現在の県立修明高校の地に移転した。 

昭和期に入ると、本丸跡は運動場などに利用されるようになり、本丸跡で競輪

や相撲が行われていた。また、昭和 45 年（1970）に本丸跡に、町中央公民館、

昭和 53 年（1978）に町立図書館が相次いで建設されたものの、老朽化や東日本

大震災の影響により平成 25 年(2013)に解体され、現在は平地となっている。 

平成 23 年（2011）から平成 28 年（2016）まで棚倉町教育委員会による調査が

行われ、平成 31 年（2019）2 月 26 日に国の史跡に指定された。 

 

(3) 建造物 

①  赤館城の構造と建造物 

赤館城は、東北と関東を分ける分水嶺にあり、南側斜面への雨は久慈川となり、

関東平野を潤し、北斜面への雨は、阿武隈川となり仙台へ注ぐ。山麓の西から南

にかけて、桧木川が流れ、外堀の役割を果たし、城を守る。赤館山山頂部には主

郭があり、現在赤館公園として利用されている。主郭の周辺には、曲輪
く る わ

群や空
から

堀
ぼり

があり、山城としての防御構造が見受けられる。主郭部の東側約 300ｍの位置に

鹿
かの

子
こ

山
やま

があり、山頂部付近の堀や現在宇迦神社が建つ曲輪などが存在する。鹿子

山北側の上台地区には外郭部があり、二重の堀や土塁、曲輪群が構築されている。 



64 

 

(ア) 赤館城本城部の主郭と曲輪 

標高 345ｍの山頂部には、主郭（一番平）があり、東西約 120ｍ、南北約 130

ｍの面積を有し、その形態は五角形で、北西側の突出部は全体的に一段高く、周

辺部に明確に土塁が存在することか

ら、櫓台であったことが想定される。

虎口は南北の 2箇所が考えられる。土

塁については、突出部から北側及び西

側の縁辺部に痕跡が認められ、本来は

一周していたことが想定される。主郭

（一番平）東側の数ｍ低いところに

は、南北に腰
こし

曲輪
ぐ る わ

が存在し、腰曲輪の

各コーナーには、明確な折れ曲がりが

設けられ、横
よこ

矢
や

掛
がか

り(側面攻撃するた

めの構造)となっている。 

赤館城跡の主郭と腰曲輪 

腰曲輪 

赤館城縄張図 

主郭 

上台地区 
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主郭部の北側に位置する曲

輪群は地形を巧みに利用した

もので、佐竹氏時代に改修さ

れた可能性の高い、軍事的色

彩の濃い曲輪群であると考え

られる。一方、主郭の西側や

南側にある曲輪群は位置及び

スペースから居住を目的とし

た曲輪群であると考えられ

る。 

また、北側の曲輪群の直下

には、長さ約 150ｍ、幅約 20ｍの堀があり、堀の途中に土橋が存在する。北西方

向には、尾根上に約 250ｍにわたり高さ 2～3ｍの切
きり

岸
ぎし

状の遺構があり、白河方

面に対する防御意識の現われによるものと考えられる。 

 

(イ) 鹿子山の曲輪と外郭部 

主郭のある山の東側には、谷を挟んで標高 337ｍの鹿子山がある。鹿子山の南

麓には曲輪があり、現在は宇迦神社が建立されている。山頂部には、土塁を伴う

長さ約 100ｍの堀があり、そこから宇迦神社の社殿裏まで浅い溝状の堀が続いて

いる。また、東側の斜面には同様の堀があり、東側の長久寺付近まで続いている。 

主郭の北東部約 250ｍ、鹿子山北側の上台地区には外郭部があり、二重の堀や

土塁、曲輪群が構築されている。二重の堀は幅約 11ｍ、深さ約 6ｍの規模で谷際

から台地を横断しており、途中埋められた部分を含んで東側崖線の竪堀状遺構

まで約 550ｍある巨大な外郭線が構築されている。その内側にも堀が並行して走

り、途中南側に折れ曲がり、南方の斜面に延びている。 

 

 

 

 

 

 

 

赤館城跡の堀の一部 
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②  棚倉城跡（国指定の史跡） 

棚倉城は、輪郭式の平城である。本丸は大規模な土塁と堀に囲まれ、それを取

り巻くように南北に長方形の二ノ丸が展開し、その北西に三ノ丸（林曲輪）が設

けられていた。本丸の土塁上には、二重隅櫓が 4棟、一重櫓が 1棟築かれ、各櫓

間は多門櫓により隙間なく連結し、その総延長は東北随一であった。 

本丸の出入口は 2箇所あり、南東側に玄関前櫓門、追手枡形門、北側に北櫓門

と北二門が設置されていた。絵図等では、二ノ丸・三ノ丸の北西に樹木が確認さ

れており、この樹木林は、防風林であるとともに、防御効果も合わせ持つと考え

られる。二ノ丸出入口は南門、北に北門、東に追手門が配され、それぞれＬ字形

の 蔀
しとみ

土
ど

塁
るい

が築かれていた。 

現在の航空写真に棚倉城の縄張を示した図 
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奥州棚倉城之図（正保城絵図）一部加工 

蔀土塁 

多門櫓 

蔀土塁 

石垣 



68 

(ア) 石垣 

石垣は、二ノ丸西側の崖部に南北

約 160ｍにわたりに築かれている。堀

の縁の斜面上部から高さ約 3ｍの石

垣を立ち上げる。石垣基底部の標高

は北端が 260.0ｍ、南端が 258.5ｍと

1.5ｍほどの差しかなく、ほぼ水平と

なる。折れ曲がりの角が 5 箇所（出

隅 3 箇所、入隅 2 箇所）あり、石垣

面は 6 面からなる。自然石（円
えん

礫
れき

）

を布積み崩しに積んだ石垣であり、

基本的に横目地が通るように積んで

いるが、石材のサイズ、形状はばらつ

きがあり、所々に大型石材を挟むこ

とから横目地の通りは一直線とはな

らない。3 箇所ある出隅はいずれも算
さん

木
ぎ

積
づ

み(直方体に近い長石を用いて、

さらに長辺と短辺を交互に積み上げ

ていく積み方)で角
すみ

石
いし

は控え長が 0.9

～1.2ｍ程度で角
すみ

脇
わき

石
いし

はない。2 箇所

の入
いり

角
すみ

は必ずしも規則的でないが、

左右が入り組み関係にあり各面は一

体施工とみられている。積みでは平

均的なサイズの築
つき

石
いし

の2倍程度の大

きさの巨石を散在させる特徴的な

意匠が認められる。傾斜は73～77度

を測る。積み石は 8～9 段からなり、

天端には笠石状の扁平な石材が並べ

られており、2,400 個余りの石材が使用されている。 

石垣の建造年が明確に記された記録は残っていないが、幕府が正保元年

(1644)に諸藩に命じて作成させた城下町の地図である『正保城絵図』に石垣が記

載されていることから、正保元年(1644)以前に建造されたことがうかがえる。 

棚倉城跡の石垣 

棚倉城石垣平面図 

② 
① 

③ 

⑥ 

④ 

⑤ 

出隅 

入隅 
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(イ) 土塁と堀 

本丸土塁は本丸曲
くる

輪
わ

面から高さ約 6ｍ、幅は土塁上部で約 7ｍ（土塁の底部で

約 30ｍ）を測り、隅櫓があった位置には約 12ｍ四方程度の平場が形成されてい

る。二ノ丸も土塁で囲まれていたと考えられるが、現在は北辺の 50ｍのみが残

存し、それ以外は消滅している。 

土塁とあわせて本丸を守るための要である堀は、内堀と外堀があり、内堀は二

つに分かれている。北門の土橋から東側を回り東側の土橋までが上
うわ

堀
ぼり

、北側から

西側を回り東側の土橋までが下
した

堀
ぼり

となっている。堀幅約 36ｍ、本丸曲輪面から

水面までの高さが約 7.3ｍ、堀の水深は約 3.8ｍある。江戸時代の絵図と現在の

地図とを比較すると内堀の形状がほぼ変わっていないことがわかる。また、外堀

は、二ノ丸や三ノ丸を囲むように設けられていたが、現在は埋められている。 

 

棚倉城跡の内堀 棚倉城跡の土塁 

角脇石がない積み方 

石垣の出隅部分 石垣に散在する巨石 

巨石の積み石が 

散在する積み方 

角石 



70 

③  棚倉城下の建造物  

(ア) 蓮
れん

家
げ

寺
じ

 

棚倉城の北西、約 170ｍに位置する

浄土宗の寺院である蓮家寺は、慶長 8

年（1603）に幕府の代官としてこの地

の支配を任された彦
ひこ

坂
さか

小
こ

刑
ぎょう

部
ぶ

元
もと

正
まさ

の

家臣の蓮
はす

池
いけ

主
もん

水
ど

と糟
かす

屋
や

弥
や

兵
へ

衛
え

が阿弥

陀寺を建立し、まもなく開創の施主両

名の名をとり蓮家寺とした。(糟屋弥

兵衛は「屋」であるが、蓮家寺は「家」

となる。)のちに第 3 代棚倉藩主の内

藤信照による手厚い保護もあり、慶
けい

安
あん

元年（1648）には徳川幕府 3代将軍徳

川家光より御朱印状を拝受するなど、

城下を代表する寺院として繁栄した。 

寛文 12 年（1672）の棚倉大火で全焼

したが、優れた霊
れい

験
げん

を数多く成した伝

説的な僧として知られる祐天
ゆうてん

上
しょう

人
にん

が

幕府の命で派遣され、復興に尽力し

た。元禄年間(1688～1704)に本堂が、安永 6年（1777）に冠木門、黒門、山門が

完成し、現在は山門が残る。 

また、蓮家寺の銅鐘は、正
しょう

保
ほう

4 年（1647）に第 3 代棚倉藩主の内藤信照が寄

進したもので、国認定の重要美術品となっている。銅鐘は毎日巳の刻（午前 11

時）に念仏を唱える勤
ごん

行
ぎょう

を終える合図として鳴らされており、城下の人々に時

を知らせ、生活の一部となっている。 

 

 

 

蓮家寺の山門と本堂（大正時代） 

蓮家寺本堂と鐘楼 



71 

(ⅰ) 山門（町指定の有形文化財） 

山門は、楼門形式で、屋根は入母

屋造、東面して建つ。建築は棟札の

写しにより、安永 4 年(1775)という

ことが判明している。下層が正面 3

間、側面 2間で、扉は設けない。 

 

 

 

(イ) 宇迦神社 

宇迦神社は、棚倉城跡の北、

約 1.0 ㎞に位置し、赤館城跡の

東側の山麓（通称を鹿子山とい

う。）に鎮座する。伝説によると

その昔、白
しら

河
かわの

国
くにの

造
みやつこ

である塩
しほ

伊
い

乃
の

己
こ

自
じ

直
あたいの

命
みこと

がこの地を拓

くにあたり、穀物の神である倉
う

稲
か

魂
のみたま

命
のみこと

を祀ったことが起

源とされている。社殿の創建は

神亀年間（724～729）、旧飯
いい

野
の

村
むら

(現在の上台、玉野、福井地区)

に宇迦明神を祀ったものが最初と伝えられており、のちに初代藩主の立花宗茂

が慶長年間(1596～1615)に現在の地に遷宮した。以来、城下の総鎮守として親し

まれている。 

 

(ⅰ) 本殿 

本殿は、棟札等より元禄 14 年

（1701）の建築であり、第 5 代

棚倉藩主の内藤弌
かず

信
のぶ

の時代に造

営されたものと確認されてい

る。建築形式は、三間社流造、瓦

棒銅板葺で、四面に刎
はね

高
こう

欄
らん

付の

宇迦神社本殿（左側）と拝殿（右側）（大正時代） 

蓮家寺山門 

宇迦神社本殿 
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切目縁をまわすが、脇障子は立てない。身
も

舎
や

の内部は前 1間を外
げ

陣
じん

、背面 1間を

内
ない

陣
じん

になっており、正面の向
こう

拝
はい

には木
さぎ

階
はし

を取り付ける。細部には、若葉付きの渦

文を施しており、塗装色彩は控えめながら、より細やかな造りとなっている。後

世の改変については、棟札により大正 13 年(1924)にこけら葺から銅板葺への改

変があったことがわかっている。 

 

(ⅱ) 拝殿 

本殿の南約 10ｍに南面して建

つ拝殿は、通常の神事の空間で

あるとともに、伝統的な神事の

場となっている。形式は正面が 5

間、側面 3 間で、正面と両側面に

刎高欄付の切目縁をまわし、正

面中央には 1 間の向拝と木階を

設け、唐破風をつける。内部は間

仕切りのない広い 1 室で、拭
ぬぐ

板
いた

敷
じき

、棹縁天井である。 

後世の改変は、屋根の銅板

葺、柱間装置の変更、脇障子の撤去、向拝、入母屋造の妻飾が改変されており、

棟札から大正 15 年（1926）と判明している。 

建立年代を示す棟札や墨書はないが、平成 25 年(2013)に行われた「棚倉町の

歴史的建造物の調査研究」では、江戸後期の建築と報告されている。 

 

(ⅲ) 随身門 

随身門は、境内の麓に南面し

て建ち入母屋造の八脚門で、地

盤面より僅かに高い基壇をつく

る。随身像は南側に、仁王像は北

側に安置されている。随身像に

は、寄進札があり、昭和 15 年

（1940）に寄進されたものと判

明している。 

宇迦神社随身門 

宇迦神社拝殿 
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 平成 25 年（2013）に行われた「棚倉町の歴史的建造物の調査研究」では、江

戸末期の建造物であり、当初はこけら葺きであったが昭和 15 年（1940）の改修

で銅板葺の屋根となったと報告されている。 

 

(ウ) 旧上田家住宅（もみじ亭） 

棚倉城跡の東側に位置し、水戸街道

に面して建造されている。敷地は、間口

は 20ｍ、奥行きが 58.5ｍと細長く、敷

地北側に主屋、附属屋、座敷蔵、土蔵、

水屋、表門があり、座敷蔵と土蔵の間に

庭を設ける。平成 26 年(2014)に行われ

た「棚倉町の歴史的建造物の調査研究」

で、大正期の建造物であることが判明

している。 

 主屋は、桁行 4間、梁間 2 間の規模で、正面に 1間幅の下屋を設け、外観は下

見板張りである。附属屋は桁行 6 間、梁間 3 間の規模で、南側に 1 間幅の下屋

を設ける。室内は土間と 2 室の床上部で構成され、床上部の座敷は床飾りを設

け、長押
な げ し

や幅広の天井板など上質の檜を用い、天井隅には、入
いり

八
はっ

双
そう

の装飾を付け

るなど細部にまで作りこまれた建築である。 

 

(エ) 阿
あ

部
べ

正
まさ

備
かた

茶室（町指定の有形文化財） 

元白河藩主で、第 17 代棚倉藩主の

阿
あ

部
べ

正
まさ

静
きよ

と共に棚倉城に住んだと言

われる阿部正備が愛用した茶室であ

り、明治維新後は、町内の商家が譲り

受けて自宅の屋敷の離れとして使用

してきたものである。建築年代を示す

棟札は残されていないが、明治 30 年

(1897)に発行された『東白川郡沿革私

考』には「林藤左衛門別室」として掲

載されており、その当時存在していたことがうかがえる。 

平成 23 年（2011）に再び棚倉城跡の東側に移築されている。寄棟造り木羽葺

旧上田家住宅（もみじ亭） 

阿部正備茶室 
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きの建造物であり、桁行 1間半(2.96ｍ)、梁間 1間(3.03ｍ)、総面積 4畳半(8.97

㎡)の一隅に水屋を配した4畳席の茶室で周囲には竪羽目の板壁を採用している

類例のない建造物である。 

  

(4) 活動  

① 赤館城跡での歴史の継承活動と行楽 

江戸時代の絵図には、赤館城が古城や古城

跡として記され、廃城となっていたことがう

かがえる。このほか、赤館城跡の南麓には観音

や根小屋と記され、赤館城跡周辺に観音堂や

村が設けられていったことがわかる。また、赤

館城跡周辺には、第 3 代棚倉藩主の内藤信照

が建立した光徳寺があったとされており、紫

衣事件で流罪となった玉室宗珀を受け入れた

庵があったといわれている。 

明治期になると、石
いし

沢
ざわ

寛
かん

助
すけ

らにより明治 3

年(1870)に生
せい

益
えき

組
ぐみ

が組織され、赤館城跡全体

の払い下げを受け、観光や歴史の継承等教養の向上を目的とした桜の植林や赤

館城跡の公園化など、赤館城跡の保存活動が行われた。 

昭和 5 年(1930)には、玉室宗珀が赤館の地に

流罪となって 300 年経過したことを契機にその

歴史を後世に継承していくため、小
お

川
がわ

芋
う

銭
せん

や片
かた

山
やま

麟
りん

一
いち

、石
いし

沢
ざわ

寛
かん

一
いち

らにより「玉
ぎょく

室
しつ

宗
そう

珀
はく

謫
たっ

居
きょ

之跡」

の石碑が建てられている。このなかの石沢寛一

は、大正 8年(1919)に発行された『東白川郡史』

の編纂にも携わり、本町の郷土史を後世に伝え

る活動を行っており、石碑の建立もこのような

活動の一環であったと考えられる。 

昭和 33 年(1958)に赤館城跡の土地と城跡の

保存活動を新町組が引き継ぎ、昭和 35 年

(1960)には、赤館城跡の主郭部(一番平)に赤館 「玉室宗珀謫居之跡」の石碑建立 

 （昭和 5 年(1930)） 

赤館城跡(奥州棚倉城図（日本古城絵

図）一部加工） 
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城の歴史を伝える石碑を建立してい

る。このほかに新町組では、戦前から桜

の植林や草刈り等の保存活動を行って

おり、現在もこのような活動は続けら

れている。 

このような保存活動が行われた結果、

赤館城跡は花見の名所となった。これ

を裏付けるように昭和 28 年(1953)に

は、赤館城跡の主郭部で花見が行われ

ており、赤館城跡が人々に親しまれる

遺跡となっていたことがうかがえる。

また、昭和 52 年(1977)から平成 9 年

(1997)まで新町組が観桜会を開催して

いた。その後、平成 10 年（1998）から

新町組と棚倉町観光協会赤館支部が、

花見の時期に雪
ぼん

洞
ぼり

を設置しており、夜

桜と雪洞により幻想的な雰囲気が醸し

出されている。 

江戸期に棚倉城が建造されたため、古城跡となっていた赤館城跡であるが、明

治期以降、先人たちの活動により遺跡が整備された結果、現在赤館城跡は花見の

名所として多くの町民に親しまれる遺跡となっている。 

 

②  棚倉城跡での行楽 

(ア) 棚倉城跡での行楽の歴史 

棚倉城跡には、落城後の明治 2

年（1869）に鎮護神社と藩校修道

館が設置されるが、廃藩置県に

より明治 4 年（1871）には、棚倉

藩は棚倉県となり、同年 10 月に

平県に編入されたため、藩校修

道館は廃止となる。明治 20 年代

には、追手門跡に東白川郡会議

赤館城跡の花見（昭和 28 年(1953)） 

赤館城跡での花見 

棚倉城跡の土塁と桜の風景 
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事堂が建てられ、明治 30 年代に

は地元の青年たちにより桜の植

樹が行われている。これは、日露

戦争の戦勝記念としてソメイヨ

シノが植えられたものとも伝え

られている。このソメイヨシノ

を含め、棚倉城跡の土塁上や堀

の外側には、約 500 本の桜が植

えられており、4月上旬から中旬

にかけて、満開を迎える。満開の

時期には、多くの花見客が棚倉城

跡を訪れ土塁上の通路や本丸御

殿跡で花見を楽しむほか、桜が散

る時期には、散った花びらが内堀

の水面に浮かび模様を作り出す

「花いかだ」といった美しい風景

が作り出され、花見客の目を楽し

ませている。また、昭和初期の現

存する写真などから桜の名所と

して、多くの町民が訪れ、花見を

楽しんでいることがうかがえる。 

昭和 30 年(1955)の町村合併

の際には、町主催の合併祝賀

町民観桜会が開催されてい

る。また、昭和 38 年(1963)の

町広報紙「広報たなぐら」に

は、観桜行事（桜まつり）が花

祭りとして紹介されているほ

か、棚倉六万石大名行列の写

真が掲載されており、現在毎

年 4 月に行われている十万石

棚倉城まつりと同様の観桜行事（桜祭り）が行われてきたことがわかる。 

棚倉城跡での観桜行事や棚倉六万石大名行列 

風景（広報たなぐら（昭和 38 年（1963）） 

棚倉城跡での棚倉競輪（昭和 28 年(1953)） 

棚倉城跡での花見(昭和 5年(1930)) 
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また、観桜行事（桜祭り）のなかでは、大正 9年(1920)から昭和 44 年(1969)

まで、棚倉町商工会や、その前身である棚倉町振興会等によって棚倉城跡を会場

に棚倉競輪が行われており、多くの見物客を集めていた。その後「棚倉花まつり」

や「亀ヶ城まつり」という名称で観桜行事（桜祭り）が行われてきた。平成 12

年（2000）から現在の「十万石棚倉城まつり」となり、棚倉城跡での観桜行事が

続けられている。 

 

(イ) 十万石棚倉城まつり 

現在、棚倉町商工会や町などで

組織される棚倉まつり実行委員会

により、棚倉城跡の観桜行事の一

環として 4 月中旬の土曜日と日曜

日の 2 日間にわたって十万石棚倉

城まつりが開催されている。祭り

のなかでは、宇迦神社から棚倉城

跡まで武者行列が旧水戸街道を練

り歩き、追手門方面から棚倉城跡

に入城する。この武者行列には、

友好都市の川越市武者行列保存

会が参加し、棚倉城内では、第 16

代棚倉藩主の松平周防守御里帰

りイベントとして祭りのステー

ジで迎えられる。また、棚倉城跡

内では、火縄銃砲術演武や駕
か

籠
ご

競

争が行われ、桜が咲きほころぶな

か多く来場者が訪れ、棚倉城の歴

史を感じることのできる行事と

なっている。 

 

 

 

 

十万石棚倉城まつりでの武者行列 

十万石棚倉城まつりの範囲図 
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③ 棚倉秋まつり 

(ア) 起源・歴史 

棚倉秋まつりは、宇迦神社の例大祭

であり、五穀豊穣を祈願し、毎年 10 月

に棚倉城下町で開催される。新町組と

い組から 5 台の屋台が出され、氏子の

掛け声とともに町内を練り歩く。起源

は定かではないが、明暦 2年（1656）

の『沙
さ

汰
た

治
おさめ

帳
ちょう

』(井上氏文書)には、

宇迦神社祭礼の記述があり、江戸初期

から秋まつりが行われていることがうかがえる。また、明治 30 年(1897)に発行

された『東白川郡沿革私考』にも、「祭典に付き神幸渡祭と屋台を出すことは両

町（新町・古町）各番に執行し来りしか明治八年両町ともに大に改革して出米を

出銭になせしか」との記述があり、屋台を出し、渡祭をしていたことがわかる。

さらに、明治 28 年(1895)の秋まつりの屋台の様子を示した写真からは当時も現

在と同様の祭りが行われていたことをうかがい知ることができる。 

 

(イ) 準備 

秋まつりは、現在 10 月第 2 週の土・

日曜日に開催されており、棚倉城跡か

ら北側の地区の氏子で構成される新町

組と棚倉城跡から南側の地区の氏子で

構成されるい組によって保存・継承さ

れている。両町（新町組・い組）では

祭りの準備を約 1 か月前から始める。

祭りを盛り上げるお囃子や浦安の舞の

練習は、2週間前から各地区の神社など

で毎晩行われ、大人から子供へ伝統の継承が図られている。祭りで使用する屋台

は祭りの 7 日前に屋台倉庫から出され準備される。 

また、屋台の運行ルートでは、3日前から各住宅の軒先にしめ縄が張られると

ともに、地域の神社、祠
ほこら

の前などの旗場には旗が立てられ、祭りに向けた雰囲

気が高まっていく。 

棚倉秋まつり（明治 28 年（1895）） 

お囃子の練習の様子 
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(ウ) 当日（宵祭り、本祭り） 

秋まつりは、宇迦神社での神事から始まる。宵祭りの日の午前 10 時から行わ

れる宇迦神社の神事には、両町の役員が出席し、地区の子供たちによる浦安の舞

や日本舞踊が奉納される。 

神事終了後、宵祭りが始まり、新

町組は 2 台、い組は 3 台の屋台を

出し、笛や太鼓により奏でられる

お囃子や勇ましいかけ声ととも

に、棚倉城周辺の氏子のいる地域

を回る。また、屋台は途中、浦安の

舞を奉納しながら勇壮かつ賑やか

に運行される。屋台の運行ルート

は主に棚倉城下の旧水戸街道が使

用され、石垣や堀など棚倉城跡の

建造物と、旧上田家住宅や蓮家寺

の山門をはじめとした運行ルート

沿いに残る歴史的建造物が相まっ

て醸し出す城下町の風情のなか屋

台が運行される。棚倉城跡北側の

時の鐘のある交差点で新町組とい

組の運行ルートが分かれ、棚倉城

秋まつりの屋台と蓮家寺山門 

秋まつりの曳違い（新町組） 

しめ縄が張られた旧上田家住宅 

秋まつりの旗場 
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跡から北側を新町組が、南側をい

組が屋台を運行する。宵祭りは、午

後3時から午後9時まで行われる。

各屋台がすれ違う際の曳違いで

は、祭りが一段と盛り上がる。 

本祭りは翌日午前10時から行わ

れ、宵祭りと同じルートで屋台を

運行しながら、各所でお囃子が披

露され、日本舞踊や民謡等が上演

される。祭りの最後を飾る千秋楽

興行や最終日の屋台の共演には多くの観衆が集まり、祭りは最高潮を迎える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋まつりの屋台の共演（い組） 

秋まつりの範囲図 
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④ 城下での茶道文化 

町内には、町指定有形文化財である阿部正備茶室をはじめとして、棚倉城下に

複数の茶室があり、茶道が盛んに行われている。これは江戸時代にさかのぼり、

棚倉藩主小笠原家では、茶道宗
そう

徧
へん

流の流祖である山
やま

田
だ

宗
そう

徧
へん

が茶
さ

頭
どう

をしており、第

8代藩主小
お

笠
がさ

原
わら

長
なが

恭
ゆき

が入封した際には、三世山
やま

田
だ

宗
そう

円
えん

が棚倉に在住し、のちに江

戸の小笠原家下屋敷近くに茶室を構えて茶道の研鑽に励んだと伝えられている。 

また、長岡藩主の牧
まき

野
の

忠
ただ

精
きよ

が享和 3年（1803）に藩士 2人に命じて白河藩、三

春藩、棚倉藩の様子を調べさせ、調査結果を記した『陸奥の編笠』という日記が

あり、このなかで「者頭高須金右衛門といふ人あり代々茶を翫ぶ家にて数寄人遠

路より尋ね来れハ他所人なり共茶を振る廻ひ楽しミとすといふ」(者頭の高須金

右衛門という人がいて、代々茶道をたしなむ家の人で、数寄者が遠くから訪ねて

くれば、他の地域の人でも一緒に茶を飲むことを楽しみとしている。)と記載さ

れており、城下町でもお茶が楽しまれていたことがうかがえる。 

江戸後期に第 17 代棚倉藩主阿部正

静とともに棚倉城に住んだといわれ

る阿部正備（隠居により養浩と称す。）

が愛用した茶室は、明治期に町内の商

家が譲り受け、自宅の屋敷の離れとし

て移築し、利用されてきた。 

町内には、棚倉藩主小笠原家の茶頭

を務めた山
やま

田
だ

宗
そう

也
や

（宗円の子）書付の

茶道具が城下の茶家に代々伝えられ

ているほか、明治期に使用された茶器

が残されており、当時から茶道が行わ

れ、現在まで伝えられていることがわ

かる。また、昭和 20 年代に茶道を行っ

ている写真も残されており、昭和期に

おいても、町内で茶道がたしなまれて

いたことがわかる。 

城下町での茶道風景 

昭和 20 年代の茶道風景 
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現在、棚倉城跡にある阿部正備茶

室では、毎年 4 月の十万石棚倉城ま

つりの時期に野点が行われており、

棚倉城跡と茶室、茶道が一体となっ

て市街地環境を形成している。この

ほか、町内では、毎年秋に阿部正備

茶室や城下の蓮家寺や長久寺など

の寺社を茶席とした大茶会が開催さ

れ、茶室や寺社内での野点でお茶が

振る舞われており、城下に息づく茶

道文化と歴史的な建造物が融合し、

城下の歴史的な風景を作り出してい

る。 

このような茶道文化を継承していく

ため、町内の茶道愛好家で組織する

棚倉茶道会では、町内の幼稚園や小

学校で、園児、児童を対象とした茶道

教室を開催しており、町民が茶道文

化に触れあうことのできる環境を設け

ている。 

また、棚倉城の城下町では、茶道

に欠かせない和菓子も古くから作られ

てきた。そのうちの一つの「久
く

桁
げた

屋
や

入
い り

野
の

堂
ど う

」には、明治 18 年(1885)に東白

川郡役所から交付された菓子製造営

業免許が残り、明治期から続く和菓子

店であることがうかがえる。また、別の

和菓子店である「甘
かん

盛
せい

堂
ど う

」には、昭和

30 年(1955)に撮影された店舗の写真

があり、そのころには茶道に使用する和菓子を作っていたことがわかる。このような店

では、四季折々の生菓子や干菓子が作られ、茶道の菓子として供されている。店先に

は季節を感じさせる菓子名が張り出され、城下町の人々はその商品や飾付けなどによ

長久寺での大茶会 

棚倉城跡での野点 

町内の茶室を利用した小学校の茶道教室 
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り四季を感じることができ、和菓子が城下の茶道文化の一部を構成している。 

 

 

 

昭和 30 年代の町内の和菓子店 

町内の和菓子店で作られる四季折々の和菓子（左：春の和菓子、右：秋の和菓子） 

菓子製造免許鑑札(明治 18 年(1885)) 
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城下での茶道文化の範囲図 
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<コラム> 立花宗茂と桜
さくら

清水
し み ず

 

茶道に関連する清水として、古くは立花宗茂が茶をたてるのに使用したと言

われている桜清水が現存する。この桜清水は、現在の棚倉小学校の東側に位置

している。慶長 14 年(1609)に赤館城主であった立花宗茂が現在の棚倉小学校

敷地に居宅を構え、そこを大長屋と称し、多数の桜を植えた。その桜の根元よ

り湧き出た清水を桜清水と名づけ愛用したと伝えられる。桜清水は、棚倉小学

校の校歌にも盛り込まれ、町民や棚倉小学校の児童により守り続けられている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) おわりに 

江戸時代以前に当地域を治めた拠点であった赤館城と、江戸時代に築城され、

戊辰戦争により落城した棚倉城は、両城ともに歴史の流れにより廃城となった

が、廃城後に地域の住民により守られ、本丸や主郭の形状が残されている。さら

に、棚倉城跡には、水堀や土塁、赤館城跡には土塁や空堀が残され、悠久の歴史

桜清水の清掃風景 

棚倉小学校校歌 

桜清水 



86 

に浸ることのできる場所となっている。また、現在は両城ともに城の役割とは別

に公園として整備され、憩いの場となっており、春の花見を中心に行楽が行われ

ている。 

棚倉城を中心とした城下町では、江戸時代の街道筋が残り、その街道筋を棚倉

秋まつりでは屋台が巡行し、街道筋に残る歴史的な建造物と一体となって歴史

的な風情を醸し出している。 

これからも、町民の憩いの場として、また町民の誇りとして棚倉城跡や赤館城

跡、歴史的な建造物を守り続けるとともに、そこで行われている棚倉秋まつりや

花見等の行楽、茶道といった城下の文化や活動を今後も続け、継承してくことが

重要である。 

棚倉城跡と城下のまつり、行楽にみる歴史的風致の範囲図 
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2 馬
ば

場
ば

都
つ

々
つ

古
こ

別
わけ

神
じん

社
じゃ

にみる歴史的風致

(1) はじめに 

 馬場都々古別神社は、棚倉城跡の西側約 800ｍの馬場地区にあり、約 2.6ha の

鎮守の杜が広がっている。神社の南側には、門前の馬場の集落があり、その周囲

には田園が広がる。馬場都々古別神社の創建は古く、平安時代の『延
えん

喜
ぎ

式
しき

神
じん

名
みょう

帳
ちょう

』には白河郡の大社「都都古和氣神社」として記載されており、古くから陸奥
む つ

一宮
いちのみや

として崇敬されてきた神社である。 

 

(2) 馬場都々古別神社の起源と歴史 

馬場都々古別神社は、日本
や ま と

武
たけるの

尊
みこと

がかつて

東
とう

夷
い

の大将をしずめた際に、本町の北に隣接す

る白河市 表
おもて

郷
ごう

の建
たて

鉾
ほこ

山
やま

に鉾を祀
まつ

り、祈ったこ

とが始まりとされており、のちに大同 2 年

（807）坂
さかの

上
うえの

田
た

村
むら

麻
ま

呂
ろ

が現在の棚倉城跡の地

に社地を遷して社殿を造営したとされている。 

古代から中世に至る沿革は明らかではない

が、鎌倉時代に作られたと伝えられている長
なが

覆
ふく

輪
りん

太
た

刀
ち

や赤
あか

絲
いと

威
おどし

鎧
よろい

残
ざん

闕
けつ

が伝来しており、武家

の崇敬が厚かったことがうかがえる。 

室町時代前期には、足
あし

利
かが

義
よし

満
みつ

の命により大が

かりな社殿の造営があったとされ、「奥
おう

州
しゅう

高
たか

野
の

馬場都々古別神社の一の鳥居から 

馬場都々古別神社の社叢を望む 馬場都々古別神社周辺図 

馬場都々古別神社の明治期の境内図 

（福島県神社庁文書 古社寺調） 
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郡
ぐん

北
きた

郷
ごう

馬
ば

場
ば

近
ちか

津
つ

大
だい

明
みょう

神
じん

宝
ほう

前
ぜん

」の銘がある応永 8年(1401)の銅鐘も伝えられてい

た。また、文禄 3年（1594）の『馬場都々古別神社縁起』では、明応元年（1492）

の大地震で被害を受け、白河城主の小峰家が再建したとされている。 

その後、文禄 3年（1594）には、豊臣秀吉の命で佐
さ

竹
たけ

義
よし

宣
のぶ

が社殿を造営したと

されている。これは『馬
ば

場
ば

都
つ

々
つ

古
こ

別
わけ

神
じん

社
じゃ

造
ぞう

営
えい

目
もく

録
ろく

写
うつし

』や『馬
ば

場
ば

都
つ

々
つ

古
こ

別
わけ

神
じん

社
じゃ

造
ぞう

営
えい

勧
かん

進
じん

書
しょ

状
じょう

』が残されており、単なる修理だけでなく本格的な造営であったこ

とがうかがえる。佐竹氏が慶
けい

長
ちょう

7 年(1602)に秋田に移封され、その後、第 2 代

棚倉藩主丹
に

羽
わ

長
なが

重
しげ

による棚倉城の築城に際し、現在の地に遷
せん

座
ざ

された。 

 

(3) 馬場都々古別神社の建造物 

馬場都々古別神社には、寛永 2年（1625）の棚倉城築城の際に現在の社地に移

築された本殿が残されている。江戸期に建造された拝殿は、本殿の南側にあり、

渡廊下で本殿と結ばれている。また、本殿の北側には、東照宮があり、東照宮本 

馬場都々古別神社配置図 馬場都々古別神社一の鳥居建設 

（昭和 15年（1940）） 

馬場都々古別神社東照宮と石灯籠 
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殿の前には歴代藩主が寄進した石灯籠が 3 組合計 6 基残されている。それぞれ

の石灯籠には、享保 20年（1735）、天保 7年（1836）、嘉永 7年（1854）の刻印

がされており、歴史を感じさせる。拝殿の南側には随身門があり、随身像が残る。 

随身門の南東側には昭和初期に造営された社務所があるほか、境内の南端に

は二の鳥居があり、その二の鳥居の南側 250ｍの集落の入り口に昭和 15年(1940)

に建造された一の鳥居がある。このように、門前の集落から神社の境内にかけて

関連した建造物群が形成されている。 

 

① 本殿（国指定の重要文化財） 

本殿は、旧社地の棚倉城から寛永 2年（1625）に移築されたものである。この

移築については、棟札の写しが残されており、旧社地のものを解体し、再び組み

立てたということが明らかになっている。移築前の造営年代については、平成 24

年(2012)度の『馬場都々古別神社建造物調査報告書』では、文禄 3年（1594）に

造営された可能性が高いとされている。 

本殿の建築形式は、三
さん

間
げん

社
しゃ

流
ながれ

造
づくり

で、

身
も

舎
や

の平面は、桁行 3間、梁間 2間で、

正面には 3 間の向
こう

拝
はい

を延ばし、3 間幅の

7 級木階
きざはし

を設けている。切妻造の屋根は

銅板葺で箱棟を上げ、両端に千木
ち ぎ

、中央

に堅魚
か つ お

木
ぎ

5本を載せる。 

      

② 拝殿 

拝殿は、本殿の南、約 10ｍの場所に建

ち、本殿と拝殿を繋ぐ渡廊下や西側の神
しん

饌
せん

所
しょ

に接続をしている。 

建築年代を示す棟札は確認できない

が、馬場都々古別神社に所蔵されている

『古
こ

證
しょう

文
もん

写
うつし

 家
か

系
けい

明
めい

細
さい

録
ろく

』には、安永
あんえい

6

年（1777）に「御宮拝殿并長床末社堂再建

成就也」とあり、平成 24 年(2012)度の

『馬場都々古別神社建造物調査報告書』においても江戸後期の安永 6年（1777）

の建築として報告されている。 

馬場都々古別神社本殿 

⇐千木 

堅魚木⇒ 

馬場都々古別神社拝殿 
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形式は、正面が 3間、側面が 3間、

背面 5間、正面と両側の側面に刎
はり

高欄
こうらん

付の切目縁を廻し、後方両端に脇障子

を付ける。正面には唐
から

破
は

風
ふ

造の一間向

拝を設ける。内部は仕切りのない広い

一室で、拭
ぬぐ

板
いた

敷
じき

、棹縁天井となってい

る。屋根は昭和期に銅板葺に替えられ

たが、昭和初期の写真ではこけら葺で

あったことがうかがえる。 

全体的に改造は少なくないが、主要

部材をよく残しており、当初の規模や

形式が維持されている建造物となっている。 

 

③ 随身門 

随身門は、境内中央の平坦

地の南端に南面して建つ。

切
きり

妻
つま

造
づくり

の八
はっ

脚
きゃく

門
もん

形式の門

で、現在は随身像だけが安

置されている。江戸時代に

安置されていた仁王像は明

治時代になってからの神
しん

仏
ぶつ

分
ぶん

離
り

によって、町内にある

長
ちょう

久
きゅう

寺
じ

へ棟札とともに移

動されている。この棟札に

は、元
げん

治
じ

元年（1864）に着手、

慶応元年（1865）に完成した

とある。このときには随身像もつくられており、仁王像と同じく慶応 3年（1867）

に完成したことが、神社に保管されている銘
めい

札
さつ

から判明している。 

構造は、中央間を通路とし、両脇間は前後を板壁で区画し、前側に随身像を安

置している。両脇間の腰には金剛柵を設ける。通路となる中央の天井は鏡天井で、

雲竜の墨絵が描かれている。虹
こう

梁
りょう

や 頭
かしら

貫
ぬき

木
き

鼻
ばな

の絵
え

様
よう

繰
くり

型
がた

は渦
か

紋
もん

を雲
くも

紋
もん

であし

らった鮮やかなもので、江戸末期らしい形と彫り方になっている。主要な部材は

馬場都々古別神社拝殿（手前）と 

本殿（奥）（昭和初期） 

【写真：馬場都々古別神社随身門】 

馬場都々古別神社随身門 
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ほとんどがケヤキ材で、彩色のない素木である。後世の改造はほとんどないが、

銅板葺の屋根は昭和 35年(1960)の改修のものであり、建築当初は本殿と同じく

こけら葺であった。 

 

④ 東照宮 

東照宮は、本殿の北側、境内の最深

部に南側を正面に建ち、境内全体を見

渡す場所に位置する。構造は、一間社

流造の形式で、正面と両側面の三方に

刎高欄付きの切目縁を廻す。正面には、

1間の向拝を延ばし、5級の木階と浜縁

が設けられ、切妻造りの屋根は、鉄板

葺となっている。 

建築年代を示す棟札は確認できない

が、『古證文写 家系明細録』には、棚

倉藩第 7 代藩主の松
まつ

平
だいら

武
たけ

元
ちか

が元文 3

年（1738）年に、東照宮を造替したとあり、平成 24年(2012)度の『馬場都々古

別神社建造物調査報告書』においても、この時期の建造と報告されている。 

後世の改変は、鉄板葺の屋根程度で、部分的な破損や腐朽があるものの、全体

状態は良好で、江戸中期の技法や特性を現在に伝える建造物である。 

 

(4) 馬場都々古別神社の神楽 

① 由来 

馬場都々古別神社には、神楽が伝え

られている。この神楽の伝来につい

ては明らかではないが、明治 30 年

(1897)に発行された『東白川郡沿革

私考』には、「例祭には拝殿にて古神

楽及太々神楽を奏す」と記されてお

り、当時から神楽が行われていたこ

とがわかる。また、平成 6年(1994)に

出版された『日本の伝統芸能』には、

馬場都々古別神社東照宮 

 馬場都々古別神社の社伝旧御神楽（神招き） 
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「社
しゃ

伝
でん

旧
きゅう

御
お

神楽
か ぐ ら

」が明治期に一度休止されていたが、昭和 27年(1952)に記録を

もとに再開したと記載されている。 

 

② 内容 

馬場都々古別神社の神楽には、「社伝旧御神楽」と「太
だい

々
だい

神楽
か ぐ ら

」が伝わってい

る。 

「社伝旧御神楽」は、古い神楽の系統を引くもので、江戸時代には、馬場都々

古別神社の神幸祭の際に各地区に設置された御
お

旅
たび

所
しょ

で奉
ほう

奏
そう

されていたと言われ

ている。 

明治維新後、馬場都々古別神社の神幸祭が行われなくなり、「社伝旧御神楽」

も一時休止されたが、昭和 27年(1952)に記録をもとに再開されている。その休

止期間中に「太々神楽」が県内の三春
み は る

方面から伝わったと言われている。 

「太々神楽」は、主に五穀豊穣を願い、太々神楽講祭で舞われる神楽で、馬場

地区の「社
しゃ

家
け

（代々神社に仕える家）」と呼ばれる人々によって受け継がれ、舞

われている。（浦安舞は地元の少女たちによって舞われる。）神楽には、それぞれ

次の演目がある。 

 

社伝旧御神楽の演目 

演目 舞方数 採物 

五人神楽 6名 白扇 

神
かみ

招
まね

き 2名 幣・鈴 

巫女
み こ

舞 1名 幣・鈴 

舞の手 1名 扇・鈴 

一
いち

人
にん

太刀
た ち

 1名 太刀・鈴 

二
に

人
にん

太
た

刀
ち

 2名 太刀・鈴 

三
さん

人
にん

太
た

刀
ち

 3名 太刀・鈴 

岩
いわ

戸
と

舞
まい

 1名 幣・鈴 

弓 2名 弓・矢・鈴 

白
しら

杖
つえ

 2名 杖・鈴 

しゃご舞 2名 三方散米・鈴 



93 

演目 舞方数 採物 

舞のしもん 2名 扇・鈴 

このなかの五人神楽は、太郎、

二郎、三郎、四郎の各王子と五

郎姫に、博士の 6 人で行い、各

王子は烏帽子
え ぼ し

、面、それぞれの

色（太郎：青、二郎：赤、三郎：

白、四郎：黒）の狩
かり

衣
ぎぬ

と袴、太刀

を差し、それぞれの色の布旗を

付けた篠竹を背に付ける。五郎

姫は天
てん

冠
かん

、姫
ひ

面
めん

、千
ち

早
はや

、緋
ひ

袴
ばかま

、

白扇を持つ。博士は烏帽子
え ぼ し

、面、

狩
かり

衣
ぎぬ

、太刀を差し、白扇を持つ。各王子が東西南北に、中央に五郎姫が立ち掛け

合いで進めていく。 

 

太々神楽の演目 

演目 舞方数 採物 

御
ご

幣
へい

舞
まい

（御
ご

神
しん

囃
ばやし

） 1名 幣・鈴 

四
し

方
ほう

固
がた

め 1名 鋤 

宇
う

賀
が

舞
まい

 1名 三宝 

よつ 1名 扇 

夷子
え び す

舞
まい

 1名 釣ざお・はけご 

大黒舞 1名 宝珠・鈴 

浦
う ら

安
やすの

舞
まい

 4名 扇・鈴 

馬場都々古別神社五人神楽 

太郎  二郎 三郎  四郎 五郎姫 博士 
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③ 上演日 

馬場都々古別神社の神楽のうち「社伝旧御神楽」と「太々神楽」の数座が毎年

選ばれ、9月の例大祭の祭式中に拝殿で舞われている。 

また、5月 1日を「太々神楽の日」あるいは「太
だい

々
だい

講
こう

」とも称し、神社の拝殿

において太々神楽を奉納している。「太々神楽の日」については、昭和 43年（1968）

4 月 29 日の『夕刊たなぐら』には「太々神楽奉奏」として開催案内が掲載され

ており、その当時から行われていたことがうかがえる。 

       

(5)馬場都々古別神社の例大祭 

馬場都々古別神社では、家内の健康安全や諸事開運、五穀豊穣を祈願し、9月

に例大祭を開催している。以前は 9月 12日に執り行われていたが、現在は 9月

12日または直前の日曜日に行われている。 

馬場都々古別神社の太々神楽（四方固め） 

馬場都々古別神社の太々神楽(御神囃) 馬場都々古別神社の太々神楽(浦安舞) 
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例大祭では、拝殿内で神事が行われ、神楽が奉納される。神事後には、氏子の

子供たちが子供神輿を奉納する。その後、子供神輿は境内から出て、馬場集落内

を練り歩き、子供たちの掛け声が、集落内に響き渡る。子供神輿のルートは、境

内から一の鳥居まで南下し、その後、馬場地区だけでなく、広
ひろ

畑
はた

地区や日向前
ひなたまえ

地

区を神輿は巡り、神社に戻る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

馬場都々古別神社例大祭子供神輿奉納の様子 馬場都々古別神社例大祭子供神輿の様子 

馬場都々古別神社例大祭の範囲図 
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また、例大祭では奉納行事として武道大会が開催されており、境内で剣道大会

や弓道大会が行われている。これは馬場都々古別神社が武神の日本武尊を祀っ

ていることに由来する。昭和 40年(1965)『夕刊たなぐら』には、剣道大会のほ

かに柔道大会についても掲載されており、以前は柔道大会も開催されていたこ

とがうかがえる。柔道大会は、現在は行われていないが、剣道大会は継続されて

おり、平成 15年(2003)からは、弓道が再興され、現在は剣道と弓道の大会が行

われている。 

 

(6) おわりに 

荘厳な杜に囲まれる馬場都々古別神社は、棚倉城の築城に伴い、社殿を遷し現

在の地で 400年近く鎮座する由緒ある神社である。馬場都々古別神社には、2種

類の神楽が伝わり、地区の氏子により代々伝えられているとともに、毎年 9 月

には例大祭が行われ、家内の健康安全や諸事開運、五穀豊穣を祈願し、地区の氏

子の子供たちが子供神輿を担ぎ、地区内を練り歩く。また、境内で開催される奉

納武道大会には多くの町民が参加している。 

馬場都々古別神社や神社の門前に形成されている馬場集落にある歴史的建造

物、例大祭で行われる神楽や子供神輿等の人々の活動、それらを支える地区住民

が一体となって、陸奥一宮の歴史的風致を形成しており、これら歴史的風致を後

世に残していくことが重要である。 

馬場都々古別神社例大祭剣道大会 馬場都々古別神社例大祭弓道大会 
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馬場都々古別神社にみる歴史的風致の範囲図 
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3 八
や

槻
つき

都
つ

々
つ

古
こ

別
わけ

神社の御
お

田
た

植
うえ

と神楽
か ぐ ら

にみる歴史的風致 

(1) はじめに 

八槻地区は、本町の最南端

に位置し、地区の東側には久

慈川が流れ、西側には八溝山

系の山裾が続く地区である。

地区中心を棚倉藩と水戸藩

を結んだ旧水戸街道の国道

118 号が通り、国道沿いに集

落が形成されている。また、

久慈川沿いには、田園が広が

り、稲作が盛んに行われてい

る。 

地区の北側には、八槻都々古別神社が鎮座し、境内は全体が鬱
うっ

蒼
そう

とした社
しゃ

叢
そう

で

包まれている。神社の北側を西方から東方に近
ちか

津
つ

川が流れ、八槻都々古別神社の

東南で久慈川と合流している。八槻都々古別神社の南側には門前の集落が形成

されており、神社の社家や氏子の住宅が並ぶ。住宅は、街道に対し東西に並び、

主
おも

屋
や

、納
な

屋
や

、土蔵などで構成される。間口は 10 間(約 18ｍ)程度、奥行きは 20

間(約 36ｍ)程度である。主屋は、街道に接して敷地の北側に建ち、多くが入
いり

母
も

屋
や

屋根、寄
よせ

棟
むね

屋根で、東西方向に横長に建てられている。主屋の前面（南側）は庭

となり、土蔵や納屋は街道に対して敷地内の奥に建てられていることが多い。ま

た、門前の集落には、八槻都々古別神社の宮司の住まいであった八槻家住宅があ

り、神社と門前の集落が一体となって市街地環境を形成している。この八槻都々

古別神社と門前の集落、八槻家住宅は、江戸時代に描かれた八槻都々古別神社の

境内絵図にも記載されており、江戸時代から町割りが変わっていないことがう

かがえる。 

八槻都々古別神社では、古くから五穀豊穣を願い、旧暦の正月 6 日に、楽人

（御田植や神楽の演じ手）による民俗芸能の「御田植」が行われているほか、「七
しち

座
ざ

の神楽」や「太
だい

々
だい

神楽」といった神楽が舞われている。この神楽は、12 月に

神社と門前で開催される霜月例大祭で舞われており、神社と門前集落の住民が

一体となり、民俗芸能や祭りを守っている。

  

八槻都々古別神社と門前集落の町割 

如意輪寺 

八槻都々古別神社 

旧水戸街道 

門前集落 
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(2) 八槻都々古別神社の起源と歴史 

八槻都々古別神社は、日本
や ま と

武
たけるの

尊
みこと

が八溝山で東国の大将を討った際、守護神

としていた 3人の神々が表郷の建
たて

鉾
ほこ

山
やま

より箭（矢）を放ち、その箭が着いた場所

を箭
や

津
つ

幾
き

（八槻）として、神社を創建したのがはじまりと伝えられている。

八槻地区見取図 
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祭神は農業の神である味
あじ

耜
すき

高
たか

彦
ひこ

根
ね

命
のみこと

と日本武尊で、中世には後者による武

神としての性格を強くしていったとされている。 

八槻都々古別神社が初めて歴史書にみることができるのは、承和 7年(840)に

成立した『日
に

本
ほん

後
こう

紀
き

』で、延長 5年(927)に、全国の神社の格を定めた『延
えん

喜
ぎ

式
しき

神
じん

名
みょう

帳
ちょう

』にも記載されている。 

中世における八槻都々古別神社は、修
しゅ

験
げん

道
どう

と呼ばれる山々や霊地で厳しい修

行を積むことで霊
れい

験
げん

のある不思議な力を身につけることを目的とした宗教者の

拠点であった。八槻都々古別神社の宮司であり、同時に修験道のリーダー的存在

でもあった別
べっ

当
とう

大
だい

善
ぜん

院
いん

は、聖地とされた熊
くま

野
の

参
さん

詣
けい

の際に信者を引率する先
せん

達
だつ

と

いう役職を務め、その勢力は、依
より

上
かみ

保
ほ

（大子町）やいわき市など広範囲に及んで

いた。 

また、現在国道 118 号を挟んで西側に位置する如
にょ

意
い

輪
りん

寺
じ

はかつて八槻都々古

別神社の別当が管理をしていた神
じん

宮
ぐう

寺
じ

と呼ばれる付属寺院であり、江戸時代に

は神社の東側に存在していたが、明治初期の神仏分離により現在の場所に移転

建立されている。 

明治 6 年（1873）創設された近代社格制度では、当初、八槻都々古別神社は郷
ごう

社
しゃ

とされたため、国
こく

幣
へい

中
ちゅう

社
しゃ

に列せられるよう嘆願し、同 18 年（1885）に国幣中

社となった。明治 28 年(1895)に八槻都々古別神社が作成した社寺明細には、本

殿及び拝殿、随身門が現在の同様の配置で、見取図が掲載されており、明治期に

は現在の神社の形ができていたことがうかがえる。 

八槻都々古別神社境内見取図（福島県神社庁文書 古社寺調） 
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(3) 八槻都々古別神社に関する建造物 

八槻都々古別神社には、江戸期に建てられた本殿や随
ずい

身
しん

門
もん

があり、県指定の

重要文化財に指定されている。また、御田植や神楽が行われる拝殿や霜月例大

祭で出店が出る参道があり、地区と密接なかかわりあいのある神社である。こ

のほかに本殿の東側には、小規模な末社である皇
こう

朝工
ちょうこう

祖
そ

神社や熊野神社、石造

りの祠
ほこら

の金
こん

毘
ぴ

羅
ら

神社や北
きた

野
の

神社があり、その東には石灯籠が並んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
八槻都々古別神社配置図 
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① 八槻都々古別神社 本殿（福島県指定重要文化財） 

本殿は基本的に三
さん

間
げん

社
しゃ

流
ながれ

造
つくり

の

形式で、身
も

舎
や

の平面は、桁行 3 間、

梁間 3 間で、周りに刎
はね

高
こう

欄
らん

付きの

切
きり

目
め

縁
えん

を廻し、両側後方に脇障子

を設ける。身舎の奥行を 3 間（実

質的には 2 間半）としている点が

一般的な流造と異なっている。正

面は、3 間の向
こう

拝
はい

を延ばし、7 級の

木
きざ

階
はし

を設けているが、浜
はま

縁
えん

は設け

ていない。身舎周りの縁
えん

は束
つか

立
だて

で

なく、腰
こし

組
ぐみ

としているため、正

面の向拝の足廻りは独立した

かたちでつくられており、海
え

老
び

虹
こう

梁
りょう

で身舎の腰組と繋ぐ

独特な構法となっている。本

殿の建立年代を示す棟札や墨

書はないが、寛政 2 年(1790)

に書かれた『近津明神別当大

善院由緒書』に記述があり、少

なくとも寛政期には建立されていたことがうかがえる。また、外
げ

陣
じん

にある棟札

は昭和 8 年(1933)の修理のもので、屋根葺替と塗装塗替えと記されていること

から、この時期に銅板葺きになったことがわかる。 

 

② 八槻都々古別神社 拝殿 

拝殿は、桁行 5 間、梁間 3 間

の入母屋造で四方に刎高欄付き

の切目縁を廻し、後方両隅に脇

障子をつけ、正面には唐
から

破
は

風
ふ

造
づくり

の一間向拝を設ける。屋根は昭

和期に銅板葺に替えられたが大

八槻都々古別神社本殿腰組 

八槻都々古別神社本殿 

⇐刎高欄付 
 切目縁 

↑木階 
⇐海老虹梁で身舎の

腰組と向拝を繋ぐ 

⇐腰組構造 

⇐脇障子 

唐破風造り 
の向拝⇒ 
 

向拝⇒ 

八槻都々古別神社拝殿 
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正 13 年(1924)の古写真から元は

こけら葺であったことがわかって

いる。建立年代を示す棟札や墨書

はないが、平成 23 年(2011)度の

『八槻都々古別神社・八槻家住宅

調査報告書』には、古写真が掲載さ

れており、大正期以前の建築物で

あり、明治期中期に再建されたも

のだということを有力としてい

る。

 

 

③ 八槻都々古別神社 随身門（福島県指定重要文化財） 

随身門は、切
きり

妻
つま

造
づくり

の八
はっ

脚
きゃく

門
もん

で、中央

間、両脇間、梁間を 3 対 2 対 2 ともっと

も美しいとされる分割にしており、細部

を見ると、頭
かしら

貫
ぬき

木
き

鼻
はな

、蟇
かえる

股
また

の桁隠の彫

刻、六花弁を基本にした地紋彫りの工作

があるほか、竜、鳳凰、鶴、鯉と仙人を

天井板に墨絵で描かれている。建立年代

を示す棟札や墨書はないが、平成 23 年

（2011）度の『八槻都々古別神社・八槻

家住宅調査報告書』では、本殿と比較す

るとほぼ同様の様式細部を有していながらも、本殿よりやや技巧的に進んでいる感が

あることから、本殿に引き続き江戸中期（享保年間(1716～36)）に造営されたと考え

られている。 

 

④ 八槻家住宅（福島県指定重要文化財） 

八槻都々古別神社の宮司の住まいであった八槻家住宅は、八槻地区の中心に

あり、南北に 120ｍ、東西に 75ｍの広大な屋敷地が土塁と堀に囲まれ、中世の面

影をとどめている。南側は、板
いた

塀
べい

と土
ど

塁
るい

で仕切り、薬医門の表門と脇門を持ち、

八槻都々古別神社随身門 

大正 13 年(1924)の八槻都々古別神社拝殿 

『八槻都々古別神社・八槻家住宅調査報告書』より 
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敷地の中央に、茅
かや

葺
ぶき

の主屋棟と書院棟

が現存する。 

主屋棟は桁行 4間、梁間 4 間の規模

で、日常生活に使用されていた。主屋

棟には、数寄屋
す き や

建築の要素が見られ、

面皮
めんかわ

仕上げの柱、長押
な げ し

、竿
さお

縁
ふち

は田の字

に配置された 4 室すべてに用いられ

ており、民家の建築としては、非常に

手の込んだ造りとなっている。 

一方、書院棟は、桁行 7間、梁間 4間で、南側には 1間幅の広縁、南面西側に

入
いり

母
も

屋
や

破
は

風
ふ

を冠した玄関があり式台
しきだい

がつく。内部は東西に 1 列に 3 室が並んで

おり、一ノ間、二ノ間、玄関ノ間と続く。書院棟は、柱、長押、天井竿縁まで面

皮仕上げとし、欄間の意匠も多彩で、玄関まわりも実に手の込んだ作りとなって

いる。 

建築年代については、年代を示す棟札や墨書はないが、平成 23 年(2011)度の

『八槻都々古別神社・八槻家住宅調査報告書』では、書院棟の様式は、八槻都々

古別神社の本殿や随身門に類似した装飾細部があり本殿や随身門に比べると少

し発達したものと判断されるため、18 世紀中期の建築と考えられている。 

 

(4) 八槻都々古別神社御
お

田
た

植
うえ

 

① 由来 

御田植は、旧暦の正月 6日に、八槻都々古別神社に

おいて、豊作を祈願し田植えの作業過程をせりふのや

り取りや所作で演じられる民俗芸能である。御田植の

伝来については、伝承はないが、狂言風の詞
し

章
しょう

と所

作からみれば、鎌倉時代以降それほど経たない時期に

伝えられたと考えられる。 

明治 18 年(1885)に八槻都々古別神社が国幣中社に

なる際に提出した『御
おん

列
れっ

格
かく

書
しょ

類
るい

』に、御田植の様子

が描写された「御
お

田
た

植
うえ

祭
さい

之
の

圖
ず

」が記載されているこ

とを考えると、明治中期においても御田植が行われ

ていたことがうかがえる。 

八槻都々古別神社御田植 

（水
みな

口
くち

祭りでの天狐の舞） 

八槻家住宅主屋棟と書院棟 
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② 御田植保存会 

御田植保存会は、昭和 46 年(1971)4 月に県の重要無形民俗文化財に指定され

たのを契機に結成され、御田植の運営に携わっている団体である。御田植保存会

の会員は、八槻地区の住民であり、2年に一度役員を決定し、7名の役員を中心

に御田植の際の様々な役割を担っている。活動としては、年間を通して八槻都々

古別神社境内の清掃を行うほか、御田植で舞う楽人の練習の支援、御田植の招待

者への招待状の発送や御田植後に行われる直会の準備を行っている。また、御田

植の周知のためにチラシやポスターを作成し、町内や近隣市町村で配布や掲示

を行っている。 

 

③ 準備 

御田植に用いる「餅
もち

鍬
ぐわ

」や「中
ちゅう

飯
はん

」と言われる餅は、戦前までは八槻都々古

別神社北側にあった神田から収穫した米を用いていたが、戦後は農地改革によ

り神田が解放され、現在は、氏子から寄進された米を用いている。 

御田植の前日に、楽長(楽人の長)の自宅に楽人が集まり、餅つきを行い、準備

をする。なお、餅鍬の柄に使うにわとこの枝については、八槻都々古別神社の宮

司宅である八槻家住宅にあるにわとこの木の枝を切り、使用している。また、「松

舞」や「あしおとめ」などに使用する松の枝については、楽人宅の庭や八槻地区

の山間部に植生しているものを切って準備をしている。前日についた餅を当日

の朝に切ってそれぞれの形にするが、餅鍬は 40 ㎝前後に平たく丸めた餅を四つ

に切って扇形にし、長さ 30 ㎝から 40 ㎝のにわとこの枝を差し、完成させる。こ

れと同形で大きさが半分ぐらいの小さい餅鍬も 30 本程度作成される。 

 

 

 

 

 

 

御田植に使用される中飯、餅鍬 

餅鍬 
中飯 
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また、舞の練習は、御田植の約 1か月前から八槻都々古別神社の社務所で行わ

れる。楽人の練習のほかに、御田植に参加する近津小学校郷土史クラブへの伝承

活動が行われており、郷土史クラブの児童は御田植に参加している。 

④ 御田植当日 

御田植は、当日の午前 10 時から八槻都々古別神

社の拝殿を舞殿として行われる。舞殿には、向か

って右側に宮司と氏子総代、それに参列者が、左

側に楽人が座る。正面には、白木の案
あん

(玉串や神
しん

饌
せん

を置く台)を置き、餅鍬、松の枝、幣
へい

束
そく

、鈴などの

採
とり

物
もの

をのせる。 

神楽に続き、せき検分から中飯までの田遊びが

行われるが、田遊びは、宮司の指示によって、舞

手が稲作の過程を順を追って模擬的に演じる。舞

手は「神
み

子
こ

舞」を除いてすべて楽人であり、烏帽子
え ぼ し

、

狩
かり

衣
ぎぬ

、白足袋を着用し、座っているときは、笏
しゃく

を

持ち、舞う場合のみそれぞれの採物を手に舞う。「神
み

子
こ

舞」は近津小学校郷土史

クラブの女子二人で行われ、前
まえ

天
てん

冠
かん

に千早
ち は や

、緋
ひ

袴
ばかま

、白足袋姿で舞う。 

 

 

 

 

 

 

神
み

子
こ

舞 

社務所での練習風景 近津小学校郷土史クラブの練習風景 

前天冠 

千早 

緋袴 
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(ア) 神楽 

御田植の各演目は、宮司の呼びかけに応じて

楽人が立ち上がり演じられる。最初に「奥州の

山々に旧冬よりどっしりと積もった雪もいつ

しか消えて雲雀
ひ ば り

の声も声高く聞こえるように

なりましたので、当お明神さまにおきましても

おみ田植に取りかかることにいたします」と宮

司が呼びかけると「さようにごありますか」と

答えて、神楽（松
まつ

舞
まい

、神
み

子
こ

舞、幣
へい

舞
まい

）の三座が

順番に舞われる。 

 

(イ) せき検分 

せき検分は、呼びかけに応じて二人の楽人が「昨年は、たいした大水もなく、

そちもないように思われますが」などと言い餅鍬を担いで拝殿を回りながら堰

を確認する様子を演じる。 

 

(ウ) めばらい 

めばらいは、餅鍬を使い大
おお

堀
ぼり

を「がり、がり、

がり」、小
こ

堀
ぼり

を「ザラ、ザラ、ザラ」などといいな

がら、堀を手入れする様子を演じる。 

 

(エ) 田
た

耕
うな

い触
ぶ

れ 

楽長が「これから田うないをする」という意味

の呼びかけを行う。 

 

(オ) 田耕い 

田耕いでは、中央に大太鼓を持ち出し、

太鼓の上面の革の表を田に見立てて、それ

ぞれの餅鍬を手に、太鼓の周囲を回りなが

ら、太鼓を叩いて田を耕す様子を演じる。 

 

 

松舞 

めばらい 

田耕い 

狩衣 

烏帽子 
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(カ) くろばおとし 

 くろばおとしは、畦
あぜ

を整える様子で、餅鍬を手に「さく、さく、さく」と言

いながら、舞う。 

 

(キ) 水取り 

水取りは餅鍬で、水路を作るような所作をしながら、「がぶ、がぶ、が

ぶ・・・・」など、作業の音を口で言い、演じる。 

 

(ク) 代かき 

代かきは、牛の人形べごが曳きだされ、

「べーご、べごべご」と呼びかけながら牛を

探し、牛を曳きだすと大
だい

拍
びょう

子
し

などを持って

呼びながら、拝殿を回り、演じる。 

 

(ケ) 畔
くろ

ぬり 

畔
くろ

ぬりは「がんぶりべたり、どろりべた

り」「べった、べった」「スースー」などと言いながら餅鍬で掘り起こして、塗

り付ける所作をしながら演じる。 

 

(コ) あしおとめ 

あしおとめの意味は不明であるが、松の葉を

拝殿にまいて踏む所作が「こがねのやまぶ

き」「しろこがねのにわとこ」「だいぶ、まん

べんなく入ったようでございやすので」など

ということから、肥料を田に踏み入れている

様子と考えられる。 

 

 

(サ) お種
たね

祈
き

祷
とう

 

お種祈祷では、三方の上に籾を入れた一升枡を置き、その上に大きな丸餅を

三つ重ね、三本の幣束
へいそく

を立てたものが使われ、五穀豊穣を願い、種が無事実る

ように祈りを捧げる。 

あしおとめ 

代かき 
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(シ) 種
たね

蒔
ま

き 

種蒔きでは、楽人が「わせ」「なかて」「お

くて」「もち」と唱えながら、それぞれ種を

蒔く所作を繰り返す。さらに参詣人が申し出

た稲の品種名を唱えながら蒔く所作を演じ

る。 

 

 

 

(ス) 烏
からす

追い 

烏追いは、楽人全員が立ち、大
だい

拍
ひょう

子
し

、締
しめ

太
だい

鼓
こ

、鈴などをめいめいに持ち、音を流しな

がら、「からーす、からーす」と言って烏を

追い払う所作を演じる。 

 

 

 

(セ) 田
た

植
うえ

触
ぶ

れ 

楽長が「これから田植えをする」という意味の呼びかけを行う。 

 

 

(ソ) 田植 

田植えは大太鼓を田に見立てて、楽人

に氏子なども加わって太鼓の周囲を回り

ながら、苗に見立てた松の葉をちぎって

「千両、万両・・」と言いながら太鼓の

面に植えるような所作をする。 

 

 

 

 

種蒔き 

烏追い 

田植 
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(タ) 水
みな

口
くち

祭り 

水口祭りは、水田の用排水の安全と五穀豊穣

を願い行われる祭りである。水口祭りには、白

い狐の面を着け、肩に鍬を担いだ天狐が登場

し、三方を持って餅をまいたりしながら、天狐

の舞を舞う。この狐は稲荷
い な り

の神と考えられてい

る。 

 

 

(チ) 中
ちゅう

飯
はん

 

中飯（ここでの中飯とは、農作業の合間の

休憩のことをいう。）では、楽人が全員で「中

飯、中飯」と言いながら、三方にのせた細長

い餅を参詣人に向かって盛大にまく。 

 

 

中飯が終わると、社務所で宮司と氏子総

代、参列者により直
なお

会
らい

が執り行われ、直会の

参加者には餅鍬が配られる。この餅鍬は、参加者によって五穀豊穣を祈願して、

食される。また、参詣人も撒かれた中飯を持ち帰り、神棚への奉納や五穀豊穣を

願い食す。 

 

御田植の流れ 『御
おん

列
れっ

格
かく

書
しょ

類
るい

』（明治 16 年（1883））より 

        

(ア)神楽         (イ)せき検分       (エ)田耕い触れ 

水口祭り 

中飯 
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 (オ) 田耕い          (キ)水取り       (ク) 代かき 

           

(ケ) 畔ぬり       (コ) あしおとめ     (サ) お種祈祷 

          
(シ) 種蒔き         (ス) 烏追い        (セ) 田植触れ   
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(ソ) 田植           (チ) 中飯 

 

(5) 八槻都々古別神社の神楽 

① 由来 

「八槻都々古別神社の神楽」とは、八

槻都々古別神社の祭礼等で演じられる

「七
しち

座
ざ

の神楽」と「太
だい

々
だい

神
か

楽
ぐら

」の二つの

神楽の総称である。 

この「八槻都々古別神社の神楽」の由

来、起源については伝承もなく明らかで

はないが、古い形式の出雲系の神楽に特

有の「七座の神楽」の名称が、東北地方

ではここだけに残っていることをみる

と、この神楽の歴史が古いことを示して

いると言える。 

また、「七座の神楽」のなかの「釼
つるぎ

舞
まい

」は、宮城県以北に多い法印
ほういん

神楽
か ぐ ら

によく

みられるものである。八槻都々古別神社にも、修験の拠点があったことを考える

と修験者が伝えた神楽であることも考えられる。 

八槻都々古別神社には、猿楽や舞楽くずしに用いられたと思われる古面が 15

口伝えられており、かなり古い時代から民俗芸能が行われていたことは確かで

ある。また、『明治 2 巳日記 野中準太良』のなかには、「十一月朔日ゟ（より）

八槻祭礼有之、此度神道一派ニ相候ニ付、同二日ゟ（より）五日迄社内太々神楽

有候得共、十八神道之神楽ニ唯一神道ニ無之」(11月1日より八槻で祭礼があり、

このたび、神道一派になったので、11 月 2 日より 5 日まで神社内で太々神楽が

八槻都々古別神社の神楽 
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あるが、十八神道の神楽で、唯一神道の神楽では無い。)と記載されており、明

治 2 年(1869)当時八槻都々古別神社において太々神楽が行われていたことがう

かがえる。 

 

② 内容 

八槻都々古別神社に伝わる「七座の神楽」と「太々神楽」は、合わせて 43 座

にも及ぶ多演目の民俗芸能であり、「御田植」とあわせて、古くから八槻都々古

別神社の「社
しゃ

家
け

」と呼ばれる限られた家によって受け継がれてきた。明治期以降

もかつての社家の流れをくむ家から楽人を出すことになっており、この限られ

た人数で多数演目を継承していることは、県内でも類を見ないものである。 

このうち、「七座の神楽」は、次に掲げる各演目で構成される。現在の演目は

8座あるが、「神
かみ

扇
おうぎ

」と「粆
さご

舞
まい

」を続けて舞って、1座と数えることによってあ

わせて「七座」と呼んでいる。 

 

七座の神楽の演目 

※「神子舞」は、演目により「みこまい」、「ししまい」と別の読み方をする。 

演目 舞方数 採物 

神
み

子
こ

舞
まい

 2 名 扇、鈴 

幣
へい

舞
まい

 2 名 幣束、鈴 

弓
ゆみ

舞
まい

 2 名 弓矢、鈴 

白
しら

杖
つえ

 2 名 白杖、鈴 

釼
つるぎ

舞
まい

 3 名 釼、幣束、鈴 

神扇 2 名 扇、鈴 

粆舞 2 名 三宝、鈴 

神
し

子
し

舞
まい

 3 名 大幣神子、鈴 
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神子
み こ

舞
まい

                    幣舞 

 

 

 

 

 

 

 

弓舞                    釼舞 

 

 

 

 

 

 

粆舞                  神子
し し

舞
まい

 

一方「太々神楽」は、地元では単に御
お

神楽
か ぐ ら

と呼ばれ、次に掲げる各演目で構成

されている。このなかでは、「宝
ほう

鏡
き

舞
まい

」と「猿
さる

舞
まい

」のように、2 座を連続して舞

うものもあり、数え方によっては 36 座とも、37 座ともいわれている。囃
はや

子
し

は、

いずれも笛、大太鼓、大拍子、摺
す

り鉦
かね

である。 

 

太々神楽の演目 

演目 舞方数 採物 

清
きよ

祓
はらい

 1 名 大麻 
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演目 舞方数 採物 

天
てん

地
ち

開
かい

闢
びゃく

 2 名 笏、鉾 

玉
たま

矛
ほこ

舞
まい

 1 名 笏、矛、鈴 

四
し

方
ほう

堅
かため

 1 名 扇、鈴 

幣
へい

立
たて

舞
まい

 1 名 大幣 

玉
たま

舞
まい

 1 名 玉 

釣
つり

舞
まい

 1 名 釣り竿、扇 

ひょっとこ 1 名 徳利 

燈
とう

明
みょう

舞
まい

 1 名 燈明 

雉
きじ

子
こ

舞
まい

 1 名 雉 

庭
にわ

火
び

 1 名 薪 

磐
いわ

戸
と

舞
まい

（児
こ

屋根
や ね

） 1 名 笏 

磐戸舞（大
おお

玉
だま

） 1 名 笏 

磐戸舞（手
た

力
ぢから

男
お

） 1 名 笏 

磐戸舞（鈿女
う ず め

） 1 名 扇、鈴 

尻
し

久
め

女
な

縄
わ

 1 名 注連縄、鈴 

諏訪 1 名 鎌 

鹿島 1 名 剣、鈴 

五
ご

穀
こく

豊
ほう

蒔
じ

 1 名 三方、籾 

犠牲 1 名 笏 

八
や

岐
またの

蛇
おろち

 1 名 剣 

蛇
おろち

退治 1 名 剣、鈴 

耕
こう

舞
まい

 1 名 鍬、幣束、鈴 

白
しら

杖
つえ

 1 名 白杖、鈴 

稲荷
い な り

舞
まい

 1 名 鎌、稲 

榊
さかき

舞
まい

 1 名 榊、鈴 

稲刈
いねかり

舞
まい

 1 名 鎌、稲 

小
こ

弓
ゆみ

舞
まい

 1 名 弓矢、鈴 

宝
ほう

鏡
き

舞
まい

 1 名 宝鏡 

猿
さる

舞
まい

 1 名 －                   

餅
もち

舞
まい

 1 名 三方、餅 

鎮悪舞 1 名 矛 
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演目 舞方数 採物 

二
に

本
ほん

扇
おうぎ

 1 名 白扇二本 

釼
つるぎ

舞
まい

 1 名 剣、鈴 

神招
かみまね

き 1 名 笏、幣束、鈴 

扇
おうぎ

舞
まい

 1 名 笏、扇 

太
たい

平
へい

舞
まい

 1 名 大幣、剣、鈴 

 

        

清祓                   四方堅 

    

       釣舞                  燈明舞  

                                  

 

 

 

 

 

 

         諏訪・鹿島                         八岐蛇 
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③ 上演日 

「八槻都々古別神社の神楽」は、八槻都々古別神社の霜月例大祭（別名「八
や

槻
つき

市
まち

」）において、拝殿で執行される祭典のなかで奉納されており、「七座の神楽」

の数座と「太々神楽」の数座が演じられている。また、八槻地区では、地区住民

の個人宅において神
しん

葬
そう

祭
さい

（神式の葬儀）が執り行われる際に、「七座の神楽」の

幣舞や「太々神楽」の釼舞、扇舞が舞われることもあり、地区に根付いた民俗芸

能となっている。 

耕舞                   白杖   

     榊舞                  稲刈舞   

   宝鏡舞、猿舞                太平舞  
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(6) 霜月例大祭 

① 由来 

「八
や

槻
つき

市
まち

」として親しまれている「霜月例大祭」は、八槻都々古別神社で続く

行事である。寛政 2 年（1790）に書かれた『近津明神別当大善院由緒書』では、

「十一月朔日より五日迄祭礼祝市立之参詣群衆仕候」とあり江戸中期には例大

祭が行われていたことが記されている。 

また、明治 30 年(1897)に発刊された『東白川郡沿革私考』によると「陰暦十

一月朔日より五日まで私祭にて種交附のことあり、近々は勿論他郡より多く来

ると云。蓋、本年は種籾を社頭にて頒与し、来年当祭に其の米を齎し来て社頭に

納め、新種の分与を受け帰る也。昔より年々斯くの如く頒ち与へしという。俗に、

八槻祭と称し頗る群衆すると、蓋、

往古国造の種倉より種を分与せし

余波の存せしにや」とあり、明治期

には、霜月例大祭において、種籾の

交換や頒布も行われていたことが

示されている。 

また、昭和 30 年代には、旧水戸

街道沿いに多くの出店が立ち並び、

大変賑わったと伝えられている。 

 

② 内容 

霜月例大祭はかつて旧暦 11 月 1 日に行われていたが、現在は、12 月初旬の

土・日曜日の 2日間行われている。

霜月例大祭では、「御神楽奉奏」と

して、「七座の神楽」の数座と「太々

神楽」の数座が奉納され、五穀豊

穣、家内安全等が祈願される。 

また、参道や門前の集落の軒先

に出店が並び、病をよける縁起物

として、名物のゆずやしょうがが

販売されている。このほかに、霜月

例大祭では書道展覧会が開催され

霜月例大祭の境内の様子 

門前の住宅と霜月例大祭の出店 
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ており、町内の児童生徒の書道作品が八槻都々古別神社の境内に展示される。こ

のような児童生徒の学芸品展示会が八槻都々古別神社では古くから行われてき

ている。 

 

(7) おわりに 

 八槻地区に伝えられてきた八槻都々古別神社の御田植や神楽は、楽人や御田

植保存会、八槻都々古別神社など地区が一体となって今日まで伝承してきた民

俗芸能である。 

御田植では、運営を担う御田植保存会が八槻地区に居住する各世帯で構成さ

れており、地区の貴重な民俗文化財を一丸となって保存・継承している。さらに、

八槻地区内で収穫された米や伐採されたにわとこの木から、中飯や餅鍬といっ

た御田植に使用する祭具が作られ、終了後には、餅鍬や中飯は門前集落をはじめ、

地区内の家々に持ち帰られ、五穀豊穣を祈願して食される。また、神楽は八槻

都々古別神社だけでなく地区内の住宅で執り行われる神葬祭においても舞われ

ており、地区全体に密着した民俗芸能である。 

 毎年 12 月に開催される八槻都々古別神社の霜月例大祭は、江戸時代より八槻

市と称され、五穀豊穣や家内安全を願う参拝者で賑わい、境内だけでなく、門前

の集落の軒先にも出店が出され、名物のゆずやしょうがを販売する八槻地区の

初冬の風物詩となっている。 

このように、久慈川沿いの

水田地帯のなかに、奥州一宮

である八槻都々古別神社を

中心とした門前集落が形成

されている八槻地区におい

ては、五穀豊穣を願う営みと

歴史的な建造物が一体とな

った歴史的風致が作り出さ

れている。 

 久慈川沿いの水田と八槻地区の門前集落、 

八槻都々古別神社の社叢 

八槻都々古別神社の門前集落 

八槻都々古別 

神社の社叢 



120 

 八槻都々古別神社の御田植と神楽にみる歴史的風致の範囲図 



121 

 

4 社
やしろ

川
がわ

地域の神
しん

幸
こう

行
ぎょう

事
じ

にみる歴史的風致 

(1) 社川地域について 

社川地域は棚倉町の北部に位置し、地域の北と西は白河市、東は浅川町と接し

ている。また、地域内には町の基幹道路である国道 289号、国道 118号が通るほ

か、主要地方道である棚倉・矢吹線も通っており、棚倉町の玄関口として町と近

隣市町を結ぶ役割を担っている場所である。こうした交通の便の良さから、工場

や事業所が多く立地する地域でもある。 

また、社川地域の沿革については、明治 22 年（1889）に上
うわ

台
だい

、板
いた

橋
ばし

、玉
たま

野
の

、

一
いっ

色
しき

、福
ふく

井
い

、堤
つつみ

、逆
さかさ

川
がわ

、天
てん

王
のう

内
うち

、金
かな

沢
ざわ

内
うち

、小
こ

菅生
す ご う

、檜木
ひ の き

、花
はな

園
ぞの

、仁
に

公
こう

儀
ぎ

の 13か

村（各村の名称は大字名として現在も残っている）が合併し社川村となり、その

後明治 43年（1910）に檜木、花園、仁公儀地区が棚倉町へ編入、昭和 30年（1955）

に棚倉町、近津村、山岡村、高野村と合併し、現在の棚倉町社川地域となった。

現在の社川地域の範囲は、明治 43年（1910）に 3地区が棚倉町へ編入された以

後の旧社川村の範囲であり、当時と同じ大字 10地区から成る。 

さらに、社川地域には地域名の由来ともなった一級河川の阿武隈川水系社川

が地域の東西を横断する形で流れている。そうした水利の良さと平坦な地形を

生かした水稲栽培が盛んであり、町でも有数の水田単作地帯を形成している。な

お、平成 31年（2019）1月 1日時点において町内全域の田面積 1,249.23haのう

ち、約 4割に相当する 496.45haが社川地域に集積していることからも、社川地

域の稲作が盛んであることがうかがえる。 

 以上から、社川地域においては古来より農業に関する祭礼や建造物などが多

く存在する。ここでは、町内でも行われることが少なくなった神幸行事に着目し、

玉野・福井・一色地区及び隣接している浅川町簑
みの

輪
わ

地区の 4 地区で行われてい

る「お枡
ます

明
みょう

神
じん

の枡
ます

送
おく

り行
ぎょう

事
じ

」と堤地区で行われている「羽
は

黒
ぐろ

神
じん

社
じゃ

大
たい

例
れい

祭
さい

神輿
み こ し

渡
と

御
ぎょ

」に関わる建造物や活動を取り上げる。 
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社川地域の位置図 

阿武隈川水系社川と田園 社川地域の田園風景 
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(2) 歴史的風致 

① お枡明神の枡送り行事 

(ア) はじめに 

「お枡明神の枡送り行事」は、かつては「お枡廻
まわ

し」と呼ばれていた神事であ

り、神格化した「枡」を当番となった地区や家が受け取り、「お枡小屋」（御
お

仮
かり

屋
や

）

に保管し、一定の期間が過ぎると、儀式を行い次の地区や家に引き渡すという行

事である。かつての「お枡廻し」は本町に鎮座する馬
ば

場
ば

都
つ

々
つ

古
こ

別
わけ

神
じん

社
じゃ

、八
や

槻
つき

都
つ

々
つ

古
こ

別
わけ

神
じん

社
じゃ

、茨城県大
だい

子
ご

町
まち

に鎮座する近
ちか

津
つ

神
じん

社
じゃ

の近津三社（馬場都々古別神社及び

八槻都々古別神社は江戸時代までは近津明神として文書等にあらわれている）

の祭礼に併せ、各神社の信仰圏において盛大に行われてきたが、時代とともに移

り変わり、現在は棚倉町、浅川町、茨城県大子町の一部の地域でかつての姿を偲

ばせるような形で行われている。 

本町の社川地域の東部に位置する玉野・福井・一色地区に浅川町簑輪地区を含

めた 4地区で現在も行われている「お枡明神の枡送り行事」は、いつごろから始

まったのかは不明であ

るが、弘化 2年（1845）

に書かれた『神
しん

幸
こう

記
き

録
ろく

帳
ちょう

』において元禄年間

（1688～1704）には同様

の行事が行われたこと

が記録されている。また

『神幸記録帳』に所載の

『北
きた

郷
ごう

馬
ば

場
ば

近
ちか

津
つ

大
だい

明
みょう

神
じん

御
お

枡
ます

頭
とう

屋
や

廻
まわ

り次
し

第
だい

事
のこと

』

という文書には、この行

事が馬場都々古別神社

の信仰圏である高野郡

北郷 49か村（現在の棚

倉町、浅川町、白河市）

の範囲で行事が行われ

ていたことが記載され

ているとともに、現在行
玉野・福井・一色地区の位置図 
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事が行われている 4 地区は同じ枡
ます

場
ば

（同じ枡を祭祀した組）であったことがわ

かる。 

「お枡明神の枡送り行事」は 3年ごとに御神体とされる「枡」を地区から地区

に遷
うつ

すものであり、枡は遷されるたびに、当番となった地区の神社境内に設けら

れる「御仮屋」と呼ばれる高床式の建物に納められる。この行事は農作物の豊作

を願って行われるもので古い農耕儀礼の形を残しているといわれている。 

 

(イ) 「お枡明神の枡送り行事」に関わる建造物 

先述したように、枡送り行事において御神体とされる枡は各地区の神社境内

に設けられる御
お

仮
かり

屋
や

に納められる。ここでは、遷されたあとの 3年間、枡を守る

各地区の神社について記載する。 

 

(ⅰ) 宇
う

迦
が

神
じん

社
じゃ

（玉野地区） 

玉野地区の宇迦神社は集落北側の田

園地帯に社
しゃ

叢
そう

が広がっており、稲
う

倉
か

魂
のみたま

命
のみこと

という食物の神を祀る神社で

ある。また、福井地区の宇迦神社ととも

に、本町の赤
あか

館
だて

城
じょう

跡
あと

の東側山
さん

麓
ろく

に鎮座

し、棚倉城下の総鎮守である宇迦神社

の分社である。 

社殿は拝
はい

殿
でん

と覆
おおい

屋
や

から成り、覆屋内

部に本殿が安置されている。本殿の規

模は正面 1.11ｍ、側面 1.71ｍの一
いっ

間
けん

社
しゃ

流
ながれ

造
づくり

で、屋根がこけら葺き、南面して

建つ。なお、建築年代等を示す棟札は見

つかっていないが、令和元年（2019）に

行った「歴史的風致維持向上計画に関

する建造物調査」によると、構造や形

状・絵
え

様
よう

などの装飾といった意
い

匠
しょう

等に

近代的な要素が多く見受けられ、拝殿

に明治 36年（1903）に行われた「村
そん

社
しゃ

宇
う

迦
が

神
じん

社
じゃ

改
かい

築
ちく

寄
き

付
ふ

人
じん

名
めい

」という寄附帳

玉野地区宇迦神社の社叢 

村社宇迦神社改築寄附人名 
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があることから、このころに建てられたものと推測されている。ただし、社地に

ある石灯籠には天保期（1830～1844）に造られたものもあり、古くから地区住民

の信仰を集めていたことがわかる。 

 

 

(ⅱ) 宇迦神社（福井地区） 

福井地区の宇迦神社は先述した通り、

棚倉城下の総鎮守である宇迦神社の分

社であり、稲倉魂命を祀っている点で玉

野地区の宇迦神社と共通している。社叢

は福井集会所などが位置する集落に囲

まれながら広がっている。 

社殿は拝殿と覆屋から成り、覆屋内部

に本殿が安置されている。本殿の構造形

式は玉野地区の宇迦神社と似通ってお

り、規模は正面 1.05ｍ、側面 1.71ｍの一

間社流造で、屋根がとち葺きで西面して建つ。また、本殿の一部には弁
べん

柄
がら

塗りの

彩色が残っており、建築当時は本殿が赤く彩られていたことがうかがえる。 

玉野地区宇迦神社本殿 

福井地区宇迦神社の拝殿 
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この神社には宝暦 5年（1755）の棟札が納められており、令和元年（2019）に

行った「歴史的風致維持向上計画に関する建造物調査」によると、本殿の装飾細

部等から本殿はこのころに建てられたものと推測されている。ただし、明治期に

修理を行ったとされる札も納められており、風食等により軸部については後年

に改造が行われていることが同調査からわかっている。そのほか、拝殿や覆屋に

ついても大正 12年（1923）に建てられたことを示す棟札が残されている。 

 

 

 

(ⅲ) 鐘
かね

鋳
い

神
じん

社
じゃ

（一色地区） 

一色地区の鐘鋳神社は、集落の

北西部、隣町である浅川町との境

界に近い場所に位置し、田に囲ま

れているなかに社殿があり社叢

が広がっている。祭神は金
かな

山
やま

彦
ひこ

命
のかみ

を祀っており、古くからこの

地区の鎮守として地区住民から

信仰されてきた。 

先の 2社と同じく、社殿は拝殿

と覆屋から成り、覆屋内部に本殿

宝暦 5年

（1755）の棟札 

福井地区宇迦神社本殿 

一色地区鐘鋳神社拝殿 
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が安置されている。本殿の規模は正面 0.9ｍ、側面 1.59ｍの一間社流造で、屋根

はこけら葺き、南面して建つ。 

鐘鋳神社には多くの札が納められており、最も古いものは明和 7 年（1770）、

最も新しいものは平成 15年（2003）と幅広い年代の札が残されている。棟札に

よると、明和 7年（1770）に創建、文政 12年（1829）に再造営していることが

わかるが、令和元年（2019）に行った「歴史的風致維持向上計画に関する建造物

調査」によると、現在の本殿は組物等の構造や彫刻に近代的な特徴がみられるこ

とから明治期（1868～1912）に建てられたものと推測される。このことを示すよ

うに、明治 33年（1900）「奉遷宮鐘鋳神社 一宇」という遷宮の札が残されてい

る。 

また、神社境内地には明治から昭和の時代にかけて福島県の県南地方を中心

に活躍した名石工の小
こ

林
ばやし

和
わ

平
へい

が昭和 9年（1934）に造立した狛犬が鎮座してい

る。この狛犬は「飛
ひ

翔
しょう

獅
じ

子
し

」という珍しい構図をとっており、子
こ

獅
じ

子
し

も彫るな

ど、独創性に富んでいる点が特徴であるとともに、装飾をはじめ、獅子の表情と

いう細かな部分まで非常に緻密に彫刻されている。 

 

一色地区鐘鋳神社本殿 
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(ウ) 「お枡明神の枡送り行事」の活動 

(ⅰ) 行事の概要 

まず、「お枡明神の枡送り行事」の概要について整理する。本行事は棚倉町玉

野・福井・一色地区及び浅川町簑輪地区の 4地区で行われている行事であり、五

穀豊穣・無病息災等を祈願して 3 年に 1 度、御神体とされる 3 つの枡（1 升枡、

5 合枡、2 合 5勺
しゃく

枡）を地区から地区へ遷すものである。なお、枡は福井地区、

玉野地区、一色地区、浅川町簑輪地区の順に遷され、簑輪地区のあとは再び福井

地区に遷される。行事が行われる日にちは旧暦の 10 月 27 日前後に行うとされ

ているが、詳細な日にちは行事の約 1 か月前に開催される行事の役員会で 3 年

ごとに決定される（前回は平成 30 年（2018）11 月 10 日に福井地区から玉野地

区へ枡送りを実施）。 

枡送りを行う体制については、枡を渡す地区の代表である行政区長は「送
おく

り當
とう

屋
や

」、枡を受ける地区の行政区長は「受
う

け當
とう

屋
や

」となり、両當屋を中心に地区同

士で協議を重ねながら、御
お

仮
かり

屋
や

の建造や神幸行列参列者の選出など準備を行っ

ていく。また、4 地区から役員を選出し組織する「御
お

桝
ます

明
みょう

神
じん

保
ほ

存
ぞん

会
かい

」が、行事

の細部の説明や指導を各地区に行いながら行事を進めていく。この御桝明神保

存会は昭和 61年（1986）に行事が町の無形民俗文化財に指定されたことに合わ

せて結成され、伝統ある行事を絶やすことなく継承するという目的のもと、行事

の運営に携わっている団体である。 

 

 

 

鐘鋳神社の狛犬 
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(ⅱ) 御
お

仮
かり

屋
や

の位置と構造 

枡送り行事によって遷された枡は

次回の枡送りまでの 3年間、各地区の

神社境内に設けられる高床式の御仮

屋に納められる。御桝明神保存会作

成の『御
お

桝
ます

明
みょう

神
じん

遷
せん

座
ざ

祭
さい

要
よう

項
こう

』による

と、御仮屋は枡を受ける地区（受け當

屋区）が造営するとされており、同要

項には御仮屋の構造等が次のように

記されている。各地区の御仮屋はこ

の要項に定められた構造や規模に基

づいて造営されている。 

 

1．御仮本殿造営敷地は各区の神社境内に造営する事。 

1．御仮本殿は丸太で組んで建て屋根は茅
かや

葺
ぶ

きとする、回りは薦
こも

を下げる。 

1．屋根職人は 5、6人助手 18人見れば良いと思う。 

1．資材及び図面は下記のとおり 

1．丸太柱 直径 15㎝×380㎝＝4本・木 直径 10㎝×200㎝＝8本 

つか柱 直径 10㎝×長さ 75㎝＝1本 

    直径 10㎝×長さ 210㎝＝1本 

1．床敷丸太（割って良い）直径 5㎝×長さ 200㎝＝24本 

1．屋根用丸太 直径 5㎝×長さ 167㎝＝4本  

 棟
むな

木
ぎ

直径 10㎝×長さ 200㎝＝2本 

1．筋
すじ

支
かい

 直径 5㎝×長さ 270㎝＝4本  

梯子
は し ご

 直径 10㎝×長さ 230㎝＝2本 子は直径 5㎝×長さ 60㎝＝5本 

1．竹 50本・針金 2㎏・番線 20㎏・玉縄 10ケ・茅 100㎝～70束 

 薦 長さ 150㎝×巾 100㎝＝10枚 

以上、明記した寸法は場所によって異なる場合がある。受當区にて良く協議

の上造営されるがよい。 

 

 

 

枡を御仮屋へ納める様子 

御仮屋の構造等（御桝明神遷座祭要項より） 
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御仮屋の立面図 

御仮屋造営の様子 
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また、各地区の御仮屋は先述した建造物の境内に造営される。受け當屋区は役

員会が終わると、区民の協力を得て造営を開始する。平成 27 年（2015）3 月に

発行した『都々古別三社「御枡廻し」調査報告書Ⅲ』によると、平成 18年（2006）

に玉野区が造営した御仮屋は、同年 11月 2日から造営を開始し、延べ 120名が

20 日間かけて造営したと記されており、受け當屋区全体で造営をしていること

がわかる。 

なお、造営された御仮屋は次回造営の参考とし、技術を確実に伝承するために、

次に受け當屋区になるまでの 12年間境内地に残される。そのため、御仮屋の造

営は前回造営した御仮屋を解体する作業からはじめられる。 

御仮屋が造営される神社の位置図 
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【宇迦神社（玉野地区）の御仮屋】 

各地区の御仮屋の位置と写真 ※位置図は『都々古別三社「御枡廻し」

調査報告書Ⅲ』より 

※図中のお枡小屋は御仮屋を指す 

※写真は令和元年（2019）5月 14日撮影 

平成 30年（2018）実施の枡送り行事にて造営 
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【宇迦神社（福井地区）の御仮屋】 

平成 27年（2015）実施の枡送り行事にて造営 
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【鐘鋳神社（一色地区）の御仮屋】 

平成 21年（2009）実施の枡送り行事にて造営 
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(ⅲ) 枡送りの様子 

枡送りは送り當屋から受け當屋に枡

の引き渡しが行われる前日から始ま

る。引き渡し前日の午前 10時、宮司・

禰
ね

宜
ぎ

・當屋・御桝明神保存会役員が参加

し、送り當屋区の御
お

仮
かり

屋
や

より御神体で

ある枡を下げ、本殿前に御
ご

供
く

物
もつ

ととも

に祀り、宮司・禰宜による修
しゅう

祓
ばつ

の儀等

の神事が行われる。神事が終わると、枡

を風呂敷に包んで運び、送り當屋宅へ

安置、當屋宅にて神事を行ったあと、

直会
なおらい

を行う。 

枡送り当日は午前 9時から、枡が安置

されている送り當屋宅にて「神
しん

幸
こう

祭
さい

の

儀」が執り行われる。「神幸祭の儀」は

宮司・禰宜・當屋・御桝明神保存会役員・

招待者が参加し、修祓の儀・祝詞
の り と

奏
そう

上
じょう

・

玉
たま

串
ぐし

奉
ほう

典
てん

等が行われ、その後「祝
しゅく

宴
えん

の

儀」が開かれる。 

枡を運ぶ神幸行列は花火を合図に午

前 10 時に送り當屋宅を出立する。この

とき、枡は昔からの習わしにより送り當

屋が風呂敷に包んで運ぶ。神幸行列は御

桝明神保存会の会長を先頭に猿
さる

田
た

彦
ひこ

、

提灯
ちょうちん

、神旗、宮司、枡を運ぶ當屋、御
お

神輿
み こ し

等で構成される。行列は地区内を練

り歩き、途中、地区の境界に設けられた

中継点にて修祓の儀・祝詞奏上・玉串奉

典等の「引き渡し祭儀」を行い、枡の担

ぎ手を送り當屋から受け當屋に替えて、

受け當屋区に設けられた御仮屋前まで

枡を運ぶ。御仮屋前まで運ばれた枡は、

枡送りの神幸行列 

引き渡し祭儀 

遷座祭の儀 
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「遷
せん

座
ざ

祭
さい

の儀」で修祓の儀・祝詞奏上・玉串奉典等を行うとともに御仮屋に安置

される。枡を無事に御仮屋に安置したあとは受け當屋宅にて「祝宴の儀」が開か

れ行事は幕を閉じる。 

枡送りの神幸行列は宮司・禰宜・猿田彦を除き、紋付・羽織・袴・白足袋・下

駄という服装で参列することが決められているほか、御
ご

供
く

物
もつ

の品、祝宴の儀の献

立に至るまで定められており、古くからの行事の形が継承されている。また、神

幸行列においては私語・雑談も禁止されており、稲作が盛んな土地の美しい田園

風景が広がるなかを、地区の五穀豊穣を祈願して厳粛に枡が遷される様子から

は、この地区の人々が古くから稲という作物を貴重で神聖な作物ととらえ、豊穣

祈願に関わる信仰を深めていったことがうかがえる。 

 

 

神幸行列の列順 

枡送りのルート図 

進行方向

提灯 神旗 元参※ 神官 當屋区長◎ 立会 當屋区民※ 當屋区民※ 元参◎

御桝明神保存会長 猿田彦 御神輿

提灯 神旗 元参※ 神官 當屋区長（枡）※ 立会 當屋区民※ 當屋区民※ 元参◎

◎…送り當屋宅から中継点までは受當屋区、中継点から御仮屋までは送り當屋区が務める

※…送り當屋宅から中継点までは送り當屋区、中継点から御仮屋までは受當屋区が務める
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(エ) まとめ 

棚倉町玉野・福井・一色地区と浅川町簑輪地区で行われる「お枡明神の枡送り

行事」は各地区が村として自治を行っていたころから、村の行事として伝承され

てきた。かつては、送られる枡で村の家々から初穂を集めていたといわれており、

各家の相互扶助、相互信頼、つまりおもいやりの精神で成り立っている行事であ

る。枡送り行事は、現代においても古くからの行事の形が伝承されており、各地

区の代表である當屋を中心に五穀豊穣を祈り、地区が一丸となって執り行う。 

このように、枡送りの神幸行列、地区内の歴史的建造物、田園風景が広がるな

かにある農家住宅の街並みが地区内の家々のおもいやりによって一体となり、

地区全体で歴史的風致が形成されている。 

 

 

 

 

 

お枡明神の枡送り行事にみる歴史的風致の範囲図 
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② 羽
は

黒
ぐろ

神
じん

社
じゃ

大
たい

例
れい

祭
さい

神輿
み こ し

渡
と

御
ぎょ

 

(ア) はじめに 

「羽黒神社大例祭神

輿渡御」は本町の最北端

に位置する堤地区の羽

黒神社にて 4年に 1度、

10 月に行われている五

穀豊穣・地区内安全を祈

願する祭礼である。この

祭礼は地区内の當
とう

本
もと

と

呼ばれる代表者が取り

仕切り、地区内の羽黒神

社氏
うじ

子
こ

総
そう

代
だい

や行政区長

をはじめとした地区役

員が参加しての神輿渡

御が行われる。神輿渡御

を行う神幸行列は参列者

が提灯、太鼓、五色の御
み

旗
はた

等を手にして、神輿とともに羽黒神社から堤区コミュ

ニティセンターに設けられる「御
お

旅
たび

所
しょ

」までを行き来する。 

この祭礼がいつから行われているか定かではないが、昭和 37年（1962）の写

真が残されており、少なくともこのころには祭礼が行われていたことがわかる。

なお、平成 26年（2014）11月 1日発行の『広報たなぐら』や平成 26年（2014）

10月 14日付の『夕刊たなぐ

ら』には「江戸時代から続け

られている」との記事がある

ほか、明治 12 年（1879）に

旧堤村が作成した『社
しゃ

寺
じ

明
めい

細
さい

調
ちょう

』には羽黒神社の祭日は

旧暦の 9月 19日（現在の 10

月）と記されており、古くか

らこの土地で祭礼が行われ

ていたことがうかがえる。 

堤地区及び羽黒神社の位置図 

昭和 37年（1962）の羽黒神社大例祭 
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(イ) 羽黒神社の建造物 

堤地区の羽黒神社は、集落の北側の高台に鎮座している。白河市にまたがる山

の裾
すそ

野
の

に社
しゃ

叢
そう

が広がり、社殿は鳥居を潜
くぐ

り数十段の石段を登った先の平場に造

られているため、社殿からは堤地区の集落を見渡すことができる。本神社の主祭

神は稲
う

倉
か

魂
のみたま

命
のみこと

であり、山形県

の出羽三山に鎮座する羽黒神社の

御分霊を勧
かん

請
じょう

している。また、神

社境内地には文政 4 年（1821）に

造られた石造物が残されているほ

か、明治 12年（1879）に旧堤村が

作成した『社寺明細調』には、天

喜年間（1053～1058）、源義家が奥

州征討の際に建立という記述もあ

り、羽黒神社が古来より地区の鎮

守として信仰を集めていたことが

わかる。 

社殿は拝殿と覆屋から成り、覆屋内部に本殿が

安置されている。本殿の規模は正面 1.62ｍ、側面

2.8ｍの一間社流造で、屋根がこけら葺き、南面し

て建つ。また、神社の向
こう

拝
はい

柱
ばしら

の地
じ

紋
もん

彫
ぼ

りに合わせ

て竜の彫刻が巻き付けられるなど、装飾が非常に

華美な本殿である。 

本殿の建築年代等を示す棟札は見つかってはい

ないが、令和元年（2019）に行った「歴史的風致維

持向上計画に関する建造物調査」において、近世末

から近代初頭と想定されるような華美な装飾があ

り、拝殿にかけられた扁
へん

額
がく

には大正 5 年（1916）

と記されていることから、本殿はこのころに建て

られたものと推測されている。 

 

 

 

本殿向拝柱 

羽黒神社から見た堤地区の集落 
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(ウ) 「羽黒神社大例祭神輿渡御」の活動 

(ⅰ) 準備 

祭礼の準備は、祭礼が行われる約 1 か月半前の 8 月後半から始まる。地区住

民から選出された 5人の當本（輪番制で選出され、すべての家が務める）が中心

となり、神主との打ち合わせや地区住民への協力要請を行うとともに、祭礼の日

程や役割を決定する。その後、9月に入ると祭礼の実行委員会が組織される。実

行委員会は當本をはじめ、堤地区内を集落的なつながりで分けた班の代表者（1

班から 8班まであり、各班から 3名程度選出される）、羽黒神社の管理を行って

いる社寺総代（社寺総代は堤地区内の寺院の管理も行っている）、区役員などで

構成される。実行委員会は協議を重ね、祭礼の詳細な日程や祭礼当日の役割分担、

手順等を決めるとともに、神幸行列に使用される旗や提灯、神輿といった物品の

確認、補修を行う。また、9 月中旬になると実行委員会によって約 60 本ものし

め縄づくりが行われる。しめ縄は祭礼の約 1 週間前に、地区住民の手によって

羽黒神社をはじめ、地区内の祠や鳥居等に飾られる。しめ縄に併せて、このころ

には羽黒神社に祭礼の旗も立てられ、地区住民はしめ縄と祭礼の旗によって祭

礼を意識し、地区内において祭礼の気運が高まっていく。 

 

 

  

 

 

 

 

 羽黒神社本殿 拝殿の扁額 
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しめ縄を飾る神社・祠位置図 

地区内の祠に飾られたしめ縄 
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(ⅱ)  祭礼当日 

羽黒神社大例祭は 4 年に 1 度の 10 月中旬ごろ、2 日間に渡って開催される。

詳細な日程や時間などは先述した実行委員会で決定されるが、土曜日から日曜

日に開催されることが多い（前回は平成 30 年（2018）10 月 6 日から 7 日に開

催）。 

祭礼の 1 日目は、まず當本が堤区コミュニティセンターに祭りにおいて祭神

が留まる場所である御
お

旅
たび

所
しょ

を設営することから始まり、供物などに使う餅の準

備、直会の準備を行い、神社本殿へ神
しん

饌
せん

物
ぶつ

を献
けん

饌
せん

して神事を待つ。その後、神官

による太鼓を合図に神社本殿にて神事である「神幸の儀」が開始する。神幸の儀

では修祓・祝詞奏上・玉串奉典、そして、神輿への「御
ご

神
しん

体
たい

移
うつ

し」が行われる。

その後、神官・當本・氏子・実行委員・区役員等が参列する神幸行列によって神

輿渡御を行う。行列は羽黒神社を出発して地区の目抜き通りを南下し、一度集落

の南端まで到達したのちに折り返し、御旅所へ向かう。このとき、地区の鎮守で

ある羽黒神社の御神体と神幸行列を見守り、五穀豊穣や地区内安全を祈願しよ

うと、大勢の地区住民が沿道に詰めかける。 

神輿が御旅所に到着すると、修祓・祝詞奏上・玉串奉典等を行ったのちに、直

会が開かれ 1日目が終了する。 

神輿の出入口をあ

らわすスギの葉 

御旅所があることをあ

らわすミズナラの木 

御旅所が設置される堤区コミュニティセンター 



143 

 

 

祭礼の 2日目は、御旅所にて神事である「還
かん

幸
こう

の儀」が行われ、修祓・祝詞奏

上のほかに神楽が奉納（前回は平成 30 年（2018）に浦安の舞を奉納）される。

その後は 1 日目とは逆の道順で御旅所から羽黒神社までを神幸行列が練り歩き

神輿渡御を行う。なお、1日目と同様に大勢の地区住民が沿道に詰めかける。羽

黒神社に到着すると祝詞奏上・玉串奉典とともに、神社へ「御
ご

神
しん

体
たい

納
おさ

め」を行う。

御神体を無事に神社に納めたあとは、直会が開かれ祭礼は終了する。 

神輿渡御を行う神幸行列の構成は両日とも、神官が大
おお

幣
ぬさ

をもちながら先頭に

立ち、そのあとを地区住民から選出された猿田彦が続く。以降は、高
たか

張
は

り提灯
ちょうちん

、

大
おお

榊
さかき

、錦
きん

旗
き

、五
ご

色
しきの

旗
はた

、御
お

辛
から

櫃
ひつ

（神饌物を入れる）、太鼓、楽人、巫女、金
こん

幣
ぺい

、

斎主（神官）、神輿、副斎主（神官）、護衛氏子総代、地区役員、當本、氏子と並

び、総勢約 50人が参列する（参列者の呼称は祭礼での役名）。 

また、神幸行列の神輿奉仕者は 裃
かみしも

・白足袋・雪
せっ

駄
た

で神輿を担ぎ、神輿奉仕者

を除く参列者は羽織・袴・白足袋・鼻緒が白色の下駄という服装で参列すること

が決められている。羽黒神社大例祭神輿渡御は、このような伝統的な装束に身を

包み、厳かに地区内を練り歩くことで、古くから堤地区の住民が鎮守である羽黒

神社を大切にするとともに、農業を主要な産業ととらえ、五穀豊穣を祈願してい

た姿を今に伝える貴重な祭礼である。 

御旅所 

 

神輿 
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神幸行列の列順 

神幸行列の様子 

進行方向

先頭 高張り提灯 高張り提灯 大榊 錦旗 五色旗 御辛櫃 太鼓 金幣

大幣（神官） 猿田彦 楽人・巫女

高張り提灯 高張り提灯 大榊 錦旗 五色旗 御辛櫃 太鼓 金幣

神輿奉仕者 神輿奉仕者 神輿奉仕者

斎主（神官） 神輿 副斎主（神官） 護衛氏子総代 区役員 當本 氏子

神輿奉仕者 神輿奉仕者 神輿奉仕者 後尾

神輿奉仕者

神輿奉仕者
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(エ) まとめ 

羽黒神社大例祭神輿渡御は、地区の鎮守である羽黒神社の神と地区の住民が

親しく交歓する数少ない機会である。祭礼の準備から当日の神輿渡御まで、當本

を中心に堤地区の家々が協力をして祭礼を執り行っている。なお、當本は古くか

ら堤地区内の家を輪番制ですべての家が務めることになっており、堤地区の

家々は必ず大例祭に関わることになる。 

祭礼では、羽黒神社に祭礼の旗が立てられるとともに地区内にしめ縄が飾ら

れ、地区全体が祭礼の雰囲気に包まれる。また、神輿渡御のルートは多くの地区

住民が神輿渡御を見守り、鎮守である羽黒神社へ思いを巡らせながら五穀豊穣・

地区内安全を祈願できるよう、地区の目抜き通りを往来するルートがとられて

いる。 

このように、地区内のすべての家々が協力をして行われる神幸行列と、祭礼の

雰囲気を醸し出すしめ縄飾り、目抜き通りを中心に広がる旧宿場町の街並みが

一体となって歴史的風致を形成している。 

 

羽黒神社大例祭神輿渡御ルート図 
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(3) おわりに 

ここまで記述してきたように、今回取り上げた地区をはじめとした社川地域

は、古くから農業が盛んな土地であり、五穀豊穣祈願など農業に関する行事が数

多く残されている。ここから、社川地域の人々が神々への信仰と農業に強い結び

つきを感じ、これらの行事を伝統として大事に継承してきたことがうかがえる。

特に、神幸行事は担い手の減少等の理由から、町内でも行われることが少なくな

っている貴重な行事である。 

 また、社川地域の神社も食物の神や水の神など農業と関わりの深い神々を祀

るものが多く、これらの信仰は地域に根付き、伝統的な社殿が各地に残されてい

る。これらの神社を中心に人々の生活と信仰が結びつき、秋になると各地区で五

穀豊穣を願う祭礼を知らせる旗が見られる。 

このような五穀豊穣を願い行われる行事のなかで、今回取り上げた 2 つの行

事は、地区全体への広がりが見られる行事といえる。「お枡明神の枡送り行事」

は玉野・福井・一色地区及び浅川町簑輪地区を地区から地区へ、さらには町域を

羽黒神社大例祭神輿渡御にみる歴史的風致の範囲図 
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またいで全体的に練り歩くルートがとられている。また、「羽黒神社大例祭神輿

渡御」は、羽黒神社を中心に堤地区の家々の端から端までしめ縄が飾られ、祭礼

の雰囲気を醸し出している。 

行事の担い手においても地区全体への広がりが見られ、氏子や神社の管理を

行っている社寺総代だけでなく、地区住民が総出で行事を継承している。両方の

神幸行列の参列者は、その都度、地区住民の代表として選出され、特定の家から

選出されるわけではない。加えて、行事の準備、運営も区役員等が中心となり、

地区内の家々が一丸となって行うこととなっている。 

 このように、人々の生活と農業、それにまつわる行事、行事の中心となる神社

（建造物）が一体となって当地区の歴史的風致を形成している。 

  

 

 

 

 

社川地域の神幸行事にみる歴史的風致の範囲図 
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<コラム> 宇迦大明神跡と白蛇伝説 

本町の赤館城跡の東側山麓に位置し、棚倉城下

の総鎮守である宇迦神社が棚倉藩初代藩主立
たち

花
ばな

宗
むね

茂
しげ

によって現在の社地に遷されるまえ、宇迦大明

神は現在の上台・玉野・福井地区付近の旧飯
いい

野
の

村

に祀られていた。宇迦神社遷宮前の社地とされる

場所は現在の福井地区、大
おお

清水
し み ず

池
いけ

に隣接する林の

なかにあり、現在は記念碑が建てられている。 

 ところで、宇迦神社の神は白蛇の姿をしていると言われているが、これには白

蛇の伝説が関わっている。その昔、旧飯野村の信心深い若者が、神社を巡る西国

への旅に出た。その途中、若者の夢枕に白蛇の神霊が立ち、東国まで連れていく

ようお告げがあり、籠
かご

を預かる。苦労の末、お告げに従い現在の記念碑が建てら

れている付近に到着すると、籠から白蛇があらわれ祠に入り込んだ。付近の人々

はその話を聞き、白蛇を祀ると清水が湧き出て大きな池（大清水池）となったと

いう。この池は日照りがこの地を襲ったときも水が湧き続けていたことから、白

蛇は村人の信心を集め、この里の守護神になったという伝説が残されている。 

 

 

宇迦大明神跡の碑 
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5 山本不動尊にみる歴史的風致 

(1) はじめに 

近津地域は棚倉町の南部に位置し、地

域の西部には久慈川の源流を有する八

溝山系の急
きゅう

峻
しゅん

な山岳地帯、東部には阿

武隈高地に属するなだらかな丘陵地が

広がっている。 

山本不動尊は、この近津地域の南西に

位置する北山本字檜
ひ

沢
ざわ

地内に建立され

た山林寺院である。 

大同 2年（807）弘
こう

法
ぼう

大
だい

師
し

（空海）が東北 

行
あん

脚
ぎゃ

の途中に、八
や

溝
みぞ

山
さん

に住む悪鬼を調
ちょう

伏
ぶく

祈
き

願
がん

しようと巨岩に岩
がん

窟
くつ

を掘り護
ご

摩
ま

壇
だん

を築いたのが始まりといわれている。 

山本不動尊では、昭和初期ごろから毎年 4 月 28 日と 8 月 28 日に春季と秋季

の例大祭が行われ、秋季例大祭の前夜祭として豊年踊りが奉納されるなど、地区

住民を含めた活動が現在も続けられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山本不動尊護摩壇と石灯籠 

山本不動尊の位置図 
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山本不動尊周辺は、昭和 23年（1948）奥
おく

久
く

慈
じ

県立自然公園に指定されており、

久慈川支流の宮
みや

川
かわ

が流れ、春にはシャクナゲや岩つつじなどが咲き、秋には紅葉

が見事で、現在も県内外から年間約 14万人の参拝者が訪れる本町の代表的な観

光地となっている。平成 31 年（2019）1 月に町商工会が来訪者ニーズを把握す

るために実施した住民アンケート調査でも、約 6 割の町民が全国に自慢できる

棚倉町の神社仏閣として山本不動尊を挙げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 山本不動尊の起源と歴史 

大同 2年（807）に真言宗の開祖である

弘法大師が、湯
ゆ

殿
どの

山
さん

（山形県）に新しい寺

院を開山すべく、東北行脚の旅に出発し

た。その途中、八溝山に住む悪鬼を退治す

るために山本の地において巨岩に岩窟を

掘り、護摩壇と呼ばれる儀式の場を築い

た。弘法大師の修行や儀式により悪鬼は

退散し、人々は平穏な暮らしを得たとさ

れている。山本不動尊は、こうした平和が 

いつまでも続くようにと願い開山されたといわれている。 

慶応 2年（1866）には出世祈願していた第 16代棚倉藩主松平康
やす

英
ひで

が業績を認

められ、領地を増やされて川越藩に移されたことから、開運出世不動尊ともいわ

れている。 

奥久慈県立自然公園内の 
山本不動尊の位置 

昭和 11年（1936）ごろの山本不動尊 

山本不動尊参道の紅葉 
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(3) 山本不動尊の建造物 

山本不動尊の境内地には、護摩壇のほか例大祭などが執り行われる護
ご

摩
ま

殿
でん

や

鐘
しょう

楼
ろう

堂
どう

、棚倉藩主が寄進した石
いし

灯
どう

籠
ろう

など、数多くの歴史的建造物が今も残され

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 山本不動尊境内図 
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① 護摩壇 

山本不動尊の護摩壇は、大同 2年（807）弘

法大師が東北行脚の途中に、八溝山に住む悪

鬼を調伏祈願しようと巨岩に岩窟を掘り築い

たといわれている。昭和初期の護摩壇の写真

が残されていることから、護摩壇はこれより

も前に築かれていたと考えられる。 

護摩殿を過ぎ、清流に架かる橋を渡り、急

な 130 段の石段を上りつめると護摩壇が現れ、

一番奥にある岩窟には、鉄や木で作られた剣

が所狭しと立ち並んでいる。これは、仏教に

おいて悪鬼を打ち払う不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

が手にする

剣と同じ形のもので、多くの人々がその御利

益を願い寄進したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 鐘楼堂 

山本不動尊の鐘楼堂は、当初建築された時期については明らかではないが、昭

和 13年（1938）に信者より改築要望が出され改築事業を推進したが、戦争の影

響により長期に渡って中断された。その後、昭和 24年（1949）に改築工事が施

工され現在の鐘楼堂が完成した。 

昭和初期の護摩壇 

130段の石段の上にある護摩壇 

現在の護摩壇 
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昭和 28年（1953）には、本町出身の日本画家である勝
かつ

田
た

蕉
しょう

琴
きん

が描いた天
てん

井
じょう

画
が

「雲
うん

竜
りゅう

図
ず

」が奉納されている。 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 石灯籠 

山本不動尊は棚倉藩主からも厚い保護を

受けている。 

護摩殿の南には、第 13代棚倉藩主松平康

爵が開運祈願のために寄進した石灯籠が今

も残されている。石灯籠の刻銘を見ると、「従

五位下周防守源朝臣康爵 于時嘉永二己酉

年三月廿八日」と刻まれており、嘉永 2 年

（1849）に寄進されたものであることがわか

る。 

また、康爵は隠居後も山本不動尊を崇敬し

ており、元治元年（1864）には護摩仏具を奉

納している。 

鐘楼堂 

昭和 24年（1949）改築工事完成時の鐘楼堂 

松平康爵が寄進した石灯籠 

鐘楼堂の天井画「雲竜図」 
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(4) 山本不動尊の祭礼 

毎年 7 月中旬に山本不動尊の檀家で組織す

る祭事会が会議を開催し、翌年 4月 28日まで

の祭事会主催恒例行事の内容について協議決

定している。祭事会主催の恒例行事は、例大

祭や豊年踊りのほか、毎年 4 月 8 日に行う薬
やく

師
し

尊
そん

例
れい

大
たい

祭
さい

や毎年 8 月 24 日に行う大
だい

門
もん

地
じ

蔵
ぞう

尊
そん

例
れい

祭
さい

などがあり、各行事が 滞
とどこお

りなく進む

よう祭事会の会員が段取りをしている。 

山本不動尊は、先述の第 13代棚倉藩主松平

康爵の開運祈願や、第 16代棚倉藩主松平康英

の開運出世成就より開運の不動尊ともいわれ

ており、また、交通安全、商売繁盛、大漁満

足を祈願するため、毎年 4 月 28 日と 8 月 28

日に春季と秋季の例大祭を執り行っている。 

例大祭には古くから遠方より参拝に訪れる

人もあり、昭和 23年（1948）に発行された『観

光東北』には、1万人以上の参拝者を迎えてい

たことが記されている。 

例大祭の起源は明らかではないが、例大祭に使用している太鼓が昭和 4 年

（1929）に奉納されたものであり、その際の写真も残されていることから、例大

祭がこれよりも以前から行われていたと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和初期の例大祭の様子 昭和 4年（1929）の太鼓奉納 

昭和初期の護摩壇への参拝の様子 
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① 山本不動尊春季例大祭 

春季例大祭は、事前準備として毎年

3 月に住職が講
こう

中
じゅう

代理参拝者（お札

を受けたい人の代理で祈
き

祷
とう

を受け、お

札を届ける人）に例大祭の開催を通知

し、お札を受けたい人の事前申込みを

受け付ける。 

例大祭前日の 4 月 27 日午前 11 時

に護摩殿において開
かい

白
びゃく

大
おお

護
ご

摩
ま

供
く

を執

り行い、例大祭の開始を御本尊に告げ

る。 

例大祭当日の 28 日は、祭事会が早

朝から配膳や寄
よ

席
せ

の会場準備などを

行い、午前 10時 30分から本
ほん

坊
ぼう

で寄席

（平成 31 年（2019）は漫才）を開催

し、午前 11 時から護摩殿において本
ほん

祭
さい

大護摩供が盛大に執り行われる。 

本祭大護摩供が終了すると、全国各

地から来訪した講中代理参拝者にお

札が渡される。正午からは、遠方から

来訪した講中代理参拝者の労をねぎ

らうため接待し、終了後は祭事会が片

付けを行う。 

最終日の 29日午前 10時からは、本

来毎月 24 日である地蔵菩薩の縁日に

行う水
みず

子
こ

供
く

養
よう

を、より多くの方々に供

養してもらうため、この日に水子地蔵

尊前で水子霊総供養を執り行い、午前

11 時に護摩殿において結
けち

願
がん

大護摩供

を執り行い、例大祭のすべてが終了す

る。 

 

本祭大護摩供の様子 

春季例大祭の寄席の様子 

昭和 32年（1957）に送付した 

講中代理参拝者への例大祭開催通知 
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② 山本不動尊秋季例大祭 

(ア) 例大祭 

秋季例大祭は、事前準備として毎年 7 月に住職が講中代理参拝者に例大祭の

開催を通知し、お札を受けたい人の事前申込みを受け付ける。 

例大祭前日の 8月 27日午前 11時に護摩殿において開白大護摩供を執り行い、

例大祭の開始を御本尊に告げる。午後 6時からは、地元住民をはじめ多くの人々

が境内地に集まり、前夜祭である豊年踊りが開催される。 

例大祭当日の 28 日は、祭事会が早朝から配膳などの準備を行い、午前 11 時

から護摩殿において本祭大護摩供が盛大に執り行われる。 

本祭大護摩供が終了すると、全国各地

から来訪した講中代理参拝者にお札が

渡される。正午からは、遠方から来訪し

た講中代理参拝者の労をねぎらうため

接待し、終了後は祭事会が片付けを行う。 

最終日の 29日は、午前 11時に護摩殿

において結願大護摩供を執り行い、例大

祭のすべてが終了する。 

 

(イ) 豊年踊り 

秋季例大祭の前夜祭として毎年 8 月

27日に豊作を祈願するため、先述の豊年

踊りが奉納されている。 

豊年踊りは祭事会と、山本不動尊の檀

家のうち 18歳から 40歳までの青年で組

織する明
みょう

王
おう

青年会の主催により行われ

る。毎年 7月下旬に祭事会と明王青年会

が合同会議を開催し、豊年踊りについて

打合せを行う。 

8月に入ると祭事会と明王青年会の会員が二人一組となり、数班に分かれて檀

家などの家に寄付金の勧募に歩く。寄付をした人は「豊年踊り勧
かん

募
ぼ

奉
ほう

加
が

帳
ちょう

」に

記帳され、寄付した人にうちわと手
て

拭
ぬぐい

を渡して豊年踊りへの参加を呼びかけて

いる。 

昭和初期の講中代理参拝者への接待の様子 

地域住民による豊年踊り 
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このころから山本不動尊の境内地では檀家

の女性で組織する不動音頭保存会の踊りの練

習や、明王青年会の太鼓の練習が始まり、そ

の音が境内から響き渡ると、山本不動尊が祭

りの準備一色の状況となるため、当地区の夏

の風物詩といえる。 

不動音頭保存会が中心となって踊る「山本

不動音頭」は、昭和 39年（1964）8月 22日 

豊年踊り勧募奉加帳 寄付された方に渡すうちわと手拭 

明王青年会の太鼓の練習風景 

山本不動尊の檀家分布図 
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に発行された『東京新聞（茨城版）』

によると、昭和 22年（1947）に福

島民友新聞社主催による県内芸能

コンクール募集の際に作られたも

ので、作詞・作曲・振り付けの全部

が住民の手によってなされたとこ

ろに特色があり、それだけにこの

歌に対する地区住民の愛着はひと

しおで、子供たちまで気軽に歌っ

ていたと掲載されている。山本不

動音頭の曲調は明朗で健康的であ

り、とくに囃
はや

子
し

は方言をたくみに

取り入れており、ユーモラスであ

る。歌詞は 7番まであり、山本不動

渓流後援会（現在の棚倉町観光協

会山本支部）が選定している。 

また、昭和 22年（1947）9月 17

日に発行された『福島民友新聞』に

は、同月 13日に境内において、地

区住民をはじめ多くの来賓を招い

て山本不動音頭発表会を開催した 

ことが掲載されており、このころから山本不動音頭の歌や踊りを受け継いでい

くための保存活動が始まったと考えられる。 

例大祭前の日曜日には明王青年会の会員が境内地に集まり、豊年踊りの会場

に櫓
やぐら

を建てる。また、当日の防犯・防火対策のため、事前に地元の防犯協会や

消防団に協力を依頼し、毎年安全な豊年踊りが開催できるよう努めている。 

豊年踊り当日である例大祭前日の 8月 27日午後 4時には、ワイシャツに法被、

スラックス姿の祭事会と晒
さらし

に法被、白半股引姿で白
しろ

足袋
た び

に雪
せっ

駄
た

を履いた明王青

年会の会員が自宅などから豊年踊りの会場に集まり、紅白幕や太鼓、提灯の設置

など豊年踊りの準備を行う。午後 6 時になると明王青年会が威
い

勢
せい

よく太鼓を叩

き始める。太鼓は明王青年会の会員が 3班に分かれ、1時間ごとに交代しながら

叩き続ける。午後 7 時ごろには不動音頭保存会の会員が本坊に集まり、本坊内

山本不動音頭 



159 

 

で早
さ

乙
おと

女
め

の衣装に着替える。 

早乙女は、紺の単
ひとえ

に赤いけだしと手
てっ

甲
こう

をつけ、片たすきで前かけを締め、

白足袋に雪駄を履く。午後 8 時になる

と、早乙女姿の不動音頭保存会の会員

が中心となって「山本不動音頭」を踊

り、櫓の周りには地域の人々が集まり、

時が経つにつれ踊りの輪が大きくなっ

ていく。豊年踊りは午後 9 時ごろまで

盛大に行われ、終了後には祭事会と明

王青年会が合同で片付け作業を行う。 

この豊年踊りの起源は明らかではな

いが、昭和 24 年（1949）の「豊
ほう

年
ねん

踊
おどり

櫓
やぐら

新
しん

築
ちく

寄
き

附
ふ

帳
ちょう

」が残されていること、

また、櫓の紅白幕が昭和 30 年（1955）

に奉納されたものであることから、豊

年踊りはこれよりも以前から行われて

いたと考えられる。 

 

 

 

 

 

(5) おわりに 

このように、山本不動尊とその周辺地域で行われている祭礼は、古くから地域

の行事として地域住民が大切に引き継いできた祭礼であり、それが今も受け継

がれている。 

秋季例大祭豊年踊りの奉納にあたっては、毎年祭事会と明王青年会の会員が

檀家などの家に寄付金の勧募を行うことや不動音頭保存会が「山本不動音頭」を

踊ることにより、豊年踊りを続けていくために必要な活動がこの地域の人々に

よってしっかりと受け継がれており、これらの活動と山本不動尊に存在する歴

史的建造物が一体となった情景が、この地域の宝として地域住民の記憶に刻み

豊年踊櫓新築寄附帳 

早乙女姿で豊年踊りを踊る 

不動音頭保存会の会員 
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込まれていることで、本地域の歴史的風致を形づくっている。 

この祭礼は、地域の人々が山本不動尊という地域のシンボルとしての宝を守

るものであり、この地域の住民とは切り離せないものである。これらの祭礼と山

本不動尊を守り、そして未来に伝えていくということは、地域の宝を大切に守り

続けていくということでもある。 

山本不動尊とその周辺地域で行われている祭礼は、その景観と共に残してい

きたい歴史的風致である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山本不動尊にみる歴史的風致の範囲図 
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<コラム> 山本不動尊の護摩殿 

春季・秋季例大祭が執り行われて

いる護摩殿は、慶長年間（1596～1615）

に災
さい

厄
やく

に見舞われ境内の伽
が

藍
らん

や徳
とく

善
ぜん

院
いん

とともに焼失したが、享保 21 年

（1736）に棚倉藩の家
か

中
ちゅう

や檀家など

の寄進により、現在の場所に再建さ

れた。 

昭和 13年（1938）には信者より護

摩殿や鐘楼堂などの改築要望が出さ

れ改築事業を推進したが、戦争の影

響により長期に渡って中断された。 

昭和 40年代に入り、多くの信者の支援協力により中断していた改築事業

の推進が図られ改築工事に着手し、昭和 50年（1975）に現在の護摩殿が再

建された。この改築工事施工中、元治元年（1864）に第 13代棚倉藩主松平

康爵が奉納した護摩仏具が縁の下や土中から発見された。 

護摩殿では、春季・秋季の例大祭のほか、毎年 2月の節分に護摩殿で厄
やく

除
よ

けをした還暦の男女や近津幼稚園の園児が撒
ま

き手となり、 裃
かみしも

姿で豆を撒

く節分会なども行われている。 

 

 

山本不動尊護摩殿 
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6 玉
たま

野
の

堰
ぜき

の三
さん

方
ぽう

分
ぶん

水
すい

と棚
たな

倉
ぐら

堀
ぼり

にみる歴史的風致 

(1) はじめに 

棚倉町北部に位置する社
やしろ

川
がわ

地域を流れる社川は、一級河川阿
あ

武
ぶ

隈
くま

川
がわ

の支流で

あり、白
しら

河
かわ

市
し

旗
はた

宿
じゅく

地区を源流とし、「白
しら

河
かわ

関
のせき

跡
あと

」の下流で数本の河川と合流し

たあと、白河市表
おもて

郷
ごう

八
や

幡
わた

地区で白河市の南
なん

湖
こ

を水源の一部とする藤
ふじ

野
の

川
がわ

と合流

し、さらに下流で黄
こ

金
がね

川
がわ

を迎え入れ、当地域の重要な河川となる。 

社川上流で多くの堰から取水された用水は、白河市の表郷地域の田畑を潤し

つつ蛇行し、社川地域の玉野堰によって久
く

慈
じ

川
がわ

水系へ分水され、本流は社川地域

から北東に流れをとり、浅
あさ

川
かわ

町
まち

、石川町を経て阿武隈川に合流する。 

棚倉町や浅川町では、古くからこの玉野堰から水を引き入れ、農業用水や生活

用水などに利用してきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

棚倉町は古くから米づくりが盛ん

な町であり、社川地域は平坦な地形を

生かした、町でも有数の水田地帯であ

るため、現在も広大な田園風景を見る

ことができる。 

この社川地域の田園を潤し、米づく

りの根幹をなしているのが玉野堰か

ら取水した玉
たま

野
の

堀
ぼり

と浅
あさ

川
かわ

樋
とい

である。     

社川の流路図（地理院地図一部加工） 

社川地域の田園風景（棚倉町観光協会提供） 



163 

 

(2) 建造物 

① 三方分水の構造 

玉野堰の三方分水とは、社川の水を社川三区（福井・玉野・一色
いっしき

地区）に引く

「玉野堀」、棚倉城跡周辺に引く「棚倉堀（現在の八
はち

幡
まん

川
がわ

～桧
ひの

木
き

川
がわ

～根
ね

子
こ

屋
や

川
がわ

で、

かつては「逆
さかさ

川
がわ

堀
ぼり

」と呼ばれていた）」、玉野堰下流の浅川町小
お

貫
ぬき

・太
おお

田輪
た わ

・染
そめ

・

滝
たき

輪
わ

地区の 4集落に引く「浅川樋（現在の社川本
ほん

川
せん

）」の三方に分けたことから

その名がついた。 

また、棚倉堀から取水している車
くるま

堀
ぼり

と町
まち

堀
ぼり

は、玉野堰の三方分水と同様に歴

史も古く、現在も農業用水のほか、市街地の生活用水や防火用水、棚倉城跡の堀

の水などに利用されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 玉野堀と浅川樋を利用する集落図（地理院地図一部加工） 
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これらの堀が作られた時期は明らかではないが、宝永 2年（1705）小林家文書

『奥
おう

州
しゅう

白
しら

川
かわ

郡
ぐん

棚
たな

倉
ぐら

領
りょう

一
いっ

色
しき

村
むら

指
さし

出
だし

帳
ちょう

』に玉野堰について「御城下両町・玉野村・

福井村・一色村以上五ケ村にて寄合」との記述があり、このころにはすでに玉野

堰を利用する集落で堰の管理について話し合いを行っていることから、これよ

りも以前に堀が整備されていたことが推測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

玉野堰の三方分水の水路図 



165 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

     

 

玉野堰と棚倉堀・玉野堀の水門の位置（地理院地図一部加工） 

現在の玉野堰 現在の棚倉堀 

現在の浅川樋（玉野堰下流の社川本川） 現在の玉野堀 
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また、玉野堰から取水する玉野堀の水についても、古くから社川三区の農業用

水として利用されていた。このことは、文化 15年（1818）に作成された「福井

村絵図」に玉野堀が記されており、このころにはすでに玉野堀が設けられ農業用

水として利用されていたことがわかる。 

玉野堰からの水路網は、幕末の領
りょう

内
ない

絵
え

図
ず

を見ると古くから水系が異なる社川

（阿武隈川水系）と久慈川（久慈川水系）が棚倉堀と車堀により繋がっているこ

とが記されており、これは人工的に分
ぶん

水
すい

嶺
れい

を開削して別水系の河川に流れ込む、

全国的にも珍しい水路である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 幕末の領内絵図一部加工 

福井村絵図一部加工 
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また、棚倉堀の水は町堀・車堀を通じて棚倉城下に引かれ利用されていた。こ

のことは、慶応 2 年（1866）に作成された「奥
おう

州
しゅう

棚
たな

倉
ぐら

之
の

図
ず

」に記されており、

このころにはすでに城下の道路の中央には町堀が、田畑には車堀が設けられ利

用されていたことがわかる。現在の町堀は、明治 17年（1884）の町中の道路改

修の際に道路中央の堀を埋めて道路両側の軒
のき

下
した

に分けられ、さらにその後の道

路改修により道路は舗装されたが、道路両側の歩道下を今も流れ続けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
現在の古町地区の町堀 現在の町裏地区の車堀 

奥州棚倉之図一部加工 
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現在も棚倉堀には、町堀・車堀に取水するための観
かん

音
のん

堰
ぜき

をはじめ多くの堰が設

けられており、それぞれの堰から堀や用水路に取水し、棚倉地域の農業用水など

に利用され、棚倉堀は約 64ha、玉野堀は約 180haの田畑を潤し続けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

玉野堰の受益地図 

町堀・車堀に取水している現在の観音堰 
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② 玉野堰と三方分水の歴史 

天正年間（1573～92）、常陸
ひ た ち

国
のくに

の戦国大名佐
さ

竹
たけ

義
よし

重
しげ

が赤館
あかだて

城
じょう

を奪った際に、

これを聞いた会津の蘆
あし

名
な

盛
もり

氏
うじ

が社川に玉野堰を設け、赤館の南にも堰を築き、玉

野堰より一挙に水を引き入れ赤館を水攻めにしようと掘ったのが棚倉堀であっ

たが、「会津に事
こと

起こり中止となった」との言い伝えがある。 

このころに掘られた棚倉堀を利用して引いた水は、棚倉町の前身である旧伊

野上・旧伊野下の両村を潤すかけがえのない水であった。棚倉城の堀にもこの水

を引き入れており、水不足の際には、堀の水が下方の水田地帯に放水されていた。

また、城下の道路の中央に水路（町堀）が設けられたことで、その水を上水とし

て日常生活に利用することが可能となり、城下の人々の生活向上に寄与した。し

かし、この棚倉堀の開削が、後世の水争いの発端となるのである。 

江戸末期になると、玉野堰上流で棚倉堀の水が棚倉城の堀の水や城下の農業・

生活用水、旧伊野上・旧伊野下両村の水車稼ぎの用水として、さらには玉野堀の

水が社川三区の農業用水として分水されるようになり、玉野堰下流域の水量が

減少していたため、下流域に住み、浅川樋の水を利用する人々の不安は日に日に

大きくなっていった。 

そのような状況のなか、嘉永 6年（1853）は史上希
まれ

に見る日照り続きの年で、

玉野堰の下流 4集落（旧小貫村・旧太田輪村・旧染村・旧滝輪村）の田畑は損害

を受け農民は困難を伴った。これは、玉野堰の上流 5集落（旧伊野上村・旧伊野

下村・旧福井村・旧玉野村・旧一色村）が堰に芝を植えて崩れないようにする芝

垣工事を行い、併せて堰の水を棚倉堀に分水したことにより、渇水が続くと浅川

樋には一切水が流れなくなることが原因であった。我慢の限界を超えた下流 4集

落は、玉野堰の水利をめぐって玉野堰の上流 5 集落を相手取り、塙代官所浅川

陣
じん

屋
や

に訴状を提出し、下流 4集落と上流 5集落の交渉がはじまった。 

交渉を開始してから 10年の歳月を迎えようとする文久 2年（1862）、下流 4集

落は用水不足のため分水の件について旧太田輪村・旧染村・旧滝輪村を支配する

浅川陣屋と旧小貫村を支配する越後高田藩分領釜
かま

子
のこ

陣屋（現在の白河市東釜子）

に提訴した。 

さらに翌年の文久 3年（1863）も年頭から晴天が続き、下流 4集落の農民は困

難を伴ったため、江戸評
ひょう

定
じょう

所
しょ

へ提訴するとの動きに対し、浅川陣屋より棚倉藩

へその旨掛け合った。しかし、城に引く水であることから棚倉藩の理解を得るこ

とができなかった。 
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玉野堰三方分水概略図一部加工 
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その後、分水については元治元年（1864）に文書の取り交わしにより争いも一

応の解決をみたが、慶応 3年（1867）の洪水で玉野堰堤防が大破したことにより

新たな火種が生まれることになる。政情混乱と重なり、大破した玉野堰は放置さ

れたままであったが、明治 4年（1871）2月、棚倉藩知事阿部正功が玉野堰の修

復工事を施工した。この修復工事の計画と施工は同時進行的に進められたが、下

流 4 集落に対して事前の説明や了解を得るための話し合いがなされないまま進

んでいた。また、この工事と併せて、玉野堰堤防が大破したことにより取水が困

難となった棚倉堀の代わりに、玉野堰上流に新棚倉堀（旧伊野上・旧伊野下両村

用水路）を掘削した。棚倉藩による同工事は、慣行水利権を一方的に打ち出した

もので、元治元年（1864）に取り交わした分 

水協定違反の要素をもちながら明治 4年 

（1871）春に完成した。 

同年 3 月、新棚倉堀の掘削を知った下流 4

集落が新棚倉堀の埋め立てをするという不穏

な動向を察知した棚倉藩郡務局は、仲裁役と

して近隣の村の有力者であった寺山村の野
の

中
なか

左
さ

右
う

民
たみ

と堤
つつみ

村の角
つの

田
だ

佐
さ

一
いち

郎
ろう

の両名を呼び、新

棚倉堀の認知と和解の道を講ずるように命じ

た。棚倉藩郡務局の要請を受けた両名は、翌

日から積極的に玉野堰の上流 5 集落と下流 4

集落の意向を聞き、両者の和解の仲介に乗り

出した。再三にわたる交渉の結果、玉野堰三

方分水が両者納得のうえ手打ちとなっ 

たのは、同年 9月のことであり、その

具体的な取り決めを記したのが『玉
たま

野
の

堰
ぜき

為
のための

取
とり

替
かえ

議
ぎ

定
てい

書
しょ

』である。 

その後、明治 17 年（1884）の町中

の道路改修の際に町堀を道路両側の

軒
のき

下
した

に分け、道路中央の堀を埋めて運

輸や生活用水としての便
べん

宜
ぎ

を図った。

また、昭和 38 年（1963）には社川の

大規模な河川改修が行われ、従来の蛇 大正初期の古町地区の町堀 

玉野堰為取替議定書 
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行した河川が直線化され、堰は木製からコンクリート製となり、棚倉堀と玉野 

堀の取水口も堰の上流に付け替えられた。 

時代とともに三方分水を取り巻

く環境は変わったが、明治 4年（1871）

に交わされた議定書による取水量

は、現在に至るまで守られている。 

玉野堰の三方分水は、社川から水

を引く 3地域にとって先祖が我々に

与えてくれた貴重な遺産であり、こ

の遺産を 3地域が有効に活用し、そ

の歴史を後世に語り継いでいかな

ければならない。 

 

(3) 活動 

① 玉野堰の水量管理 

文久 3 年（1863）から続

いた玉野堰三方分水に関す

る紛争は、明治 4年（1871）

に『玉野堰為取替議定書』に

より取水協定がなされた

が、この三方分水の取水量

を決めるために、棚倉藩郡

務局に仲裁役を命じられた

堤村の角田佐一郎は毎日玉

野堰に行き水の流れを測定

していた。毎日測定を行うこの作業は決して容易ではなかったと推測されるが、

現在でも当時と変わらない配分方法で取水していることを考えると当時の作業

の正確性がうかがえる。 

その後は大きな水争いもなく、現在も同様の配分方法により分水しており、棚

倉堀を利用している受益者と社川三区の受益者が、農繁期にはすべての田に水

が行き届くようにそれぞれの堀の水門により用水の水量を調整し、また、大雨が

降る場合には水門を閉じるなど水量管理を行っている。 

現在の玉野堰と棚倉堀・玉野堀の水門 

玉野堰の改修工事の様子 
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② 棚倉堀・玉野堀の活用 

江戸時代、棚倉城下には町堀・車堀

が引かれ、20基程度の水車が回り、米・

麦・そば・ひえ・粟
あわ

などを挽
ひ

くととも

に、棚倉城の堀の水や上水道、防火用

水など生活用水に使用されていた。ま

た、社川地区においても玉野堰から玉

野堀を通して水を引き、広大な田畑を

潤していた。             

現在も町堀や車堀は棚倉城跡の堀の

水や民家の庭水などの生活用水や農業

用水に使用されているほか、堀の水に

ついては火災時に防火用水としての機

能を持っており、火災時の重要な水源

となっている。 

また、社川小学校では子供たちに、

町の歴史上重要な三方分水の理解を深

めるとともに、町の基幹産業である水

稲栽培を学び郷土愛を育むため、毎年

授業の一環で田植えを行っている。 

江戸時代以降、棚倉城下の堀には水車が 

設置され生活用水に利用されていた 

町堀の水は民家の庭に引くなど 

生活用水としても利用されている 

現在の玉野堀水門 現在の棚倉堀水門 
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③ 玉野堰・棚倉堀・玉野堀の保全活動 

玉野堰の管理については、寛文元年

（1661）井上家文書『沙
さ

汰
た

治
おさめ

帳
ちょう

』の

「寛文元年七月 玉野堰普請人足賃

支払」という記述から、藩が堰の管理

に対して人足賃として米を支払った

こと、また、明和 6年（1769）井上家

文書『御用番日記』の「明和六年九月

玉野堰破損のため渇水につき町内火

の元厳重注意の申渡」という記述から、

堰が破損したため藩が町内へ火元注

意の申渡しを行ったことが分かって

おり、住民だけでなく藩も一体となっ

て堰の維持管理を行ってきたことが

わかる。 

現在も毎年 7月ごろ、棚倉堀を利用

している受益者と玉野堀を利用して

いる社川三区の受益者が、玉野堰や棚

倉堀、玉野堀の見回りや清掃等の維持

管理を行っている。 

 

社川小学校の田植え授業 棚倉城跡の堀から取水し 

消火訓練を行う消防団員 

棚倉堀の清掃作業 

玉野堀の清掃作業 
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また、社川地域は平坦な地形の水田地帯であり、そのほとんどが農業振興地域

に指定されているため、堀の下流の各地域では受益者を中心とした保全団体が

組織され、玉野堰の受益地のほか、社川地域内の農用地、水路、農道等の地域資

源の保全活動にも取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) おわりに 

これまで記述してきたように、玉野堰から取水した水は現在も棚倉町や浅川

町の農業用水としてだけではなく、市街地の防火用水や庭水など地域の生活用

水としても利用され続けている。保全活動についても、藩政時代の人々の精神を

受け継ぎ、現在も堰や堀の維持管理が続けられている。 

社川地域の農業振興地域土地利用図 

（棚倉農業振興地域土地利用図一部加工） 
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また、社川小学校校歌では、玉野堰と社川についての一節がある。昭和 43年

（1968）に明治 100 年記念として制定された校歌は、これまで多くの児童や教

師、地域の人々に歌われており、玉野堰の歴史を共有し、社川地域の景観に親し

んできたことをあらわしている。 

玉野堰の三方分水及び水路網は、現在の棚倉町の形成に大きく寄与した建造

物であり、この歴史を後世に語り継ぎ、取水した水の活用や清掃等の保全活動等

の適切な管理を今後も引き続き行いつつ、残していかなければならない歴史的

風致である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社川小学校校歌 
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玉野堰の三方分水と棚倉堀にみる歴史的風致の範囲図 
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第 3 章 歴史的風致の維持及び向上に関する方針 

1 歴史的風致の維持及び向上に関する課題 

(1) 歴史的建造物の保存・整備に関する課題 

本町には、棚倉城跡や馬場都々古別神社本殿、八槻都々古別神社本殿など、文

化財の指定を受けている歴史的建造物があるが、それ以外にも指定を受けてい

ない歴史的建造物が数多く残されている。 

これまで、歴史的建造物の一部に対しては、文化財保護法や福島県文化財保護

条例、棚倉町文化財保護条例に基づき文化財の指定を行うなど、保存や活用のた

めの必要な措置を講じてきた。 

未指定の文化財については、その価値についての調査・研究が不十分であり、

建造物が有する歴史的、文化的な価値が共有されていない。そのため、保存や活

用、適切な維持管理が行われないまま、滅失や改変の危機に瀕
ひん

しているものもあ

る。この未指定の歴史的建造物の維持管理は所有者に委ねられているため、多く

が十分な保護措置が図られていないだけでなく、耐震上の問題などを抱えてお

り、修繕等が必要な状況にある。一方で大規模な修繕等がなされようとした場合

に、建築基準法などの法令への適用によって、その保存すべき特徴や意匠が損な

われる可能性も生じる。 

しかし、これらの歴史的建造物を伝統工法で修理することは多額の費用がか

かることから、民間所有の歴史的建造物の修理は所有者の負担のみでは非常に

困難である。 

また、所有者や管理者の高齢化に伴う後継者不足などにより、歴史的建造物が

空き家となっているものもあり、今後取り壊しや建て替えが進むことが予想さ

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後建て替えなどが予想される 

棚倉城下町 

保存・活用するための計画が必要となる 

棚倉城跡 
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(2) 歴史的建造物周辺の環境整備に関する課題 

歴史的風致は、歴史的建造物だけで

なく、その周辺の市街地を含め、周辺

環境と一体となって形成されるもので

ある。 

しかし、歴史的建造物を取り巻く周

辺環境の整備が進んでいないため、城

下町らしい歴史的景観が感じられにく

くなっている。 

棚倉城跡周辺や棚倉城下町地区の道

路環境は、維持管理を行っているもの

の、歴史的建造物や周辺の景観と調和しておらず、良好な美観が損なわれており、

城下町としての雰囲気を阻害している。さらに、町民や来訪者の散策環境も十分

に整っていない。 

また、人口減少等に伴う空き家数も増加傾向にあるなかで、歴史的風致を損な

うような建造物などへの対策が進んでおらず、歴史的風致に配慮されていない

建造物や樹木、街灯、サイン、案内板などによって一体的な景観が阻害されてい

る。 

 

(3) 歴史や文化を反映した人々の活動の承継に関する課題 

本町の歴史的風致を構成する人々

の活動として、町内で行われている祭

りや神社仏閣で行われている祭礼に

よるものが多く承継されている。例え

ば、国の重要無形民俗文化財に指定さ

れている「都々古別神社の御田植」を

はじめとした民俗芸能等は、それぞれ

の行事に取り組んでいる団体や保存

会により承継されている。これらの団

体や保存会は、少子高齢化や人口減少 

などにより担い手や後継者が減少していることから、活動自体が困難となりつ

つある。これは、伝統技術等を承継する職人や担い手などにおいても同様である。 

現在の棚倉城跡周辺道路 

都々古別神社の御田植練習風景 
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将来における指導者の確保や後継者の育成、祭りや民俗芸能等の承継に取り

組む団体や保存会に対して十分に支援ができていない状況にある。 

 

(4) 歴史的風致を生かした観光振興に関する課題 

本町には、来訪者の受け入れ環境の整備や、歴史的風致や町内に点在する歴

史・文化遺産などを紹介し誘導するための情報発信が不足している。 

棚倉城跡周辺には駐車場は整備され

ているものの、城下町の周遊の拠点と

なる観光案内施設がない状況である。

街並みを一望できる赤館城跡にも展望

施設などは整備されておらず、国指定

の重要文化財を有する馬場都々古別神

社周辺においても、駐車場などの来訪

者用施設がない状況であり、来訪者の

受け入れ環境が不十分である。 

既存の案内標識や観光案内板などに 

ついてもデザインが統一されておらず、老朽化により案内が見えにくい標識や

多言語化されていない説明板などもあり、来訪者、特に外国人観光客への配慮が

不足している。 

また、来訪者を迎えるための環境づくりが進んでおらず、町内の歴史的建造物

や文化財などを効率的に周遊できるルートが構築されていない状況である。 

このほか、これまで来訪者に対する「おもてなしの心」を醸成し、本町の歴史

や文化、自然などについて紹介することができる人材の育成を図ってきたが、十

分な成果に結びついていない。 

 

(5) 歴史的風致の認識向上に関する課題 

本町には、歴史的に価値の高い建造物や文化財などが数多く存在するが、その

価値や魅力が広く認識されていないものが多い。 

町民を対象とした歴史的風致に関する講座は開催しているものの、年に数回

しか開催していないため、本町の歴史的風致に対する理解を深める十分な機会

が確保されていない現状がある。 

また、歴史まちづくりについての町民の共通理解が不足しており、自分たちが

多言語化されていない説明板 
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生まれ育った棚倉町の歴史や文化、歴

史的風致を町民の誰もが認識できる

ための情報発信も進んでいない。 

さらに、町内の小中学生や地元高校

に通う高校生についても、現在自分た

ちが生活している町の歴史や文化な

どについて学ぶ機会がない状況であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史に関する講座の様子 
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2 上位計画と関連計画における関連性 

本計画は、本町の上位計画である「第 6次棚倉町振興計画」に則し、「棚倉町

都市計画マスタープラン」や「棚倉町歴史文化基本構想」などの関連計画との連

携や調整を図りながら、歴史的風致の維持向上に向けて、取り組むための方針を

示したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 第 6次棚倉町振興計画 

平成 26年（2014）度に策定した第 6次棚倉町振興計画では、「人を・心を・時

をつなぐ たなぐらまち ～ほっとするわたしのふるさと～」を本町のめざす

将来像としている。この将来像を実現するために 6 つの政策目標を設定してお

り、本計画に関連する政策目標として「はぐくむ～将来を担う人材と文化を育む

まち～」、「いきいき～活気にみちた活き活きとしたまち～」を掲げている。その

第 6 次 棚倉町振興計画 

 
人を・心を・時をつなぐ たなぐらまち 

めざす将来像 

棚倉町歴史的 

風致維持向上計画 

 

棚倉町都市計画マスタープラン 

棚倉町歴史文化基本構想 

棚倉農業振興地域整備計画 

第 2 期棚倉町まち・ひと・しごと 

創生総合戦略 

流廃寺跡保存活用計画 

 

～ほっとするわたしのふるさと～ 

連携・ 

調整 

整合 整合 
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政策目標を達成するための主要施策として「郷土文化の保存と継承」、「歴史や文

化資源の活用」、「観光資源の活性化」をあげている。 

また、まちづくりの重点施策に「安心と活力 住んで良かった たなぐらづく

り～豊かで快適な暮らしを求めて～」を掲げ、プロジェクトとして「豊富な歴史

や文化的資源を次世代に引き継ぎ、その価値ある資源を活かし磨き上げ、ふるさ

とに誇りと愛着を持てるまち、たなぐらをつくる。」としている。 

 

第 6次棚倉町振興計画の施策の大綱（政策目標と施策） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の指標 

指標名 現状値（平成 26 年(2014)4月 1 日現在） 目標値(令和 6 年(2024)度) 

指定文化財の数 33件 35件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の指標 

指標名 現状値（平成 25 年(2013)度） 目標値(令和 6 年(2024)度) 

山本不動尊入込客数 147,500人/年 160,000人/年 
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(2) 棚倉町都市計画マスタープラン 

平成 12年（2000）度に策定した棚倉町都市計画マスタープランでは、「緑と歴

史にいだかれて やすらぎを育む町 たなぐら」を本町の将来都市像としてお

り、これを実現するための基本目標の一つとして「歴史を活かす－歴史的資源の

活用」を掲げている。 

その基本目標の施策の展開として「城下町という歴史的な雰囲気、情緒を活か

したまちづくり」や「歴史的資源である神社・仏閣の活用」をあげており、具体

的には将来都市構造計画において「亀ヶ城跡（棚倉城跡）など市街地に残る歴史

的資源を歴史拠点として位置づけ、市街地の公園として活用を図るほか、ルネサ

ンス棚倉など連携を図り、観光ルートの整備を図る。」としている。 

  

 

 

 

 

 

 

棚倉町都市計画マスタープラン将来都市構造計画図 

【用途区域拡大】 
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(3) 棚倉町歴史文化基本構想 

本町では、平成 30年（2018）度に「棚倉町歴史文化基本構想」を策定してい

る。これは、これまで個別に指定され、扱われてきた文化財の歴史的意義を明確

にしたうえで、指定文化財だけでなく、それ以外の文化財や歴史的資産も含めて、

相互の歴史性、関連性を明らかにし、その地域のたどった歴史や地域の特徴を

「関連文化財群」として記載している。本町では、7つの「関連文化財群」を設

定し、本計画に関連する「2つの都々古別神社と豊作祈願」や「兵たちのせめぎ

合い―城郭の博物館―」、「江戸時代の絵図を持って歩ける城下町」などを掲げて

いる。 

   

(4) 棚倉農業振興地域整備計画 

本町では、農業振興地域の整備に関する法律に基づき、「棚倉農業振興地域整

備計画」を昭和 46 年（1971）度に策定し、これまで 4 回の計画見直しを行い、

現在の計画は、平成 18 年（2006）度に変更した計画となっている。計画では、

土地利用の構想として、県の方針に基づき、人口動態や就業の動向を留意し、農

業以外の土地利用との調和を図りながら、魅力ある産地形成を目標とし、地域特

性に応じた作目の振興を図るため、優良農地の保全・確保に努めるとしている。 

また、食料自給率の向上と振興作物の生産促進のため、担い手への農地の集積、

地域営農システムの構築及び安定的かつ効率的な農業経営体の育成を図り、農

地の有効活用と遊休農地の解消に努めるともしている。 
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棚倉農業振興地域土地利用図 

 

(5) 第 2期 棚倉町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

本町では、令和 2年（2020）3月に「第 2期 棚倉町まち・ひと・しごと創生

総合戦略」を策定している。このなかでは、「第 1期 棚倉町まち・ひと・しご

と創生総合戦略」の取組みについて検証した結果を十分に踏まえたうえで、引き

続き人口減少・少子高齢化の進行への対応の充実・強化を図っていくとともに、

多様な人材の活躍の推進と新たな時代の流れを力にする視点も取り入れ、施策

を展開していくとしている。 

基本目標の一つに「人を引き付ける魅力あふれるまち」を設定し、そのなかの

施策で「自然と歴史、文化の薫り高いまち」を掲げ、自然、歴史、文化資源を活

用した交流人口、関係人口の拡大及び棚倉町の歴史を知り、語れる人材の育成に

取り組んでいる。 
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第２期 棚倉町まち・ひと・しごと創生総合戦略 全体像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

(6) 流廃寺跡保存活用計画 

流廃寺跡は、流地区に所在する古代の寺院跡である。平成 26年（2014）に国

の史跡に指定され、同年棚倉町が管理団体に指定されている。本町ではこの貴重

な遺跡の本質的価値を適切かつ恒久的に保存し、後世に確実に伝え、中長期的に

整備・活用を図るための指針として、平成 29年（2017）に「流廃寺跡保存活用

計画」を策定している。計画には、文化財保護法に基づき、史跡等を適切に保存

し、その価値を次世代に引き継ぐため、「史跡の恒久的保存」や「適切な保存管

理」、「史跡等の周辺環境の保全」など 6つの基本方針を掲げ、史跡等の維持・保

全等を図っていくとしている。 

施策 1 地域産業活性化に向けた既存産業の育成 

施策 2 地域産業の人材の確保と育成 

施策 3 女性や若い人の雇用環境の整備 

1．働きやすい環境があるまち 

施策 1 自然と歴史、文化の薫り高いまち 

施策 2 定住促進のための住環境の整備と活用 

施策 3 棚倉町とかかわりのある人との交流促進 

施策 1 出逢い、そして結婚へ 

施策 2 出産、子育て環境の支援・充実 

施策 3 魅力ある教育環境 

2．人を引き付ける魅力あふれるまち 

3．安心して子どもを産み育てられるまち 

施策 1 安全で安心な暮らし 

施策 2 健康で、ゆとりと潤いのある暮らし 

施策 3 環境にやさしい暮らし 

4．心豊かな暮らしがあるまち 
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3 歴史的風致の維持及び向上に関する方針 

(1) 歴史的建造物の保存・整備に関する方針 

これまで大切に受け継がれてきた数多くの歴史的建造物は、地域の財産であ

るとともに、歴史的風致として良好な市街地環境を形成している。 

これらの歴史的建造物のうち、国や県、町の指定文化財は、文化財保護法や福

島県文化財保護条例、棚倉町文化財保護条例に基づき、歴史的建造物の適切な保

存・活用を図る。特に、国指定の史跡である「棚倉城跡」については、その価値

を損なうことなく次世代へと確実に引き継ぐため、今後適切な保存と効果的な

活用を行うための指針として、保存活用計画及び整備計画の策定に向けて取り

組んでいく。 

未指定の歴史的建造物については、歴史的価値を把握するため調査を行い、そ

の結果に応じて所有者や管理者などと協議のうえ、本計画に基づく歴史的風致

形成建造物に指定するなど保存・活用を図る。また、歴史的建造物の安全性の確

保を図るため、建築基準法第 3 条第 1 項第 3 号の適用除外等についても検討す

る。 

さらに、歴史的風致形成建造物に指定した歴史的建造物のうち、民間所有で修

理が困難な建造物については、修理に対する支援策を講じることで健全な状態

を維持するとともに、所有者や管理者などと連携しながら維持管理や活用方法

を検討する。 

 また、空き家となった歴史的建造物に対しては、歴史的価値を把握したうえで、

良好な景観形成のため、可能な限り利活用を図るほか、街歩きの拠点としての活

用を検討する。 

 

(2) 歴史的建造物周辺の環境整備に関する方針 

歴史的風致を構成する歴史的建造物周辺の環境整備に取り組んでいくため、

歴史的建造物と調和した道路等の整備を行う。具体的には、棚倉城跡周辺や棚倉

城下の道路等の美装化を行うことにより、町内を散策する歩行者の安全性を確

保し、来訪者の受け入れ環境を整備することで、町民や来訪者が街歩きしたくな

る環境の構築を図る。 

また、歴史的建造物を取り巻く周辺環境の計画的な誘導に向けて、景観計画の

策定や景観条例の制定も視野に入れ、歴史的建造物周辺の良好な景観を形成す

るための方法について検討する。 
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(3) 歴史や文化を反映した人々の活動の承継に関する方針 

本町の歴史的風致を構成する人々の活動の承継に関する取り組みとして、承

継に必要となる支援や助言を行う。具体的には、地域の伝統文化や民俗芸能の承

継に必要となる、将来における指導者の確保や後継者の育成、町内で行われてい

る祭りや神社仏閣で行われている祭礼に取り組んでいる団体や保存会への支援

や助言を行う。 

また、伝統文化や技術を承継する職人や担い手を育成するため、若い世代、特

に子供たちを対象として、これらの技術を披露する機会や活動に参加できる機

会の創出を図るとともに、知識や技術の習得を目指す者に対し支援を行う。 

 

(4) 歴史的風致を生かした観光振興に関する方針 

来訪者に歴史的風致や町内に点在する歴史的建造物や文化財などを紹介する

ため、観光案内施設や来訪者用施設などの受け入れ環境整備を進めることで、来

訪者への情報発信を図る。 

また、案内標識や観光案内板などはデザインを統一し、外国人観光客にも対応

した多言語の標識や説明板などを整備するとともに、町内周遊型のパンフレッ

トを作成・活用することで、来訪者が歴史的風致や文化財、歴史的建造物などに

ついて理解し楽しみながら効率的に周遊できるルートを構築する。 

さらに、来訪者に本町の魅力をスムーズに理解していただくため、本町の歴史

や文化、自然などについて紹介することができる人材を育成し、より質の高いお

もてなしができる歴史案内人の確保に努める。 

 

(5) 歴史的風致の認識向上に関する方針 

町民が歴史を生かしたまちづくりに参加できるように、地域住民や地元団体

と連携・協力しながら、本町の歴史や文化、歴史的風致に関する知識を深めるた

めの講座を開催し、町民の認識向上を図る。 

また、町内の小中学校や地元の高校と連携し、小中学生や地元高校に通う高校

生が棚倉町の歴史や文化、自然などについて学ぶ機会を設け、子供たちに古くか

ら町内で行われている祭礼や伝統行事などについて興味・関心を持ってもらう

ことで、歴史的風致を構成する人々の活動の承継に結び付けていく。 
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4 歴史的風致維持向上計画の実施体制 

歴史的風致の維持及び向上を図るためには、様々な分野の多岐にわたる施策

を実施する必要があり、庁内関係各課との意識と情報の共有が不可欠である。ま

た、行政のみならず、学識経験者や地元関係者、文化財等の所有者と協力・連携

し、計画実現のための推進体制を構築することが必要である。 

このようなことから、本町における計画の推進体制は、「棚倉町歴史まちづく

り庁内推進委員会」において計画の進捗管理などを行うとともに、法定協議会で

ある「棚倉町歴史的風致維持向上計画推進協議会」に計画の進捗状況などについ

て報告・提案し、助言や意見を得ながら計画の推進や変更、効果的かつ円滑な事

業実施に向けた協議を行い、事業の推進を図る。 

また、必要に応じて「棚倉町文化財保護審議会」に報告し意見を得るほか、国

や県の関係機関と協議を行い、事業の推進に関わる助言・指導・支援等を受ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史的風致維持向上計画の推進体制図 
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第 4 章 重点区域の位置及び区域 

1 歴史的風致の分布 

 本町には、棚倉城跡をはじめとした歴史的価値の高い建造物が所在し、棚倉町

固有の歴史及び伝統を反映した活動が行われ、それらが一体となって良好な市

街地環境を形成しており、本計画においては、これら 6 つの歴史的風致を取り

上げた。 

「棚倉城跡と城下のまつり、行楽にみる歴史的風致」では、中世に築かれた山

城である「赤館城」の城跡と第 2代棚倉藩主丹
に

羽
わ

長
なが

重
しげ

が築城した「棚倉城」の城

跡における人々の活動と行楽を通して、町民が城跡に愛着を持ち、守り継ぐ活動

を続けている。また、棚倉城の城下町には江戸時代の街道筋が残り、江戸時代か

ら続く秋まつりが開催され、城下の街並みと棚倉秋まつりの屋台が城下の歴史

的な風情を醸し出している。 

「馬場都々古別神社にみる歴史的風致」では、陸奥一宮である馬場都々古別神

社の例大祭において、武神である日本武尊を祀っていることに由来した剣道や

弓道といった武道大会が開催されるとともに、神輿が門前の集落を練り歩き、神

社と門前の集落が一体となって良好な市街地環境を形成している。 

「八槻都々古別神社の御田植と神楽にみる歴史的風致」では、久慈川沿いの田

園地帯に位置する八槻都々古別神社で五穀豊穣を祈願して行われる御田植や神

楽といった民俗芸能を地区の人々が守り継承することで、良好な市街地環境を

形成している。 

「社川地域の神幸行事にみる歴史的風致」では、お枡明神の枡送り行事や羽黒

神社の大例祭神輿渡御といった神幸行事が町北部の社川地域で行われ、地域の

人々が豊作を祈願し、美しい田園風景のなか厳粛に斎行される行事が続いてお

り、それぞれの地区の鎮守と一体となって良好な市街地環境を形成している。 

「山本不動尊にみる歴史的風致」では、町内を代表する山林寺院である山本不

動尊において、毎年例大祭や豊年踊りが盛大に開催されており、この祭礼が地域

の人々と不動尊が一体となって引き継がれていることで、良好な市街地環境を

形成している。 

「玉野堰の三方分水と棚倉堀にみる歴史的風致」では、城下町の用水として利

用されてきた棚倉堀は、分水嶺をまたいだ場所にある玉野堰より引水しており、

現在も棚倉城跡のお堀の水や城下町の庭水、農業用水として利用されている。棚

倉城下の人々の生活を支える重要な水利であり、地域住民によって古くから行
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歴史的風致の分布図 

われてきた水路の保全活動により、良好な市街地環境が形成され、受け継がれて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 重点区域の位置 

本計画における重点区域は、重要文化財等として指定された建造物を中心に、

歴史的価値の高い建造物が集まり、歴史的・地域的関係性に基づく一体性をもっ

て、良好な市街地環境を形成している範囲であって、歴史的風致の維持及び向上

を図る施策を重点的かつ一体的に推進することが必要な区域とする。また、重点

区域内で歴史的風致の維持及び向上を図るための施策を重点的に実施すること

で、当該区域のみならず、本町全体の歴史的風致の維持及び向上にとって有効か

つ適切であり、本町全体の発展につながることが期待される区域に設定する。 

 本計画で掲げた 6 つの歴史的風致では、それぞれ歴史的風致の背景にある歴

史や文化を共有しながら、棚倉城跡やその城下町を中心に歴史上価値の高い建

造物で棚倉町固有の歴史や伝統を反映した人々の活動が今も行われ、それらが

一体となって本町の良好な市街地環境を形成している。 
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 しかしながら、少子高齢化や人口減少の影響等により、歴史的建造物では空き

家や老朽化が目立ち、祭礼においては、担い手の不足が懸念されており、歴史的

風致の維持が厳しい状況になってきている。 

このようなことから、歴史的建造物が集中する棚倉城跡周辺の城下町を中心と

して、「棚倉城跡と城下のまつり、行楽にみる歴史的風致」と「馬場都々古別神

社にみる歴史的風致」、「玉野堰の三方分水と棚倉堀にみる歴史的風致」の 3 つ

の歴史的風致の重なりを踏まえ、本町にとって歴史的風致の維持及び向上に最

も効果的に図られる範囲に重点区域を設定し、歴史的風致の維持向上を図る各

種施策を展開する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点区域の位置図 
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3 重点区域の範囲・名称・面積 

重点区域の範囲は、核となる文化財である馬場都々古別神社本殿（国指定の重

要文化財）及び棚倉城跡（国指定の史跡）を包含し、歴史的建造物の多くが存在

する棚倉城の城下町の街並み、その街並みが一望でき、町民によって保存活用さ

れてきた赤館城跡の遺跡範囲で大字棚倉字風呂ケ沢を中心とした区域、また、も

ともと現在の棚倉城跡の位置にあり築城の際に現在の社地に移った馬場都々古

別神社と門前街並みを形成する地域や馬場都々古別神社の例大祭に関係する区

域、「玉野堰の三方分水と棚倉堀にみる歴史的風致」に関連する区域を設定し、

重点区域の境界は次の図及び表のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名 称 棚倉町歴史的風致維持向上地区 

面 積 約 263ha 

重点区域の境界図 
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区域の境界一覧 

①～② 町道沢目上台線 
⑫～⑬ 

大字棚倉字中居野を区域

に含む字界 
②～③ 県道磐城棚倉停車場線 

⑬～⑭ 
大字棚倉字広畑を区域に 

含む字界 ③～④ 県道棚倉・鮫川線 

④～⑤ 根小屋川右岸河川敷との境界 ⑭～⑮ 国道 118号 

⑤～⑥ 大草川右岸河川敷との境界 
⑮～⑯ 

大字棚倉字堂ノ前を区域

に含む字界 
⑥～⑦ 

大字棚倉字下町を区域に含む

字界 
⑯～⑰ 

大字棚倉字丸内を区域に 

含む字界 
⑦～⑧ 

大字棚倉字東中居を区域に含

む字界 
⑰～⑱ 

大字棚倉字観音向を区域

に含む字界 
⑧～⑨ 

大字棚倉字西中居を区域に含

む字界 
⑱～⑲ 

大字棚倉字風呂ケ沢を区

域に含む字界 
⑨～⑩ 

大字棚倉字下河原を区域に含

む字界 
⑲～① 

大字花園字沢目を区域に 

含む字界 ⑩～⑪ 町道山際上手沢線 

⑪～⑫ 久慈川左岸河川敷との境界  

※道路による区域の設定にあたっては、道路を含み、道路外側境界を境界とする。 

 

4 重点区域の歴史的風致維持向上による効果 

本町の重点区域において、歴史と伝統を反映した人々の活動と歴史上価値の

高い建造物、その周辺の良好な環境・景観形成を一体的、かつ重点的に取り組む

ことは、当該区域内の歴史的風致の維持向上につながるだけでなく、町外からの

歴史的風致への評価が高まり、観光を核とした交流人口の増加が期待される。 

また、歴史的風致の維持向上により、町民が本町固有の歴史や伝統に対する理

解を一層深めることで、町民の歴史や伝統に対する意識が向上し、ふるさと棚倉

町に対する誇りや愛着が育まれるとともに、祭礼などの行事への積極的な参加

につながり、このような活動が後世に受け継がれていくことが期待される。 

さらに重点区域において、本計画の各種事業を推進することによって、郷土の

誇りと町の魅力の双方が高まるという相乗効果をもたらすとともに、それらが

本町の重点区域外の歴史的風致や地域住民のまちづくり活動にも広がり、歴史

を生かしたまちづくりがより一層推進されることが期待される。 
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5 重点区域における良好な景観の形成に関する施策との連携 

(1) 都市計画法との連携 

 本町の総面積の 15,993ha のうち 3,602ha が都市計画区域に指定されている。

都市計画区域のうち、町の中心部の 245.8haが用途地域に設定されている。 

 重点区域の全域が非線引きの都市計画区域に包含されており、用途地域と用

途地域外の両方が存在している。さらに、用途地域では、住居系用途、商業系用

途、工業系用途が混在している。 

 また、都市計画マスタープランでは、基本目標に「歴史を活かす-歴史的資源

の活用」を掲げており、城下町という歴史的な雰囲気、情緒を生かしたまちづく

りや歴史的資源である神社・仏閣を活用し、ハード面の整備にとどまらず、町全

体が一体となり、ソフト面を含めて総合的な整備を推進していくこととしてい

る。 

今後は、歴史を生かしたまちづくりに取り組むことから、都市計画と適正な連

携を図ることで、良好な市街地と街並み景観が形成されるよう誘導していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 重点区域と都市計画区域の区域図（棚倉都市計画総括図一部加工） 
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(2) 景観法との連携 

本町は、良好な景観を形成している県土の景観形成施策を推進するために策

定された「福島県景観計画」による景観計画区域に町全域が指定されている。福

島県景観計画では、届出が必要な行為及び景観形成基準が定められ、一定規模以

上の建築物・工作物等の開発に対し良好な景観を形成するよう規制している。 

本町には、久慈川や社川等の豊かな河川によってもたらされた美しい田園風

景が広がる農村景観や、棚倉城の城下町としての街並みといった歴史的景観等

良好な景観が形成されている。特に重点区域には、棚倉城跡周辺や城下町の街道

沿いの景観、馬場都々古別神社の門前集落と鎮守の杜が醸し出す景観、これらを

眼下に置く赤館城跡からの景観があり、歴史と伝統、豊かな自然が本町固有の景

観を作り出している。 

これらの重点区域内の良好な景観を維持し、後世に継承するため、引き続き福

島県景観計画に沿った規制を行う。また、重点区域内における建築物や工作物の

建築・色彩の変更、開発行為、その他の土地の形質の変更など一定の行為の制限

に加え、自然と歴史的風致が一体となった良好な景観が形成されるよう町独自

の制限を設定するため、景観行政団体への移行と景観法に基づく町独自の景観

計画の策定を目指す。 

 福島県景観計画区域における届出の必要な行為 
行 為 の 種 類 規 模 

建
築
物 

新築又は移転 高さ13ｍ超又は建築面積1,000㎡超 

増築若しくは改築、外観を変更することとなる修繕若
しくは模様替又は色彩の変更 

上記に掲げる規模の建築物において、当該行為に係
る床面積又は面積の合計が10㎡超 

工
作
物 

新 
設 
又 
は 
移 
転 

ア 擁壁、垣(生垣を除く。)、さく、塀その他こ
れらに類するもの 

高さ5ｍ超 

イ 鉄筋コンクリート造の柱、鉄柱、木柱その他
これらに類するもの(オに掲げるものを除く。) 

ウ 煙突、排気塔その他これらに類するもの 
エ 電波塔、物見塔、風車その他これらに類する
もの 

高さ13ｍ超 

オ 電気供給のための電線路又は有線電気通信
のための線路の支持物 

高さ20ｍ超 

カ 高架水槽、冷却塔、パラボラアンテナその他
これらに類するもの 

キ 観覧車、ジェットコースター、メリーゴーラ
ウンドその他これらに類する遊技施設 

ク コンクリートプラント、アスファルトプラン
トその他これらに類する製造施設 

ケ 自動車の駐車の用に供する立体的な施設 
コ 石油、ガス、穀物、飼料等の貯蔵施設 
サ ごみ処理施設、し尿処理施設、汚水処理施設
その他これらに類する処理施設 

シ 彫像、記念品その他これらに類するもの 

高さ13ｍ超又は築造面積1,000㎡超 

増築若しくは改築、外観を変更することとなる修繕若
しくは模様替又は色彩の変更 

上記アからシまでに掲げる規模の工作物において、
当該行為に係る築造面積又は面積の合計が10㎡超 
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行 為 の 種 類 規 模 

開発行為（都市計画法第4条第12項に規定する開発行為） 面積 3,000 ㎡超又は法面の高さ 5ｍ超かつ延長 10
ｍ超 

土地の開墾、土石の採取、鉱物の堀採その他の土地の形質
の変更 

面積 3,000 ㎡超又は法面の高さ 5ｍ超かつ延長 10
ｍ超 

屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の堆積 高さ3ｍ超又は堆積の用に供される土地の面積500
㎡超 

水面の埋立て又は干拓 面積 3,000 ㎡超又は法面の高さ 5ｍ超かつ延長 10
ｍ超 

 

(3) 屋外広告物に関する規制との連携 

貼り紙や立看板、広告塔などの屋外広告物が無秩序に氾濫することは、歴史的

風致や良好な景観を損ない、通行者等に危害を及ぼす恐れがある。 

本町における屋外広告物は、福島県屋外広告物条例により規制されている。こ

の条例では、「良好な景観の形成」及び「風致の維持」などの観点から、町の美

観や自然景観を損なわないような規制が定められている。 

本計画の重点区域内には、原則、屋外広告物を表示できない特別規制地域と市

町村長の許可が必要になる普通規制地域が混在しており、規制内容が異なるこ

とから良好な景観が阻害されることが懸念される。 

そのため、重点区域内の屋外広告物設置については、従来通り福島県と連携し

ながら、今後策定予定の棚倉町景観計画により、適正な管理と歴史的風致維持向

上に努めるものとする。 

 

福島県屋外広告物条例で定める地域区分 

「第一種特別規制地域等」と「第二種特別規制地域等」の区分 

区  分 具 体 的 地 域 

第一種特別規制地域等 

第一種低層住居専用地域、風致地区 
国及び県指定の重要文化財である建造物、天然記念物等の敷地 
風致保安林、自然及び緑地環境保全地域 
国立・県立自然公園の特別地域（都市計画区域外） 
磐梯山・猪苗代湖周辺景観形成重点地域 
半田沼（桑折町）の周囲 300ｍ以内 

第二種特別規制地域等 

第二種低層住居専用地域 
国及び県指定の重要文化財である建造物、天然記念物の周囲 300ｍ以内 
国立・県立自然公園の特別地域（都市計画区域内） 
都市公園の区域 
高速自動車道路及びその両側 500ｍの区域※ 
指定道路及び鉄道（都市計画区域外）の両側の指定区域※ 
官公署、学校、病院等の公用・公共用建造物の敷地 
古墳、墓地、神社等の敷地 

※ 道路及び鉄道から展望できない地域及び家屋連たん地区（隣接する家屋の敷地の間の距離が
それぞれ 50ｍ以下で 30 戸以上の家屋が連たんする地域）は除く 
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「第一種普通規制地域等」と「第二種普通規制地域等」の区分 

区  分 具 体 的 地 域 

第一種普通規制地域等 

都市計画法の都市計画区域 
（第一種・第二種低層住居専用地域及び商業地域・近隣商業地域
を除く） 
指定道路及びその両側 1,000ｍの区域※ 
鉄道全線及びその両側 1,000ｍの区域※ 
河沼郡柳津町大字柳津地内 

第二種普通規制地域等 都市計画法の商業地域・近隣商業地域 

※ 道路及び鉄道から展望できない地域は除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点区域と屋外広告物規制の区域図 

（福島県屋外広告物規制概況図一部加工） 
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(4) 棚倉農業振興地域整備計画との連携 

本町の面積 15,993ha のうち、9,034ha が農業振興地域に指定されており、農

用地区域は 1,965ha（平成 18年(2006)現在）となっている。重点区域内では都

市計画の用途地域以外の区域が農業振興地域に指定されている。このような良

好な農業環境の保全を図るため、農業行政と連携して農地の保全などに取り組

み、歴史的風致の維持向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点区域と棚倉農業振興地域土地利用図 

（棚倉農業振興地域土地利用図一部加工） 



201 

 

(5) 自然公園に関する規制との連携 

重点区域内の棚倉城跡の 4.9ha が、福島県立自然公園条例に基づく奥久慈県

立自然公園（棚倉城跡地区）に指定（昭和 23 年（1948）10 月 18 日指定）され

ている。この棚倉城跡地区は自然公園の普通地域になっており、一定規模以上の

工作物の新築、改築や広告物の設置など、一部の行為には、事前の届出が必要と

なる。今後、自然公園内において事業を推進する際は、規制との整合を図り、適

切に運用することで、これらの自然環境の保全に取り組み、良好な景観の形成を

図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点区域と奥久慈県立自然公園（棚倉城跡地区）の区域図 

（奥久慈県立自然公園（公園計画図）一部加工） 

棚倉城跡地区 
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県立自然公園の区分 

 

許可・届出を要する主な行為 

行為
特別地域
（許可）

普通地域
（届出）

備考

工作物の新築・改
築・増築 ○

○
（一定規模を
超える場合）

建築物（住宅、物置など）や道路、
橋など人為的に造られる施設が、こ
の工作物にあたる。

木竹の伐採 ○ －
木本類、竹類が、木竹にあたる。
（宅地内の木竹の伐採は対象外）

土石の採取等 ○
○

（一定規模を
超える場合）

何らかの目的をもって土石を持ち出
す行為をいい、温泉湧出のために
ボーリングすることや井戸を掘るこ
と等も含む。

広告物類の掲出・
設置、工作物等へ
の表示

○ ○
広告物、広告塔や広告板を設置する
ことや広告などを工作物等に表示す
ることがあたる。

屋外における指定
物の集積・貯蔵 ○ －

指定物は土石、廃棄物、再生資源、
再生部品が該当する。（高さ1.5ｍ
以下で面積10㎡以下は対象外）

土地の開墾・土地
の形状変更 ○

○
（一定規模を
超える場合）

土地を開墾して田畑を変えることや
切土、盛土等によって宅地を造成す
るなど人為的に土地の形状を変える
ことがあたる。

指定植物の採取・
損傷 ○ －

自然公園内に生育する貴重な植物を
保護するために規制されている。

屋根、壁面、橋、
鉄塔等の色彩変更 ○ －

工作物に周辺の自然と調和しない色
彩が用いられないように規制されて
いる。

※土地の開墾は含まず、土地の形状変更のみが対象

※

区　分 特　徴

第１種特別地域
風致を維持する必要性が最も高い地域であって、現在の景観を極力保護す
ることが必要な地域

第２種特別地域 特に農林漁業活動については努めて調整を図ることが必要な地域

第３種特別地域
風致を維持する必要性が比較的低い地域であって、特に通常の農林漁業活
動については原則として風致の維持に影響を及ぼすおそれが少ない地域

普通地域 特別地域に含まれない区域
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第 5 章 文化財の保存及び活用に関する事項 

1 町全体に関する事項 

(1) 文化財の保存・活用の現状と今後の方針 

本町には、国指定等 10 件（うち認定された重要美術品 2 件）、県指定 17 件、

町指定 9 件の有形・無形の文化財が所在している。このほか国の記録選択とな

っている無形の民俗文化財が 2件ある。 

本町では、平成 26年（2014）度に第 6次棚倉町振興計画を策定し、政策の一

つとして「郷土文化の保存と継承」「歴史や文化資源の活用」を掲げている。さ

らに重点施策として「歴史や文化的資源の活用を図り、まちの魅力として広く発

信する。」と明記し、文化財が持つ本来の魅力と価値をさらに高めて活用してい

くことを目指している。 

また、未指定文化財、さらにはそれらの周辺環境も含めた保存・活用を推進し

ていくための指針として、平成 30 年（2018）度に「棚倉町歴史文化基本構想」

を策定した。 

① 有形文化財（建造物） 

国・県・町指定の有形文化財（建造物）の保存・活用については、常に保存状

況を的確に把握し、適切な保存管理と活用に努める。 

一方、民間所有のものについては、所有者や管理者と連携しながら維持管理や

活用方法を検討する。 

② 遺跡 

国指定等の遺跡については、保存活用計画や整備計画などに基づき、適切な保

存・管理に努める。 

③ 無形の民俗文化財 

地域に根付く伝統文化や民俗芸能などの無形民俗文化財は、活動を承継する

ための担い手や後継者不足が進行しており、活動への支援や助言を行いながら、

担い手や後継者の育成も含めた支援を図る。 

 

(2) 文化財の修理（整備）に関する方針 

文化財の修理は、日常的な維持管理における予防措置や点検により毀損の早

期発見に努めるとともに、所有者などの意識向上のための適切な助言を行う。 

また、指定文化財の修理・保存・整備にあたっては、文化財保護法や福島県文

化財保護条例、棚倉町文化財保護条例に基づき適切に行うとともに、必要に応じ
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て文化庁や福島県文化財保護審議会、棚倉町文化財保護審議会及び専門家など

に指導・助言を受け、連携して実施する。 

なお、未指定文化財は調査を進め、歴史的価値が認められたものについては所

有者や管理者などと協議し、本計画に基づく歴史的風致形成建造物や町文化財

に指定するなど保存・活用に努める。 

 

 

(3) 文化財の保存・活用を行うための施設に関する方針 

将来にわたる文化財の適切な保存と効果的な活用のために、保存施設の整備

と展示のあり方を検討していく必要がある。 

本町には、県指定の重要文化財「八槻家住宅」があり、集会施設及び文化財の

展示施設の役割を担っている。今後もこの施設においては所有者や関係団体な

どと連携し、より効果的に情報発信ができるよう、文化財の保存・活用に努める。 

 

(4) 文化財の周辺環境の保全に関する方針 

文化財とその周辺環境は、それぞれを別のものとして捉えるのではなく、文化

財と一体的に、総合的に捉えることが重要であり、措置を講じなくてはならない。

それにより総合的に文化財の魅力やストーリーの周辺景観を阻害している要素

が見られる場合には、所有者や管理者などと協議のうえで改善を図る。 

 

(5) 文化財の防災・防犯に関する方針 

 毎年 1 月 26 日の文化財防火デーに合わせて、所有者、地域住民及び棚倉町消

防団と連携した文化財周辺での消火訓練を行う。 

八槻家住宅屋根修理 蓮家寺山門修理 
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また、消防法で義務づけられている自動

火災報知機、消火設備、及び防火設備の設

置の推奨に努める。 

 さらに、盗難や意図的な毀損などの行為

に対しては、防犯設備の設置の推奨にも努

める。 

 

 

 

 

(6) 文化財の保存・活用の普及・啓発に関する方針 

① 文化財の情報発信の充実と広域化 

広報誌のほか、文化財に関するリーフレ

ット、公式ホームページや SNS での文化財

の情報発信に努める。また、現地説明会の開

催や他市町村との情報の共有や意見交換な

どを通して、広域的な視点からの活動展開

と新しい形の活動の充実を促す。 

② 文化財を活用した観光促進と環境整備 

行政機関や地域住民との連携を通して、

観光ルートの整備や案内板等の設置等、文

化財の周辺環境の整備を図る。 

③ 学ぶ機会の充実 

町内外の人々の文化財に対する知見・意

識向上に繋げるため、文化財を学び楽しむ

機会の充実を図る。 

④ 大学や芸術団体などとの連携 

イベント等において、大学や芸術団体と

連携し積極的に参加を呼び掛けることによ

り、本町との関連性を深め、芸術鑑賞や伝統

文化を体感する機会の充実及び若者の移住

につなげる。 

棚倉町消防団による消火訓練 
（文化財防火デー） 

棚倉城跡の現地説明会 

（文化財の情報発信の充実） 

棚倉ふるさと講座 

（学ぶ機会の充実） 
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(7) 埋蔵文化財の取扱いに関する方針 

本町において重要な歴史的遺産であり、文化財保護法に基づく保護措置が求

められている「周知の埋蔵文化財包蔵地」は 75箇所存在する。 

この「周知の埋蔵文化財包蔵地」における開発行為については、同法に基づく

届出を受け、福島県教育委員会や開発業者と協議を行い、埋蔵文化財の適切な保

存に努める。 

 

(8) 文化財行政の体制と今後の方針 

文化財の保存・活用にあたっては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律

第 23条第 3号の規定により、教育委員会の職務権限とされていることから、生

涯学習課が関連する取り組みを推進するものとする。現在、学芸員は 2 名（歴

史・民俗 1名、考古 1名）である。 

また、文化財行政に関わる教育委員会の諮問機関として、文化財保護法第 190

条第 1 項及び棚倉町文化財保護条例に基づき、棚倉町文化財保護審議会が設置

されている。この審議会は 10名の委員（歴史学 1名、民俗学 1名、郷土史 1名、

保存団体及び教育委員会が必要と認める者 7 名）で組織されており、文化財行

政に対する助言等を行っている。 

 

(9) 住民・ＮＰＯ法人等各種団体の状況及び今後の体制整備の方針 

本町の文化財を保存・活用していくためには、行政機関だけで取り組むのは困

難であるため、地域において文化財の保存や活用に取り組んでいる団体との連

携を図ることが重要である。 

なお、本町における文化財の保存・活用に関わる団体は次のとおりであり、今

棚倉町文化財保護審議会 埋蔵文化財の調査 
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後はこれらの団体の多様な活動の継続とさらなる活性化を図るため、必要に応

じて情報提供や人材育成、町民を主体とした文化財の保存・活用の活動等を支援

する。 

 

文化財の保存・活用に関わる団体一覧 

団体名 活動範囲 主な活動内容 

棚倉町ふるさとガイド

の会 

町全体 町内文化財等の案内ガイド 

八槻都々古別神社楽人

会 

町全体 七座の神楽、太々神楽の継承及び

祭礼での奉納、町イベントでの公

演等 

八槻都々古別神社御田

植保存会 

八槻地区 都々古別神社の御田植の継承及び

祭礼での奉納、町イベント等での

公演等 

御桝明神保存会 玉野地区・一色

地区・福井地

区・浅川町簑輪

地区 

お枡明神の枡送り行事の継承 

新町組 
町全体 棚倉秋まつりの屋台運行等 

い組 
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2 重点区域に関する事項 

(1) 文化財の保存・活用の現状と今後の具体的な計画 

重点区域内には、史跡が 1件、重要文化財が 4件（建造物は 1件:1棟）、県指

定文化財 4件、町指定文化財が 5件（建造物 2件：2棟）、合計 14件の指定文化

財が存在する。これらの指定文化財は、文化財保護法や福島県文化財保護条例、

棚倉町文化財保護条例のほか、関連法令に基づき、保存のための措置が講じられ

てきた。 

平成 30年（2018）度に策定した「棚倉町歴史文化基本構想」に基づき、国指

定の史跡である「棚倉城跡」については、保存活用計画の策定作業を進めており、

その他の文化財については、必要に応じて所有者などと連携しながら適切な保

存・活用に努める。 

また、地域に伝承されている伝統文化や民俗芸能については、計画的な調査に

努める。 

 

《関連事業》 

・史跡棚倉城跡保存活用計画・整備計画策定事業 （令和元年度～令和 4年度） 

 

(2)文化財の修理（整備）に関する具体的な計画 

文化財の修理は日常的な維持管理における予防措置や、毀損の早期把握が重

要であるため、所有者などによる適切な維持管理と日常的な点検により毀損の

早期発見に努める。 

なお、指定文化財の修理・保存・整備については、文化財保護法や福島県文化

財保護条例、棚倉町文化財保護条例に基づき、必要に応じて文化庁や福島県文化

財保護審議会、棚倉町文化財保護審議会及び専門家などに指導・助言を受けるな

ど連携して実施するよう所有者への支援に努める。 

 

《関連事業》 

・棚倉城下町の歴史的建造物調査事業 （令和 2年度～令和 5年度） 

・歴史的風致形成建造物保存支援事業 （令和 3年度～令和 11年度） 

・史跡棚倉城跡保存活用計画・整備計画策定事業 （令和元年度～令和 4年度） 

・赤館城跡周辺調査事業 （平成 29年度～令和 3年度） 
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(3) 文化財の保存・活用を行うための施設に関する具体的な計画 

重点区域内には、文化財の保存施設はあるものの展示施設がなく、活用や教育

普及、情報発信などの面で不十分な状況にあるため、歴史的風致形成建造物や空

き店舗等の利活用について検討していく。 

 

《関連事業》 

・棚倉城跡観光拠点施設整備事業 （令和 7年度～令和 8年度） 

・ARアプリ整備事業 （令和 3年度～令和 11年度） 

・赤館公園整備事業 （令和 5年度～令和 11年度） 

・周遊性向上・案内板等整備事業 （令和 3年度～令和 8年度） 

・多言語周遊型観光パンフレット作成事業 （令和 2年度～令和 11年度） 

・歴史案内人育成事業 （平成 26年度～令和 11年度） 

・小中学生の認識向上推進事業 （平成 27年度～令和 11年度） 

・歴史・文化財学習講座事業 （平成 26年度～令和 11年度） 

 

(4) 文化財の周辺環境の保全に関する具体的な計画 

重点区域内の指定文化財及び価値の高い建造物が分布する区域については、

文化財を核とした周辺環境を一体的に保全するための検討を進める。 

 

《関連事業》 

・棚倉城跡周辺道路整備事業 （令和 3年度～令和 11年度） 

・棚倉城下道路整備事業 （令和 3年度～令和 11年度） 

・馬場都々古別神社門前環境整備事業 （令和 3年度～令和 8年度） 

 

(5) 文化財の防災に関する具体的な計画 

歴史的建造物においては、消防法で義務づけられている自動火災報知機、消火

設備及び防火設備の設置を促すものとするほか、必要に応じて地震対策への支

援に努める。 

 

(6) 文化財の保存・活用の普及・啓発に関する具体的な計画 

文化財を守り伝えていくためには、それを担っていく人材の育成が不可欠で

ある。 
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本町では、担い手不足の対策として、学校教育機関と連携し、若い世代の地域

の伝統行事への参加や、地元の歴史を教える学習機会の創出など、歴史や文化に

触れる機会を増やしながら、郷土愛の醸成を図る。 

また、歴史や文化を承継していく志のある人材を掘り起こし、人から人へ伝承

するシステムの構築を図る。 

 

《関連事業》 

・伝統文化・技術の職人及び担い手育成事業 （令和 2年度～令和 11年度） 

・民俗芸能団体の活動支援事業 （令和 2年度～令和 11年度） 

・まつり助成事業 （令和 2年度～令和 11年度） 

・歴史案内人育成事業 （平成 26年度～令和 11年度） 

・小中学生の認識向上推進事業 （平成 27年度～令和 11年度） 

・歴史・文化財学習講座事業 （平成 26年度～令和 11年度） 

 

(7) 埋蔵文化財の取扱いに関する具体的な計画 

重点区域内に存在する「周知の埋蔵文化財包蔵地」は 11箇所であり、重点区

域内での開発計画などを実施する場合は、現状保存を図るために事前の協議や

確認調査などを徹底する。 
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(8) 文化財の保存・活用に関わる各種団体の状況及び今後の具体的な計画 

重点区域内には、祭礼を担う新町組やい組、観光ボランティア団体などがあり、

文化財の活用を古くから継続的に行っている状況にある。 

そのため、これらの団体に対しては、その活動が存続できるよう、活動の承継

に対する支援を行い、効果的な文化財の保存・活用に向けて、団体間の連携、交

流を図る。 

 

《関連事業》 

・民俗芸能団体の活動支援事業 （令和 2年度～令和 11年度） 

・まつり助成事業 （令和 2年度～令和 11年度） 

重点区域と埋蔵文化財包蔵地 
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第 6章 歴史的風致維持向上施設の整備又は管理等に関する事項 

1 歴史的風致維持向上施設の整備又は管理等についての方針 

本計画における歴史的風致維持向上施設を本町における歴史的風致の維持及

び向上に寄与する公共施設等と位置づけ、それらを整備し適切な管理を行うこ

とにより、本町が古くから承継してきた歴史的風致の維持及び向上を図る。 

歴史的風致維持向上施設の整備については、歴史的風致を形成する建造物の

保存・整備・活用を行うとともに、歴史的風致の維持及び向上に資する環境や景

観の保全、町民が本町の歴史的価値・魅力・個性を再発見し、歴史的風致の認識

を向上させる事業等を実施する。なお、これらの事業等の実施に際しては、施設

やその周辺の歴史的背景を十分に調査するとともに、周辺の景観に配慮した整

備を行う。また、その効果を見極め、関係機関等と十分な協議調整をしたうえで

取り組み、国や県の補助制度を有効に活用しつつ計画的に実施する。そして、整

備を実施した施設については、様々な事業で活用し歴史的風致の維持向上に資

する施設とする。  

また、歴史的風致維持向上施設の維持管理については、今後も文化財保護法を

はじめとした各種法令を遵守しつつ、施設所有者や地域住民、関係機関等と十分

に協議調整をしたうえで適切な役割分担を定め連携して取り組み、必要に応じ

て所有者等に対し、助言や指導を行うこととする。  

以上の歴史的風致維持向上施設の整備又は管理に関する基本的な考え方に基

づき、計画期間内に以下の事業を実施する。 

 

（1）歴史的建造物の保存・整備に関する事業 

①棚倉城下町の歴史的建造物調査事業 

②歴史的風致形成建造物保存支援事業 

③史跡棚倉城跡保存活用計画・整備計画策定事業 

④赤館城跡周辺調査事業 

 

（2）歴史的建造物周辺の環境整備に関する事業 

 ①棚倉城跡周辺道路整備事業 

 ②棚倉城下道路整備事業 

 ③馬場都々古別神社門前環境整備事業 
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（3）歴史や文化を反映した人々の活動の承継に関する事業 

①伝統文化・技術の職人及び担い手育成事業 

②民俗芸能団体の活動支援事業 

③まつり助成事業 

 

（4）歴史的風致を生かした観光振興に関する事業 

 ①棚倉城跡観光拠点施設整備事業 

 ②AR アプリ整備事業 

 ③赤館公園整備事業 

④周遊性向上・案内板等整備事業 

 ⑤多言語周遊型観光パンフレット作成事業 

 ⑥歴史案内人育成事業 

 

（5）歴史的風致の認識向上に関する事業 

①小中学生の認識向上推進事業 

②歴史・文化財学習講座事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



214 

 

 各事業位置図 
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2 歴史的風致の維持向上に資する事業 

（1）歴史的建造物の保存・整備に関する事業 

事 業 名 （1）－① 棚倉城下町の歴史的建造物調査事業 

事 業 主 体  棚倉町 

事 業 手 法  

（支援事業名）  
町単独事業 

事 業 期 間  令和 2 年（2020）度～令和 7年（2025）度 

事 業 位 置 

重点区域全域 

 

事 業 概 要  

重点区域内における歴史的建造物の保存・活用を推進するた

め、建造物の構造や建築年次等を調査し、歴史的風致形成建造物

の候補となる建造物の抽出を行う。 

 

 

 

 

  

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

 城下町の建造物については、一部地域において分布調査を行っ

ているが、建物の構造や図面等の情報がない。重点区域内の建造

物の詳細調査をすることにより、歴史的建造物の歴史的・文化的

価値を明らかにするとともに、歴史的風致形成建造物の指定に結

び付け、歴史的風致形成建造物が適切な維持管理や保存活用され

ることで、重点区域に該当する歴史的風致の維持向上に寄与す

る。 

重点区域内に残る歴史的建造物 
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事 業 名 （1）－② 歴史的風致形成建造物保存支援事業 

事 業 主 体  棚倉町 

事 業 手 法  

（支援事業名）  

社会資本総合整備交付金（街なみ環境整備）（令和 6 年度～令和

8 年度） 

事 業 期 間  令和 3 年（2021）度～令和 11 年（2029）度 

事 業 位 置 

重点区域全域 

 

事 業 概 要  

歴史的風致形成建造物の保全をするための、耐震化及び外観の

修景、内装整備等の事業を支援し、歴史的風致形成建造物として

保存する。 

 

 

 

 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

 重点区域内の棚倉城下町の建造物については、神社仏閣やかつ

ての商家などの歴史的建造物が現存しているが、本来の良好な美

観が損なわれている等の問題があり、修理が必要なことや建て替

えによる喪失が懸念されること等課題が多い。これらの建造物を

歴史的風致形成建造物として保存活用することで、重点区域に該

当する歴史的風致の維持向上に寄与する。 

 

 

歴史的風致形成建造物候補の建造物 
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事 業 名 （1）－③ 史跡棚倉城跡保存活用計画・整備計画策定事業 

事 業 主 体  棚倉町 

事 業 手 法  

（支援事業名）  

町単独事業 

史跡等保存活用計画等策定事業 

事 業 期 間  令和元年（2019）度～令和 4年（2022）度 

事 業 位 置  

棚倉城跡（史跡指定範囲） 

事 業 概 要  

国指定の史跡である棚

倉城跡の調査を行い、現状

を把握したうえで、策定委

員会を組織し、棚倉城跡の

適切な保存及び効果的な

活用を行うための保存活

用計画を策定する。また、

保存活用計画策定後に棚

倉城跡の整備の方針を固 

め、整備計画策定に取り組む。 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

棚倉城跡は歴史的価値が高い建造物であり、町民からも親しま

れ、重点区域の核となる史跡である。当該事業を通して、棚倉城

跡を次代に引継ぐための保存活用、整備計画が定められることに

より、良好な市街地環境の形成につながる。また、史跡に対する

意識の向上が図られ、町民による棚倉城跡への保存・愛護活動が

活発化することによって、「棚倉城跡と城下のまつり、行楽にみ

る歴史的風致」の維持向上に寄与する。 

現在の棚倉城跡 
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事 業 名 （1）－④ 赤館城跡周辺調査事業 

事 業 主 体  棚倉町 

事 業 手 法  

（支援事業名）  
町単独事業 

事 業 期 間  平成 29 年（2017）度～令和 8年（2026）度 

事 業 位 置  

赤館城跡及びその周辺地区 

事 業 概 要  

赤館城跡の適切な管理、

効果的な活用を行うため

に、赤館城跡及びその周辺

において測量、発掘等の調

査を行い、城郭の現状把握

をする。 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

 赤館城跡及び周辺の調査により、城郭の現状を把握するととも

に周辺の文化財との関係性を探ることで、赤館城跡の適切な管理

や効果的な活用を行うことが可能となる。また、赤館城跡に係る

展示や講座の充実等が図られ、町民の赤館城跡に対する意識の向

上につながり、「棚倉城跡と城下のまつり、行楽にみる歴史的風

致」の維持向上に寄与する。 

 

 

赤館城跡の遠景 
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（2）歴史的建造物周辺の環境整備に関する事業 

事 業 名 （2）－① 棚倉城跡周辺道路整備事業 

事 業 主 体  棚倉町 

事 業 手 法  

（支援事業名）  

社会資本総合整備交付金（街なみ環境整備）（令和 4 年度～令和

8 年度） 

事 業 期 間  令和 3 年（2021）度～令和 11 年（2029）度 

事 業 位 置  

棚倉城跡周辺地区 

事 業 概 要  

棚倉城跡周辺地区において、城跡の景観に調和した空間の整備

を図るため、道路の美装化や道路構造物の改修等を実施する。 

 

 

 

 

 

現在の棚倉城跡周辺道路 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

 棚倉城跡周辺道路の美装化を行うことにより、歴史的風致の活

動と一体となる歴史的建造物や周辺の環境と調和した良好な市

街地環境が形成される。また、道路の美装化により地域住民等が

街歩きしたくなる環境が整えられるとともに歴史的な街並み景

観が形成され、「棚倉城跡と城下のまつり、行楽にみる歴史的風

致」の維持向上に寄与する。 
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事 業 名 （2）－② 棚倉城下道路整備事業 

事 業 主 体  棚倉町 

事 業 手 法  

（支援事業名）  

社会資本総合整備交付金（街なみ環境整備）（令和 4年度～令和

8 年度） 

事 業 期 間  令和 3 年（2021）度～令和 11 年（2029）度 

事 業 位 置  

棚倉城下町地区 

 

事 業 概 要 

歴史的建造物が多く存在する棚倉城下町地区において、地域

住民等の周遊性向上や歴史的建造物と調和した景観形成を目的

に歩道の美装化を行う。また、歩道の整備にあわせて、歩道部

にある構造物（街路灯・町堀）を改修する。 

 

 

 

 

 

現在の城下町地区歩道 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

 棚倉城下町地区の歩道の美装化を行うことにより、秋まつり

等の歴史的風致の活動と一体となる歴史的建造物や周辺の環境

と調和した良好な空間が形成される。また、歩道の美装化によ

り町民や地域住民等が街歩きをしたくなる環境を整備するとと

もに歴史的な景観が形成され、「棚倉城跡と城下のまつり、行楽

にみる歴史的風致」や「玉野堰の三方分水と棚倉堀にみる歴史

的風致」の維持向上に寄与する。 

迦
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事 業 名 （2）－③ 馬場都々古別神社門前環境整備事業 

事 業 主 体  棚倉町 

事 業 手 法  

（支援事業名）  

町単独事業 

社会資本総合整備交付金（街なみ環境整備）（令和 5 年度～令和

8 年度） 

事 業 期 間  令和 3 年（2021）度～令和 8年（2026）度 

事 業 位 置  

馬場都々古別神社門前地区 

 

事 業 概 要  

 馬場都々古別神社門

前地区の道路等の環境

は、良好な美観が損な

われており、神社や街

並みと調和した景観

や、地域住民等が散策

する環境が損なわれて

いる状況にあることか

ら、馬場都々古別神社門前地区の道路美装化や水路整備をはじめ

とした環境整備を行う。また、馬場都々古別神社周辺に地区住民

等の街歩きの拠点となり、交流・憩いの場としても活用可能な施

設の整備を行う。 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

本町の歴史上、重要な建造物である馬場都々古別神社と、その

門前の街並みに調和した環境整備を行うことは、地域住民等の周

遊性向上や良好な市街地環境を形成することにつながり、「馬場

都々古別神社にみる歴史的風致」の維持向上に寄与する。 

神社社叢 

現在の馬場都々古別神社門前地区の様子 
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（3）歴史や文化を反映した人々の活動の承継に関する事業 

事 業 名 （3）－① 伝統文化・技術の職人及び担い手育成事業 

事 業 主 体  棚倉町 

事 業 手 法  

（支援事業名）  
町単独事業 

事 業 期 間  令和 2 年（2020）度～令和 11 年（2029）度 

事 業 位 置  町内全域 

事 業 概 要  

少子高齢化や人口減少により衰退しつつある伝統文化・技術が

承継できるよう、後継者育成のための環境整備や、和菓子職人を

はじめとした伝統文化・技術を引き継ぐ職人及び担い手などの育

成活動に対して支援を行い、後継者を育成する。 

 

 

 

 

 

  

伝統文化・技術を引き継ぐ担い手育成のイメージ 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

 職人等の高齢化や担い手不足などによって伝統文化・技術の承

継が危ぶまれるなかで、後継者を育成しやすい環境を整備する。

また、伝統文化・技術の知識向上を図るとともに技術の習得を目

指す者に対し支援することは、職人や担い手を育成し伝統文化・

技術の確実な承継に資することから、「棚倉城跡と城下のまつり、

行楽にみる歴史的風致」をはじめ、町内の歴史的風致の維持向上

に寄与する。 
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事 業 名 （3）－② 民俗芸能団体の活動支援事業 

事 業 主 体  棚倉町 

事 業 手 法  

（支援事業名）  
町単独事業 

事 業 期 間  令和 2 年（2020）度～令和 11 年（2029）度 

事 業 位 置  町内全域 

事 業 概 要  

 重要無形民俗文化財に指定されている「都々古別神社の御田

植」や「お枡明神の枡送り行事」をはじめとした民俗芸能の承継

に取り組んでいる団体等に対し、必要に応じて学識経験者の指

導、助言を得ながら、活動費の補助を行うとともに、支援や助言

を行う。 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

 歴史的に価値のある民俗芸能の承継に取り組んでいる団体を

積極的に支援することで、技術の承継が図られるとともに、興味

関心の向上、後継者育成等の効果が期待され、町内の良好な市街

地環境の形成につながり、歴史的風致の維持向上に寄与する。 

 

 

 

 

都々古別神社の御田植 お枡明神の枡送り行事 
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事 業 名 （3）－③ まつり助成事業 

事 業 主 体  棚倉町 

事 業 手 法  

（支援事業名）  
町単独事業 

事 業 期 間  令和 2 年（2020）度～令和 11 年（2029）度 

事 業 位 置  町内全域 

事 業 概 要  

 十万石棚倉城まつりや秋まつりなど、町内で行われているまつ

りの実行委員会等に対して、必要に応じて学識経験者の指導、助

言を得ながら、事業費の補助等を行う。 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

 当該事業を実施することは、まつりの承継につながるだけでな

く、交流人口の増加が図られ、来訪者の興味関心の向上が期待さ

れる。また、まつりを契機に来訪者が増加することは、町民が町

を誇りに思う気運や町への愛着心の醸成につながるため、町内の

歴史的風致の維持向上に寄与する。 

秋まつりの様子 

十万石棚倉城まつりの様子 
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（4）歴史的風致を生かした観光振興に関する事業 

事 業 名 （4）－① 棚倉城跡観光拠点施設整備事業 

事 業 主 体  棚倉町 

事 業 手 法  

（支援事業名）  
町単独事業 

事 業 期 間  令和 7 年（2025）度～令和 9年（2027）度 

事 業 位 置 

棚倉城跡周辺地区 

事 業 概 要 

棚倉城跡周辺には駐車場があり、

棚倉城跡の来訪者に多く利用され

ているが、城下町の周遊の拠点とな

る観光案内施設がない状況にある。

今後の棚倉城跡の遺跡保存に配慮

しながら、来訪者に対し、文化財や

歴史的建造物等の情報発信を行い、城下の街並みへの周遊性

向上を図るため観光拠点施設を整備する。 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

棚倉城跡周辺に観光拠点施設を整備することにより、歴史的風

致を構成する棚倉城跡の情報発信の拠点づくりをするとともに、

城下町地区にある歴史的建造物や歴史的な街並みの情報を発信

し、来訪者が城下町を周遊しやすい環境を作り出し、「棚倉城跡

と城下のまつり、行楽にみる歴史的風致」の向上に寄与する。 

 

 

観光客が多く訪れる棚倉城跡 
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事 業 名 （4）－② AR アプリ整備事業 

事 業 主 体  棚倉町 

事 業 手 法  

（支援事業名）  
町単独事業 

事 業 期 間  令和 3 年（2021）度～令和 11 年（2029）度 

事 業 位 置  

棚倉城跡及びその周辺地区 

 

事 業 概 要  

スマートフォンやタブ

レット端末の画面に棚倉

城の本丸や隅櫓などを再

現する AR アプリを開発す

るとともに、棚倉城跡周辺

にARアプリへ誘導するQR

コード付き案内板を整備

する。 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

 棚倉城は戊辰戦争での落城後、本丸や隅櫓、多門櫓等の建造物

が復元されることがなかったため、現在において棚倉城の様子を

うかがい知ることができない。 

 当該事業で棚倉城等を再現することにより、交流人口の増加を

図るとともに、町民や来訪者の興味関心の向上や歴史的価値の理

解促進につながる。さらに棚倉城跡を保存する気運の醸成が期待

されることから、「棚倉城跡と城下のまつり、行楽にみる歴史的

風致」の維持向上に寄与する。 

 

現在の棚倉城跡周辺案内板 
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事 業 名 （4）－③ 赤館公園整備事業 

事 業 主 体  棚倉町 

事 業 手 法  

（支援事業名）  
町単独事業 

事 業 期 間  令和 5 年（2023）度～令和 11 年（2029）度 

事 業 位 置  

赤館公園 

事 業 概 要  

赤館城跡内に位置し、観

光地である赤館公園の来訪

者の利便性向上と観光誘客

促進のため、トイレの改修

をはじめとした利便性向上

施設の整備や本町の街並み

を一望できる立地を生かし

た展望施設を整備する。 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

花見の名所であり、町民の行楽の場の中心であるとともに、町

内有数の観光地である赤館公園の展望施設や利便性向上施設を

整備することで、更なる観光誘客促進を図る。また、来訪者が中

世の山城である赤館城からの眺望を体験することで、歴史的理解

が深まることが期待できる。 

当該事業を通して赤館城跡の新たな魅力創出を図るとともに、

赤館城を保存する気運を醸成することにより、「棚倉城跡と城下

のまつり、行楽にみる歴史的風致」の維持向上に寄与する。 

赤館公園の眺望 
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事 業 名 （4）－④ 周遊性向上・案内板等整備事業 

事 業 主 体  棚倉町 

事 業 手 法  

（支援事業名）  
町単独事業 

事 業 期 間  令和 3 年（2021）度～令和 9年（2027）度 

事 業 位 置  町内全域 

事 業 概 要  

地域住民等が町内の歴史的建造物や文化財等を楽しみながら

効率的に周遊できるルートを検討・構築し、案内板等を設置する。

また、町内の案内板等のデザインを統一し、周遊ルートに合わせ

た案内標識や歴史的建造物等の説明板を整備する。 

  

 

 

 

 

 

現在の説明板          現在の案内標識 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

 重点区域をはじめとした町内の歴史的建造物や文化財等周辺

に、地域住民等がスムーズに移動できるようなわかりやすい案内

標識や歴史的建造物等をわかりやすく解説した説明板を整備す

ることで、周遊性を高め、地域住民等が本町の歴史や文化等に関

する理解を深めることにつながるため、町内の歴史的風致の維持

向上に寄与する。 
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事 業 名 （4）－⑤ 多言語周遊型観光パンフレット作成事業 

事 業 主 体  棚倉町 

事 業 手 法  

（支援事業名）  

町単独事業 

歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業 

事 業 期 間  令和 2 年（2020）度～令和 11 年（2029）度 

事 業 位 置  町内全域 

事 業 概 要  

歴史的風致や文化財の分布、歴史的建造物等を含めた町内周遊

型のパンフレットを作成する。また、英語や中国語などの多言語

バージョンも併せて作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の歴史資料や観光パンフレット 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

 本町の歴史的風致や文化財、歴史的建造物等を周遊ルートに合

わせて情報提供することにより、来訪者の周遊性を高めるととも

に、本町の歴史や文化等の理解向上を図る。また、多言語のパン

フレットを作成・活用することで、外国人来訪者にも本町の歴史

や文化等について理解向上を促し、情報発信を促進するため、町

内の歴史的風致の維持向上に寄与する。 

 

 

 



230 

 

 

事 業 名 （4）－⑥ 歴史案内人育成事業 

事 業 主 体  棚倉町 

事 業 手 法  

（支援事業名）  

町単独事業 

福島県観光力づくり支援事業（平成 26 年度～令和 2年度） 

事 業 期 間  平成 26 年（2014）度～令和 11 年（2029）度 

事 業 位 置  町内全域 

事 業 概 要  

来訪する観光客に対し、本町の歴史や文化、自然等、本町の魅

力について紹介することができる人材を育成するため、歴史案内

人の講習や視察等を実施する。 

  

 

 

 

 

 

先進地視察の様子        実践研修の様子 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

 本町の歴史や文化等について学び、質の高いおもてなしができ

る歴史案内人を育成することにより、交流人口の増加を図るとと

もに、来訪者が本町の魅力をスムーズに理解し、親しみをもつこ

とが可能となり、来訪者による情報発信の広がり等が期待できる

ことから、町内の歴史的風致の維持向上に寄与する。 
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（5）歴史的風致の認識向上に関する事業 

事 業 名 （5）－① 小中学生の認識向上推進事業 

事 業 主 体  棚倉町 

事 業 手 法  

（支援事業名）  

町単独事業 

歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業 

福島県観光力づくり支援事業（平成 26 年度～令和 2年度） 

事 業 期 間  平成 27 年（2015）度～令和 11 年（2029）度 

事 業 位 置  町内全域 

事 業 概 要  

町内の小中学校と連携し、小中学生に本町の歴史や文化、自

然などに関する知識を持ってもらうため、わかりやすいテキ

スト等の作成や学習会の開催、現地での見学・体験をすること

で、子供たちの認識向上を図る。 

  

 

 

 

 

 

町の歴史等に関する学習会     現地での見学・体験 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

 本町の将来を担う子供たちが、本町の歴史や文化、自然など

について学ぶことが、歴史的風致に対する興味・関心の向上に

つながる。さらに、この事業をきっかけに祭礼や伝統行事など

に積極的に参加し、活動が承継されることで、町内の歴史的風

致の維持向上に寄与する。 
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事 業 名 （5）－② 歴史・文化財学習講座事業 

事 業 主 体  棚倉町 

事 業 手 法  

（支援事業名）  

町単独事業 

歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業 

福島県観光力づくり支援事業（平成 26 年度～令和 2年度） 

事 業 期 間  平成 26 年（2014）度～令和 11 年（2029）度 

事 業 位 置  町内全域 

事 業 概 要  

本町の歴史や文化財に関する知識を深めるため、地域住民や地

元団体等を対象に歴史や文化に関する講座を開催する。 

また、地元の高校と連携しながら、高校生を対象とした出前講

座やフィールドワークを実施する。 

  

 

 

 

 

 

町の歴史や文化に関する講座 

 

事業が歴史的風

致の維持向上に

寄与する理由 

 歴史を生かしたまちづくりには地域住民や地元団体等との連

携・協力が不可欠であるため、当該事業を通じて地域住民等の本

町の歴史的風致に対する認識を向上させることにより、町内の歴

史的風致の維持向上に寄与する。 
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第 7章 歴史的風致形成建造物の指定の方針 

1 歴史的風致形成建造物の指定の方針 

 本町固有の歴史的風致を構成する歴史的建造物のうち指定文化財については、

これまでも文化財保護法をはじめ、福島県並びに本町の文化財保護条例に基づ

き保存・活用に取り組んできた。しかし、本町には指定文化財以外にも歴史的建

造物が多数存在しており、歴史的風致の維持向上を図るうえで、これらの建造物

についても適切な保存・活用が求められる。 

 このことから、重点区域内において歴史的風致を形成している建造物のうち、

歴史的風致の維持向上のために保存を図る必要があると認められる建造物につ

いて、歴史まちづくり法第 12条第 1項に基づき「歴史的風致形成建造物」に指

定する。これにより、指定文化財の保存・活用に加え、指定文化財以外の歴史的

建造物の保存・活用を推進し、本町固有の歴史的風致の維持向上に寄与する。 

 

2 歴史的風致形成建造物の指定要件 

 歴史的風致形成建造物の指定にあたっては、建造物の所有者等と協議のうえ、

同意を得られたもの（公共施設以外で個人や法人等が所有する建造物の場合、当

該建造物の所有者が今後適切な維持管理を行う意向を持っていることを確認す

る。）を前提として、次に示す「指定対象の要件」及び「指定の基準」を満たす

建造物を指定する。 

 なお、今後も重点区域内において歴史的建造物の調査を行いつつ、その結果に

より随時、歴史的風致形成建造物の追加指定を行っていく。 

 

【指定対象の要件】 

 ①文化財保護法第 57条第 1項の規定に基づく登録有形文化財（建造物） 

 ②福島県文化財保護条例に基づく指定文化財 

 ③棚倉町文化財保護条例に基づく指定文化財 

 ④その他、本町の歴史的風致の維持向上に寄与する建造物で、町長が必要と認

めるもの 

 

【指定の基準】 

 ①建造物の形態・意匠または技術上の工夫が優れている建造物 

 ②地域の歴史を把握するうえで重要な建造物 

 ③歴史的な街並みの構成要素として重要な建造物 

 ただし、指定にあたっては以下の条件を満たすことが必要である。 

 ・概ね築 50年程度経過しているもの 
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 ・所有者または管理者等により今後当該建造物の適切な維持管理が見込まれ

るもの 

 ・所有者の同意が得られているもの 

 

3 歴史的風致形成建造物の候補 

重点区域内において、歴史的風致形成建造物の候補となる建造物は、以下のと

おりである。 

 

歴史的風致形成建造物の候補一覧 

 

番

号 
名称・写真等 所在地 所有者 築年 

関連する 

歴史的風致 

1 

蓮家寺山門（町指定文化財） 

棚倉地域 

新町 
蓮家寺 

安永 

6年 

(1777) 

棚倉城跡と

城下のまつ

り、行楽に

みる歴史的

風致 

2 

宇迦神社本殿 

 

棚倉地域 

風呂ヶ沢 

宇迦 

神社 

元禄 

14年

(1701) 

棚倉城跡と

城下のまつ

り、行楽に

みる歴史的

風致 
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番

号 
名称・写真等 所在地 所有者 築年 

関連する 

歴史的風致 

3 

宇迦神社拝殿 

棚倉地域 

風呂ヶ沢 

宇迦 

神社 

江戸 

後期 

棚倉城跡と

城下のまつ

り、行楽に

みる歴史的

風致 

4 

宇迦神社随身門 

 

棚倉地域 

風呂ヶ沢 

宇迦 

神社 

江戸 

末期 

棚倉城跡と

城下のまつ

り、行楽に

みる歴史的

風致 

5 

阿部正備茶室（町指定文化財） 

 

棚倉地域 

城跡 
棚倉町 

江戸 

後期 

棚倉城跡と

城下のまつ

り、行楽に

みる歴史的

風致 
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番

号 
名称・写真等 所在地 所有者 築年 

関連する 

歴史的風致 

6 

旧上田家住宅 

 

棚倉地域 

古町 
法人 大正期 

棚倉城跡と

城下のまつ

り、行楽に

みる歴史的

風致 

7 

馬場都々古別神社拝殿 

 

棚倉地域 

馬場 

馬場

都々古

別神社 

安永 

6年 

(1777) 

馬場都々古

別神社にみ

る歴史的 

風致 

8 

馬場都々古別神社随身門 

 

棚倉地域 

馬場 

馬場

都々古

別神社 

慶応 

元年 

(1865) 

馬場都々古

別神社にみ

る歴史的 

風致 
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番

号 
名称・写真等 所在地 所有者 築年 

関連する 

歴史的風致 

9 

馬場都々古別神社東照宮 

 

棚倉地域 

馬場 

馬場

都々古

別神社 

元文 

3年

(1738) 

馬場都々古

別神社にみ

る歴史的 

風致 

歴史的風致形成建造物の候補位置図 
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第 8章 歴史的風致形成建造物の管理の指針となるべき事項 

1 歴史的風致形成建造物の維持管理の基本的な考え方 

 歴史的風致形成建造物のうち、指定等がなされている建造物については、当該

関係法令等に基づき適正に維持管理を行う。また、それ以外の建造物については、

建造物の特性や価値に基づいて適正に維持管理を行う。 

 建造物の維持管理は所有者等が行うことを基本として、歴史まちづくり法第

15 条第 1 項に基づく歴史的風致形成建造物の増築、改築、移転または除却に係

る町長への届出及び勧告などの規定を活用し、適正な維持管理を図る。なお、維

持管理を行ううえで修理が必要な場合は、建築様式や改変履歴等の調査・記録を

行うとともに、有識者などの指導や助言を適宜受けながら、往時の姿に修復・復

元することを基本とする。 

 また、歴史的風致の維持向上のため、歴史的風致形成建造物の積極的な公開・

活用に努めることとし、公開にあたっては所有者の生活等に支障をきたすこと

のないよう配慮するとともに、十分な協議を行ったうえで実施することとする。 

 

2 歴史的風致形成建造物の管理の指針 

（1）登録有形文化財 

 登録有形文化財は、文化財保護法に基づき、適切に維持管理を行う。これらの

建造物の維持管理は建造物の外観を主対象として、調査に基づく修復及び復元

を基本とする。また、建造物の内部についても建造物の価値を構成する要素とな

るものは、所有者と協議のうえ、保護に努めることとする。 

 公共施設以外の個人や法人等が所有する建造物の修理などは、補助制度を活

用して所有者等の負担軽減に努めるとともに、関連する審議会や有識者などに

よる技術的指導を適宜受けながら実施する。 

 

（2）県及び町の指定文化財 

 県及び町の指定文化財は、県及び町の文化財保護条例に基づく現状変更など

の許可制度により保護を図る。これらの建造物の維持管理は、建造物の外観及び

内部を対象に、調査に基づく修復・復元を基本とする。 

 文化財の保護のために必要な防災上の措置を講じる場合は、文化財の価値を

損なわない範囲で実施する。特に、公共施設以外の個人や法人等が所有する建造

物の修理などは、補助制度を活用して所有者等の負担軽減に努めるとともに、関

連する審議会や有識者などによる技術的指導を適宜受けながら実施する。 
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（3）その他保全の措置が必要な建造物 

 歴史的風致形成建造物のうち指定等文化財以外の建造物は、計画期間後も建

造物の保護を図るため、指定等文化財として登録や指定するよう努める。これら

の建造物の維持管理は、建造物の外観を主対象に現状の維持及び保存を基本と

する。 

 公共施設以外の個人や法人等が所有する建造物の修理などは、補助制度を活

用して所有者等の負担軽減に努めるとともに、関連する審議会や有識者などに

よる技術的指導を適宜受けながら実施する。 

 

3 届出不要の行為 

 歴史まちづくり法第 15条第 1項第 1号及び同法施行令第 3条第 1項第 1号に

基づく届出が不要な場合については、以下のとおりとする。 

 

①文化財保護法第 57条第 1項の規定に基づく登録有形文化財について、同法第

64条第 1項の規定に基づく現状変更の届出を行った場合 

②福島県文化財保護条例の規定に基づく県指定の有形文化財について、現状変

更等の許可申請を行い、または修理の届出を行った場合 

③棚倉町文化財保護条例の規定に基づく町指定の有形文化財について、現状変

更等の許可申請を行い、または修理の届出を行った場合 
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化財保存学専攻保存修復建造物研究室 2013年 

・『日本の傳統藝能 第三巻』 本田安次著 1994年 

・『陸奥の編笠の古道をあるく』 佐藤兵一編 2007年 

・『「蛍の光」と稲垣千頴‐国民的唱歌と作詞者の数奇な運命‐』中西光雄著 ぎ

ょうせい 2012年 

・『東北の名城を歩く 南東北編』飯村均 室野秀文編 吉川弘文館 2017年 

・「御列格書類」1883年 

・「棚倉町の歴史的建造物の調査研究」 2014年 

・「大泉山寶池院 蓮家寺」パンフレット 

・「棚倉町指定有形文化財 阿部正備茶室」パンフレット 棚倉町 

・「山本不動尊」パンフレット 山本不動尊 



 

棚倉町歴史的風致維持向上計画 

発行：棚倉町 

編集：棚倉町地域創生課 
 

 〒963-6192 福島県東白川郡棚倉町大字棚倉字中居野 33番地 
TEL : 0247-33-2112 
FAX : 0247-33-3715 

E-mail：chiikisousei@town.tanagura.fukushima.jp 
  URL：http://www.town.tanagura.fukushima.jp/ 

奥州棚倉城之図 



 


